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　夏が去り、町の情景は秋へと移り変わってゆく。
　十一月も既すでに十日が過ぎ、冬至まではあと一ヶ月と少し。日暮れの足も日ごとにますます早くなり、まだ早い時間だというのに、既に夕暮れの気配。遥はるか山やま影かげに沈しずもうとするオレンジ色の夕日が、町に──十とつ葉は市に、長い影かげを作っている。
　町の外れ、裏通りの細い道の横断歩道の前に立って、氷ひ見みと透おるは、信号を見つめている。
　いつもの、町の風景。葉を落とし始めた街路樹と、明るく輝かがやく自動販はん売ばい機き、ちかちかと瞬またたき始める街灯、青く点てん滅めつする歩行者用信号。『押おしボタン信号』の装置。
　秋の祭りを翌日に控ひかえた、夕暮れの日。風は木こ枯がらしのように強く冷たく、じきに、十葉市にも冬がやってくるだろう。車も歩行者も滅めつ多たにない、裏通りの細道。
　その、横断歩道に、
「…………」
　目の前、その横断歩道の向こうに、男が立っている。
　男は、夕暮れの町の中、静かに口を開いた。
「君の、力を」
　点滅をやめ、赤へと変わった歩行者用信号。その横に、従えるように立つ、自動車用の信号。吊つるされた『押しボタン信号』の標識と、それに絡からまる黒いコード。
　いつもと同じ風景、いつもと変わらない町の中──
　目の前に一人、『いつもとは違ちがう存在』が、立っている。
『いつもとは違う存在』は、短い横断歩道の向こう、歩行者用信号の横で赤い光に照らされ、夜の化け身しんの怪かい物ぶつのように、静かに立っていた。
「君の力を、借りたい」
　夕暮れの、何ということもない町の中──
『いつもとは違う存在』は、いつもの短い横断歩道の向こうから、声をかけてくる。
「君の、力は──人間の、先をゆく力」
「…………は？」
　透は、やっと聞き返した。
「その、力は──」
『いつもとは違う存在』は……横断歩道の向こうの人ひと影かげは、意に介かいさず、話を続ける。
「──私と同じ、力」
「な……」
　何だって？　透は、そう聞き返すのを、躊躇ためらった。
　その人影は、異様な風ふう体ていをしていた。
　人影は、黒いローブを羽織っていた。
　まさに、御おと伽ぎば噺なしに出てくる魔ま法ほう使つかいそのままの、長いローブ。
　裾すそは地面に着くほどにも長い、真っ黒のローブ。
　そのせいで、人影の体形は、まったく分からない。
　人影は、仮面をかぶっていた。西洋の仮装舞ぶ踏とう会かいに出てくるような、白い仮面。
　顔の上半分を隠かくし、口とその周辺だけを晒さらす、半面の仮面。
　そのせいで、人影の表情は、全く窺うかがい知しれない。
　その人影は、金色の大きなブローチをつけていた。
　呪じゆ術じゆつのような模様が刻まれた、人の掌てのひらほども大きな、無骨な金きん属ぞく片へん。
　金色のブローチが、真っ暗のローブの中央に、大きなボタンのように留とめられている。
　その人影の正体は、全く、つかめない。
「私は──」
　まるで仮装か道どう化けのような風体の人影──黒衣の人影は、やはり、構わず口を開いた。
「私の名──私を識別する記号は────『ベルフェゴォル』」
　黒衣の人影は、半仮面の下の口を、静かに動かした。
「『煉獄ブルガトリオ』の一人、『ベルフェゴォル』」
　信号が、青に、変わった。
「……君と、同じ……」
　秋の風が、男の脇わきを、吹ふき抜ぬけていった。
「君と同じ…………『先へいく人間』」
　黒衣の人影は、歩き始めた。こちらに向かって。
　田舎いなかの横断歩道にローブを引きずって、冗じよ談うだんのような姿が迫せまってくる。
「君の力が──必要だ」
　目の前まで来た黒衣の人影は、ローブを動かし、こちらに右みぎ腕うでを差し出した。
「え」
　透は、反射的に、差し出された右腕を見た。
「あの」
　そして、発見した。


　人影の、差し出された右手には、封ふう筒とうが握にぎられていた。
　純白の薔ば薇らが描えがかれた、小さな封筒が、握られていた。
　人影の右掌には、『白い針』が、突つき刺ささっていた。
　目を凝こらして見なければ分からないような、薄うすい、小さな『白い針』が、刺さっていた。


　透がその封筒を思わず受け取った、それを確かく認にんして、
「──待っている」
　黒衣の人影は、身を翻ひるがえした。
「その文書こそが、四月の二十三日、確かに『彼ら』が行った、罪。
　仮かり初そめの平和を作り出し、人々を隷れい属ぞくさせる……それが『彼ら』の、本質」
　言葉と、白い封筒を残して……
「──君の判断を、待っている」
　黒衣の人影は、去ってゆく。
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「透とおるー！」
　家の中から、少女の叫さけび声ごえが響ひびいてきた。
「おい、透ー！」
　間を空けず、もう一度。子供のように甲かん高だかい、元気のいい大きな叫び声。
　家の中、彼女自身の自室である離はなれの一部屋から放たれた叫び声は、閉められた障子を透とう過かし、廊ろう下かを横切り、開け放たれたサッシを通って、中庭にまで余よ裕ゆうで響いてくる。
「何だー！」
　中庭、旧日本家屋の広い中庭にしゃがみ込んだまま、氷ひ見み透は怒ど鳴なり返した。
「何か用か、由ゆ宇うー！」
　怒鳴らないと、声が届かない。怒鳴りながらも、右手に持ったスコップを動かす。スコップをざくっと地面に突き刺し、生えていた雑草を根ごと引き抜く。
「着き替がえは、終わったのかよ！」
　十一月も半ば、もう夏も終わったというのに、雑草というヤツはまったく庭から姿を消す気配がない。季節ごとに次から次へと様々なやつが出現し、そして、消えてゆく。
　これはこれで一つの季節の移り変わりかもしれないが、だがしかし、この家の住人として、放っておく訳にもいかない。時々こうして、刈かってやる必要がある。
　ざくっ。土を掘ほり、雑草を引き抜く。細長い葉の上に、毛虫みたいな灰色の実。狗えの尾ころ草、いわゆるネコジャラシだ。まったく、どこから種が飛んできたのやら。
「着替えの本は……『浴衣ゆかたの着方』の本は、ちゃんと読んだんだろ！
　手伝えって言っても、無理だからな！　一人で着ろよ！」
「分かっている！」
　返事は、即そく座ざに返ってきた。
「一人で行うプロセスも、本には載のっていた！　しかし」
「しかし、何だよ！」
「この浴衣には『補正具』がついていないぞ！」
「ほせいぐ？」
　障子の向こうからの怒鳴り声に手を止め、顔を上げて、首を捻ひねる。
「『着付け前には、補正具を用いての体形調整が必要』と、この本には書いてあるぞ！」
「そんなもん要いらん！」
「『肌はだ襦じゆ袢ばんの上から補正具をつける事』と、書いてあるのだが！」
「たかが町の祭りに、そんな大層な着方をしなくてもいいっ！」
「しかし……」
「中は適当にタンクトップとかでいいんだよっ！」
「むう…………」
　大人しくなった。
　怒鳴り声の応おう酬しゆうが終わり、やれやれ……と息をついて、再び手元のスコップに視線を戻もどす。生い茂しげった雑草を見み渡わたして小さくため息をつき、何となく考える。
　相変わらず……あの少女、紅くれない由宇は、知識優先というか、マニュアル通りというか、応用力に欠けるというか──。彼女がこの家で生活を始めて七ヶ月が経たつというのに、その辺の事は、あまり、変わらない。
　まあ……彼女の、『生まれ』を考えれば、当然かも知れないけど。
　よっこいしょ、と気を取り直し、またスコップを動かしつつ、昔の事に思いをはせる。
　……そう、あれは……今から、ちょうど九ヶ月前の事だ。
　ちょうど九ヶ月前。今年の、二月十二日。あの隕いん石せきが、この町に、落ちてきた日。
　二月十二日に、ここ、神か奈な川がわ県けんの十とつ葉は市に墜つい落らくし、そして、数千人の死者・行方ゆくえ不明者を作り出した隕石、その中には、小さな情報鉱物生命体『宝石』が、便乗していた。
『宝石』は、落下の衝しよ撃うげきで粉々に砕くだけ、それらはそれぞれ、大きさは様々な「欠片かけら」「破は片へん」へと、姿を変えた。『宝石』の情報処理能力はそれぞれの体積に比例し、大質量を残したモノは、それぞれ個別に自らの意思を持つ。
　意思を持つ鉱物達たちはそれぞれ、手近にあるヒトの形をしたモノ……つまり人間の脳死体、または完全なる死体……へと接せつ触しよくし、その身体構造を書かき換かえ、融ゆう合ごうし、『宝石』の意思を持つ、ヒトの形をしたモノ──『欠片』へと、変へん貌ぼうを遂とげた。
　そこから日本中、ひょっとして世界中に散っていった『欠片』──
　その内の『一人』が……
　スコップを雑草群生地帯に突っ込み、一気にジェノサイド。
　……その『欠片』の一人が、今、障子の向こうで浴衣に着替えている少女、紅由宇だ。
　そしてその時、粉々に砕けた時に小さすぎる体積となり、自らの意思を持つに至らなかった「破片」は、基本的には自らは何も出来ずそのままとなったが、しかしその中でごく一部、偶ぐう発はつ的てきな事態で──例えば、墜落時の爆ばく風ふうの影えい響きようなどで──生きている人間の体内に侵しん入にゆうしたモノもあり、この場合、その「破片」に侵入された人間は、その人間の人格をそのままに隕石の力を得た存在──『破片』と呼ばれる存在となった。
『欠片』『破片』は、程度の差こそあれ『人間離れ』した腕わん力りよく、知力（稀まれに、特とく殊しゆ能力）を有する事となり、これら二者は、総じて『宝石憑つき』と、呼ばれる。
　そして……自分は……
　群生の雑草が、全ぜん滅めつした。その根を払はらって土を落とし、その土で今掘った穴を埋うめつつ、透は思考を続ける。
　そして…………自分は、その、『破片』だ。四月二日、由宇と初めて会った時に、彼女に『宝石』を体内に入れられ、自分は『破片』に、なった。
　その日から──今日まで、七ヶ月間。
　色々な事があって、そして、今もこうして、この家に二人で同居している。
　抜いた雑草を横へとどけつつ顔を上げ、家いえ屋や敷しきを視界に入れる。
　……十葉市の片かた隅すみにあるこの家は、築六十年の旧日本家屋。
　元々は祖父が住んでいた家だが、祖父が死んで数年、暫しばらくの間空き家になっていて──そして、自分は九ヶ月前に、ちょっとした事情で一人、ここに引ひっ越こしてきた。それ以来、ここに住んでいる。四月、由宇が現れてからは、二人で住んでいる。
　二人で住んでいる──と言っても、その……ええと、つまり『同居』だ。それ以上のものでは、ない。特筆すべき事は、何もやっていない。二人とも真っ当な高校生だ。十葉市立、十葉高等学校の生徒。自分が二年生で、由宇が一年生。
「出来た！」
　積み上げられた大量の雑草……その殆ほとんどがネコジャラシだ……を見下ろし、これ何か利用方法は無いかなあ、などと馬ば鹿かな事を考え始めたその瞬しゆ間んかん。
「出来たぞ！」
『欠片』の少女、紅由宇の元気な声と共に、障子が一気に開かれた。
「おお」
　雑草から目を離しそっちを見て、透は、思わず声を出した。
　薄い赤に花はな柄がらが浮うかぶ可愛かわいい浴衣、胴どうで綺き麗れいな片蝶結びにされた白い帯。左手に小さな小物入れ巾きんち着やく袋ぶくろを提さげ、なかなか本格的ないでたち。
「……なかなか」
　ちょっとツリ目気味の瞳ひとみ、長い赤髪がみ、年ねん齢れい相応の可愛い顔立ち、低い背せ丈たけ。額の中央に、品のいいアクセサリーのように張り付いた紅あかい『宝石』。浴衣に包まれたその姿は、正直かなり絵になっている。そう、もうこのままどこかの一流雑誌のカラーピンナップを飾かざってもおかしくないくらいの──
「凄すごいか」
　かなり満足げな様子で、由宇は胸を張った。
「う、うん」
　透はスコップを握り締しめたまま、思わず頷うなずく。
「ん？　どうした、透」
「い、いや……」
　思わず目を逸そらし、喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込む。
「む。言いたい事があるなら、はっきり言え」
　まだまだ、ずーっと子供だと思っていたのに──
　──ほんの少し、ちょっと、大人っぽく見えた。なんて事は、勿もち論ろん、言えない。
「似合ってる。うん」
　適当な事を言って、お茶を濁にごす。……なんとなく、ちょっと前から……
　そう、つい、こいつの前で泣いてしまった、あの時から。
　時々、ふっとした時、こいつとの距きよ離りを測りかねる瞬間が出てきてしまう、ような。
「そうか。似合っているか」
　少女はいつも通り、ふん、と鼻を鳴らして得意げな顔になった。
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「浴衣ってのは、凸でこ凹ぼこに欠けている身体ほど似合うんだよ」
　その顔に向け、つい、つまらない事を言う。
「どういう意味だそれは」
　由宇は子供っぽく、むうっ、と眉まゆを顰ひそめた。
「いいや別に」
　言って目を逸らし、背景の家を見つめるフリ。
　……旧日本家屋だ。部屋の数と歴史の長さだけは無む駄だに多い。二人で住むにはあまりにも多く、その部屋の殆どは物置スペースになっていて、先祖代々のがらくたがそのまま仕し舞まいこんである。そこをあされば、大たい概がいのものは出てくる。この浴衣も、その一つ。
　──一いつし瞬ゆん大人っぽく見えたのは、浴衣のせい……だよな？
　自分の中に湧わき上がった正体不明の感覚、何やらやけに照れくさいその感覚を、横から茶ちや化かして誤ご魔ま化かす。
「中は、適当なタンクトップだがな」
　少女はまだ少し、拘こだわっている様子。
「いいだろうがそんなの」
　透はそれに向け、わざと気軽に声を出した。
「どうせ中なんか見えないんだから」
「見えないところに拘るのがエドッコだ」
「江え戸どっ子の意味、分かって言ってるのかよ」
「祭りといえばエドッコだろう」
　やっぱり、意味が分かっていない。
「しかし、この浴衣は、私にはぴったりだな」
　浴ゆか衣たす姿がたの少女は、くるっ、とその場で回って見せた。
「……」
「どうした？」
「いや、その、やっぱ似合ってる」
「そうか」
　ぴたっ。と足を止め、満面の笑えみ。
「団扇うちわも見つけてきたぞ」
　言って浴衣の少女は、二つの団扇を取り出した。
　赤に、金魚の形の白しろ抜ぬきがされた上品そうな団扇と──そして、
「こっちは、お前のだ」
　逆デザイン。白に赤金魚の団扇を、こちらの手に押おし付ける。
「あ、ああ」
　曖あい昧まいに息を吐はきつつ、少女の手から団扇を受け取る。
「何だ。どうした透」
　由宇は団扇を持ったまま、不ふ審しんそうな声を出した。
「いや、ほらええと」
　高校一年生、十五歳さいの女の子──か。そりゃ、そうだよな。
（何言ってんだ。今いま更さら）
　自分の中で、冷静なツッコミが入った。何言ってんだ。何今更硬くなってんだ。いつも通り、適当に話してとっとと受け取れよ。
「ほら、おれの服装がさ」
　こちらの服装は、普ふ通つうの長なが袖そで上着と、何の変へん哲てつもないＧパン。
「その団扇って、この服装に合わないんじゃ」
　何をつまらない事を言っているんだ。何を緊きん張ちようしてるんだ。お前は。
「つまらない事を気にするな。ほれ、受け取れ」
　由宇はいつもの顔で、ひらひらと団扇をふって見せた。
「あ、ああ」
　偉えらそうで傲ごう岸がん不ふ遜そんで、そして幼い、いつもの顔。
　なぜか安心し、頷いて手を伸のばす。
「よし……皆みなとの集合時間は、もうすぐだな」
　団扇を持った少女は、言って空を見上げた。そろそろ日が暮れ始めている。
「あと……一時間って所だな。そろそろ、出かけるか」
「ふむ」
　軽く、頷く。
「では出かけるぞ。付いて来い、透」
「はいはい」
　透はいつも通り、息をついた。


　十葉高等学校の部活「学園行事実行部」の秋の行事、体育祭も無事に終わり、一週間。
　今日はその打ち上げも兼かねて、部員の皆で近くの秋祭りへ。
　地元の、岩イワ礼レ神社という神社で行われる祭りで、当日は町内会主しゆ催さいの小学生みこしや、宮司さん主催による神楽かぐらイベントがあり、夜店も百ほど立つ。近所の氏うじ神がみ神社にしては、なかなかの規模の祭りだ。
　集合場所は、家から歩いて十分ほどの所にある『グランドショップ十葉』の駐ちゆう車しや場じよう。
「あ！　透さん来ましたよほら七なな尾お先せん輩ぱい！」
「おー本当だ。来た来た。二人で」
　集合場所には、既すでに二人の女の子が待っていた。二人とも、浴衣姿。
　一人は、式しき津づ愛あい華か。ショートに揃そろえた髪の中、一本だけまるで局所的な寝ね癖ぐせのようにぴんと立った前まえ髪がみ。その顔の雰ふん囲い気きは高校一年生にしてはちょっとばかり幼く、何となく子犬とかその辺の小動物みたいな雰囲気。中学の時は運動部にいたらしく、その元気な体は年相応。健康そのものの体育会系少女だ。
　由宇とはクラスメイトで、そして二人だけの一年生部員だ。
「ひーちゃんは、普ふ段だん着ぎかよ」
「そうだよ。男の浴衣ゆかたは無かったんだ」
「つまんねーヤツ」
　二人目、七尾は舌を出して持っていた団扇を垂らし、呆あきれた表情をして見せた。
　こちらは二年生。愛華とは中学時代からの先せん輩ぱい後こう輩はいの関係で、同じく学園行事実行部の部員。長い三つ編みに大きな眼鏡をかけ、一見文学少女ルックス。フルネームは七尾花か梨りんだが、花梨と呼ぶと本人は怒おこる。本人曰いわく『可愛すぎる名前だから』だそうな。
「何見てんだ。おら。ひーちゃん」
　いつもは、この通り乱暴な口調だが……
「いや」
　透は、愛華と七尾をまじまじと見つめ、言った。
「何か二人とも、いつもと違ちがうな。雰囲気が」
　普ふ段だんは殆ど制服姿だから、浴衣を着るとなんかこう、別人みたいで。
「へー。ひーちゃん、浴衣マニア？　ひょっとして私の魅みり力よくに今いま頃ごろ気付いた？　ん？」
「いや、似合ってるって七尾」
「なっ」
　やっぱり、浴衣の女の子ってのは、全ぜん般ぱん的てきに大人っぽく見える。
　さっきの由宇相手の照れくさい感覚も、きっと、そのせいだ。うん。
「な、何言ってんだよ。バーカ」
　七尾はなぜか絶句し、持っていた団扇で口元を隠かくして、そっぽを向いた。
「いや、いつもは制服しか見ないしさ、浴衣なんか普段見ないし」
「う、うっさい。余計な事言うな」
　さっきまでのハイテンションから一転、そっぽを向いたまま、小声。
「透さん、やっぱ浴衣好きですか？」
　愛華は無む邪じや気きな笑みを浮うかべ、一歩進み出た。
「可愛かわいいですか？」
「う、うん」
　正直に言った。
「ですよねー。うん、やっぱ祭りは浴衣ですよ。透さんにそう言って貰もらえると、二人で頑がん張ばって着た甲か斐いが。ねえ七尾先輩？　先輩も頑張ってその浴衣着て」
「お。おい。黙だまれ愛華。んな事わざわざ言うな」
「何怒ってるんですか。先輩」
「祭りだから着ただけで、別に可愛いとかはなくて」
「何言ってるんですか。可愛いかなーとか似合ってるかなーとか物もの凄すごく気にしてたのに。ほら、こうして透さんも可愛いって言ってくれて」
「余計な事を言うな！　馬ば鹿か愛華！」
　団扇で顔を隠したまま、そっぽを向いた。
　何やってんだ。こいつは。七尾の顔を隠す団扇を見つつ、思う。
「見てんな！　バカ！」
　怒られた。
「私は、一人で着たぞ」
　由宇が、進み出てきた愛華の前に出て、対たい抗こうするように胸を張った。
「私は、このくらいは簡単に出来るのだ。子供では無いぞ」
「そうしていると、まるで高校生みたいです。由宇ちゃん」
「私は高校生だっ！」
　そして、結構、仲がいい。この二人は。
「あ、いや……何だ、ほれ。アレだ」
　じゃれあい始める由宇と愛華を見て、七尾は態勢を立て直すように団扇で自分を扇あおいだ。
「わ、若いモンは元気だねぇ。うん」
「若い、ってお前」
　透は、口を開いた。
「お前だって若いだろ。七尾」
「もう若くねーよ。今度の四月で、十八歳だっつーの。……あーあ」
　何だか憂ゆう鬱うつそうに、ふう、とため息をつく。
「え、十八歳って、まだ若……」
「ひーちゃん、基本ロリコンだろ」
「憶おく測そくでものを言うな！」
　透は、思わず七尾の方を見て叫さけび、
「…………」
　そして、そのまま、口を閉じた。
「な、何だよ。何見てんだ」
「あ、いやその」
　こいつは……七尾は、由宇とは違ってスタイルがいいから、浴衣を着ると、その、
「コラ」
　持っていた団扇で、ごん、とこっちの頭を叩たたく。
「何考えてんだお前」
　態勢は立て直せたらしい。いつもの、乱暴な口調。
「いえ。別に。なんでもないです」
「なんで丁てい寧ねい語ご」
　七尾から目を逸そらし、あらぬ方を見つめる。
「えっと……」
　そのついでに、話題をさり気なく変える。
「……他ほかの連中は、まだ来ていないのか？」
　我わが部活の部員は、ここにいる四人と、灯あか璃り、美み空く、鳥と羽ば、羽は幌ほろ、部長の計九人。部長と羽幌は今日は用があって来られないらしいから、あと鳥羽と美空、そして灯璃だ。
「灯璃ちゃんなら、まだ来てねーよ」
　七尾は、じとっとした目をこちらに向け、言った。
「いや、別にだな、灯璃だけじゃなくて、美空とか、鳥羽とか」
「バーカ」
「ほら、灯璃って体育祭以降も、なんか忙いそがしそうだし」
「バーカバーカ」
「バカって言うな」
「へいへい」
　わざとらしく、大きなため息をついて、団扇うちわを振ふる。
「ま、そーゆー事にしといてやるよ」
　七尾は最近、たまに意地悪な事を言う。
「でもさ、……実際灯璃って、この一週間くらい、どっか行ってる事多くなかったか？」
　自分で言って、思い出した。
　そう言えば……灯璃は昨日の放課後も、やたら急いで帰って行ったような。
「……何か、用だったのかな？」
　灯璃は、一人暮らしだ。だから、色々と用事もあるんだろうけど……
　でも……
「暑いなー。おい、なんかこの辺暑いぞ」
　七尾は、団扇でわざとらしくばっさばっさと自分を扇いだ。
「だから別に、その、おれは」
「もう十一月だってのにさ。ねえ？」
「…………全くだ」
「何うろたえてんだ。みっともねえ」
「あ、いや、別に」
　なんで、こんなに言われるんだろう。おれは。
「お待たせー！」
　噂うわさをすれば影かげが差す。七尾と掛かけ合いをしているその横合いから、明るい声がかかった。
「あ！　灯璃！」
「灯璃さん」
　じゃれ合っていた由宇と愛華が、同時に声を出す。
　声の先に、灯璃がいた。女の子にしては背の高い姿と、真まっ直すぐな瞳ひとみ。今日は浴衣ゆかたを着ているけど、灯璃はいつも通りだ。透は密ひそかに頷うなずいた。
　うん。いつも通り……
「おい、灯璃。今日は──」
　由宇が愛華から離はなれ、一歩後ずさる。
「──今日は、浴衣だから、暴れたら──」
「きゃああああああああああああああああああ！」
　灯璃の叫びが、由宇の言葉を引き裂さいた。
「わ！」
　由宇の足が、素す早ばやく避ひ難なんの体勢を取る──よりも、先に、
「由宇ちゃん浴衣ああああああああああああああああああああ！」
「いやあああああああああああああああああ！」
　絶ぜつ叫きようを率いた灯璃が、由宇の小さな身体へと、襲おそい掛かった。
「あっ由宇ちゃんっ浴衣がっ浴衣がっ」
「やっやめろおっおいっ帯をっ帯をひっぱるなっあっあっ」
「ああああああああつやつやしてるううう浴衣の由宇ちゃんすべすべしてるうううう」
「あっ止めろっおいっわっ腋わきっ腋やめろっそこから手をっ手を入れるなっあああ」
「よいではないかー！」
「あっ手がっ手がっ隙すき間まにっどんどん入ってくるっ止められないっこの服止められないっ。す、隙間がっ隙間からっあ、いやああああああああああ！」
「浴衣サイコー！」
「いやあああああああああああああああ！」
　絶叫の尾おを引き、二つの浴衣が、闇やみへと消えてゆく。
　──いつも通り、だ。
「……………………」
　走ってゆく二人を見つめて、もう一人の少女が立っている。
　スレンダーな身体に、バランスのいいモデルみたいな立ち方。癖くせのない長い髪かみをポニーテールに括くくり、雪のような白い肌はだに、無表情に見える綺き麗れいで整った顔。額には由宇と同じ、しかし色いろ違ちがいの、蒼あお色の『宝石』が張り付いている。蒼あおい美空。この子が浴衣を着ると、まさに日本人形みたいだ。由宇とは違ちがう意味で、よく似合っている。
「あ。美空さん、凄すごい！　浴衣似合う！　モデルみたい！」
「……………………」
　美空は愛華の感かん嘆たんを受け、薄うすい表情のまま僅わずかに頷いた。
「…………」
「やっぱりですね、美空さんは日本文化的な服装がよく似合いますよ。うん。今度、私と一いつ緒しよに服買いに行きましょうよ。ねえ？」
「……………………」
　蒼い子は、愛華を見上げた。
　相変わらず、この子は口数は少ないし、無表情に見えるが……
「………………………………ええ」
　でもその瞳には、ちゃんと意思がある。
「よっし！　全員揃そろってるな！　ＯＫＯＫ！」
　美空が頷くと同時に、男の声がした。
「おせーぞ！　鳥羽！」
　七尾が、出現した男に向け声を出す。
　最後に出現したのは、坊ぼう主ずあ頭たまのお調子者。鳥羽。ちなみに服装は自分と同じ、地味な普ふ段だん着ぎだ。透は密かに安心した。一人だけ浴衣以外ってのは、流石さすがに寂さびしい。
「まーそう言うなって。あんま待ってねーだろ」
「お前、部長代理だろうが！　真っ先に来いよ！」
　気楽に言う鳥羽に向け、七尾が団扇を突つきつける。
「重役出勤だ」
　鳥羽は、あっさりと受け流した。
「気楽なモンだよ」
「『気楽な部活』それが俺のモットーだ。……さて」
　ぴしっ、と、こちらを指差す。
「お前、あれ止めて来い」
『あれ』の声と共に、闇の彼方かなたに仄ほの見みえる二つの浴衣を示す。
「ああっ由宇ちゃんっスベスベしてるっ肌がっスベスベって……あれ？」
「や、やめろー！　やめろー！　やめてー！」
「あっちょっとっコレっコレ触らせてっちょっと由宇ちゃんっ」
「あ……い、いやー！　そ、それは嫌いやあっ」
　透は、鳥羽の顔を見た。
「おれが止めるのか」
「お前以外の誰だれが止めるんだよ」


　住宅地の中、雑木林の中の岩礼神社。その周囲の林は、いつもは夜はすっかり闇に包まれ、まさに暗黒の林という雰ふん囲い気きになってしまう。
　しかし今日の風景は、いつもとは違う。透は、遠目に見える紅白幕を見て、思う。
　神社の敷しき地ちを仕切る低いフェンスのそこここには提ちよ灯うちんが飾かざられ、入り口近くには町内会の本部テントが張られ、神社敷地の隅すみに作られたベンチと机の休きゆ憩うけ所いじよには明かりが灯ともされている。夜店はとりどりに輝かがやき、集まり始めた人々のざわめきと巫み女こさんが叩く太たい鼓この音、かすかに唸うなる夜店の発電機の音、そして遥はるか遠くに響ひびく小学生みこしの元気な掛け声ごえ。
　そう。今日は、祭りだ。
　本部テントの中では、ハッピを着たおっさん二人が「だから大おお熊くまさんっまだ始まったばかりなんですから酒は」「うるせぇ小お川がわ。駆かけつけ一いつ杯ぱいだ」などと早くもやりあい始めている。「ほら中なか村むらさんとか来るまで待ちましょうって」「中村なら来ねぇよアイツ息子むすこともめてんだよなんでも大学四年生で卒業見込みなしで実家に帰ってきやがったとか」祭りの日は町の中の重い話もサラッと出てきたりする。「だから大熊さん、少なくとも子供のみこしが帰ってくるまでは酒は」「うるせえ祭りってのはそういうモンだ」まあこんな調子で、一時間もしないうちにテントの中は酔よっ払ぱらいオヤジの巣そう窟くつとなってしまうだろう。
「祭りか」
（心持ち、灯璃から距きよ離りを取りつつ）一番前を歩く由宇が、口を開いた。
「祭り…………神社」
　神社入り口の提灯を見て、立ち止まった。
「しかし、……そもそも」
　そして、そのまま、振り返る。
「祭りとは、何だ？」
　聞くと思った。透は視線を受け、立ち止まる。
「えーと…………」
「一年の事を、神様に感謝する行事ですよ」
　由宇の横を歩く愛華が、即そく座ざに返事をする。
「神だと？」
「そうです」
「私は、神に何もしてもらっていないぞ」
「おい、あの子なんか物もの凄すごい事言い始めたぞ」
　七尾が、鳥羽に大きな声で耳打ちした。
「どうする？　おい部長代理。どう答えるよ？」
「知るかよ」
「…………………………………………祭り…………」
　一番後ろを歩く美空が、口を開いた。
「……祭りとは、各おの々おのそれぞれの文化を担になう重要な行事の一つであり、日本においてその大半は神社や寺院などを主として行われる。その目的はかつては神に捧ささげられる神事そのものであったが、近年においてはその祭りそのものが目的となりうる傾けい向こうがあり、また文化人類学的においては日常のケと非日常のハレを区別し」「意味が分からん」
「…………………………………………」
　由宇の一言で、美空は黙だまった。
「………………………………………………………………」
　……ひょっとして、ちょっとムカッと来たんだろうか。
「皆みんなで集まって『祭る』のよ」
　灯璃が断言した。
「とりあえず、そんな感じ」
「ふむ」
　由宇はまた前を向き、入り口の提灯を視界に入れる。
「だがしかし『そんな感じ』で毎年、これほどの人間が一堂に」
「フィーリングだっつーのフィーリング」
「おい花梨。めんどくせーからって適当な事言うな」
「花梨て呼ぶな！　鳥羽！」
「うっせー」
「ふむ…………」
　後ろ姿で、少し神しん妙みように考え込む雰囲気。
「まあ、この目で確かく認にんするとしよう」




　同刻。
「あの」
　岩礼神社秋祭り、本部テント。
「あの…………」
　早くも酒の匂においが漂ただようテントの前に、背の低い人ひと影かげが、立っている。
「あの……すいません…………えっと……」
　人影は、祭りの場に相応ふさわしくない服装をしていた。ネクタイのないカジュアルな白のカッターシャツと、それに合わせたような黒のパンツスーツ。
　大人びた服装に身を包つつんだ人影は、しかし、子供のような風ふう貌ぼうだ。その背せ丈たけは特筆するほども低く、その中性的で整った顔は一目では男女の区別すら付きにくい。お洒落しやれに大人の格好をしてみた少年か──或あるいは、わざと男の服装を着こなした少女……といった外見。大人の男ばかりのテントの中では、その姿はやたらに目立つ。
「ん？　ああ」
　テントの中にいた一人、大男が、人影に気付いてそっちを見た。
「どうしたガキ？　迷子か？　ん？」
「ああっ大熊さんっまたそんな声出してっ」
　テントの中にいたもう一人の男、ひょろ長い背丈の青年が、大男にツッコミを入れる。
「…………ごめんなさい……」
「ほらっ大熊さんっこの子怯おびえてますよっ」
「うっせぇなあもう小川。……しゃあねぇ。おい嬢じようちゃん、」
　大男は人影に向け、ずいっと顔を近づけた。
「あっ大熊さんっその構図はどう見ても犯罪の香かおりがっ具体的には営利誘ゆう拐かいとかっ」
「うっせえ。おい嬢ちゃん。名前は何だ？」
「…………えっと……」
　人影は、間近に迫せまる大男の視線から逃のがれるように、両手をもじもじさせる。
「ぼく…………男……………………です」
「あぁ？」
「だから大熊さんっその言い方はどう聞いても本職おヤクザさん系の」
「…………あの……女の子じゃ、ないです…………」
　少年は、上うわ目め遣づかいにおずおずと声を出す。
「あ？　男か。そりゃ済まんな。じゃ坊ぼう主ず、名前は？」
「えっ…………と」
　少年は小さく、自分の名前を言った。
「ぼくは……その、ふざんいん…………」
「はぁ？」
「だから大熊さんっ構図からまた犯罪の香りがっ」
「ごめん…………」
「ほらっ泣くじゃないですかこの子っ。たいへん言いにくいですが今度の香りからはやけに性的なものを感じるんですがきっと私の気のせいですよね」
「ぼくは…………えっと……」
　少年は、潤うるんだ瞳ひとみで二人の男を見上げ、もう一度、自分の名前を言う。
「訃ふ山ざん院いん…………灰はい人と…………です」


　神社にすえつけられたマイクが、ガガガガガガっとハウリングした。
『おい、コレ、どうやって放送するんだ』
『もう入ってますって大熊さんっ喋しやべったら放送されますっ』
『お。マジか。えーと……迷子だ迷子。迷子放送な。あー』


「次はあそこだっ。あの店に入るぞっ」
　喧けん騒そうの中、由宇は叫さけんだ。
「おいっもたもたするな透っ。ちゃんと付いて来いっ」
　叫んで、走った。
「由宇！　お前ちょっと落ち着けセーブしろっ力を抑おさえろっ」
「おっ店主！　ここの肉を二つだっ早くしろっさあ包めっ次の店へ行くぞっ」
「だから一人でいくなー！　団体行動しろー！　由宇ー！」
「むっこの肉は何だっ何の肉だっ明らかに牛とは違ちがうっ」
「その辺はあんまり深く突っ込むなっ」
「あ！　匂うぞ。匂いがするっこの匂いはっ。覚えているぞ。そうだ神かみ代しろ島しまの加か藤とう商店で食った焼きトウモロコシだっ。ちょうどアレと同じ調味料と原材料がっ」
「だから、皆と歩調を合わせろっ由宇ー！」
「早く行かないとなくなるっ私の私の焼きトウモロコシがっ」
「なくならないっ！　おいちょっとテンション下げろ少し立ち止まれっ立ち止まって考えろっそういえばお前祭りの意味とかはどうなったんだっ考えなくていいのかっ由宇ー！」
「誰だれがそんなつまらん事を考えると言ったおいマスターっトウモロコシ三つだっ」
「ちょっと待て冷静になれそれ一個五百円って書いてあるぞ三つって事はおいつまり」
「次はお好み焼きだっおい透この串くし捨てておいてくれ頼たのんだぞ」
「だからちょっと落ち着いて財さい布ふの中身をまじまじと見てみろっこらー！」
「お好み焼きー！」
「浴衣ゆかたで走るなー！　足がヤバいー！」


『お。もう入ってるのかよ。っと。じゃあガキ、お前の名前何だっけ』
『あ…………あの、ぼく、ふざんいん…………』
『だから脅おどかしちゃダメですって大熊さんっ！』


「いやあ……由宇ちゃん、元気ですねー」
　愛華は、落ち着いた声を出した。
「本当よね…………ってあの、愛華ちゃんっ」
「なんでふか？」
　手に持ったフライドポテトを口一いつ杯ぱいにほおばりつつ、愛華は灯璃の顔を見る。
「いつの間にそんなものを！」
「さっき、貰もらいはひた」
「だれに？」
「なんか、キメまくった男の人に」
「ああああああああしまったあああああ」
　鳥羽が坊ぼう主ずあ頭たまを抱かかえ、天に吠ほえた。
「既すでに動き出した奴やつがいたかあああああナンパがあ祭りのナンパが我わが部員に」
「え？　……で、その男どこ行ったのさ？」
「知らないでふ」
　七尾の質問に、愛華は気楽に答える。
「知らない……って」
「『ありがとー。友とも達だちと食べるねー』って笑ってあげたら、消えました」
「…………意外と、やり手じゃねーか…………この子……」
「………………………………………………………………やり手？」
　単語に美空が反応し、ポテトを頬ほお張ばる愛華を無表情に見上げる。
「分からなくていいよ、みーちゃん」


『……それじゃ、えっと、お集まりの皆みな様さま、迷子のお知らせです……でいいか？』
『なんで畏かしこまるんですかっ大熊さんっ』
『うるせーなもう。ったく中村のヤツは……手伝い来いってんだよ』
『中村さんの息子むすこのたかし君、九月から殆ほとんど引きこもってるらしいですよ』
『知るか。こんな所でそんな話すんな。中村のヤツも二は十た歳ち超こえた息子なんて放っといて、こっちに来りゃいいんだ。なんで俺がこんな迷子放送なんか』
『照れてるんですか』
『てっ照れてねーよ！　よし、じゃ言うぞ迷子のお知らせでーす』


「ああああああまた五等だぞおおおおお」
　鳥羽が、紙クズみたいな籤くじを振ふりかざして叫んだ。
「本当に一等入ってるのかよオッサンっ！」
「おい鳥羽。夜店に変なイチャモンつけんなよ」
「うるせー透！　俺はあの一等のゲーム機が欲ほしいのにいいいああ今月の金が」
「何回引いたんだよ」
「十回」
　鳥羽は、十個の空クジを掲かかげた。
「そんだけ引いたんならなんか当てろよ！」
「お。そうだ。流れを変えよう。お前一回引け」
「え？」
　透は、自分を指差した。
「おれが？」
「そう。そうして運の流れに石を投げ込み、そして十一回目で俺が当てる、と」
「…………まあ、いいか」
　頷うなずいて百円玉を三個置き、籤箱に手を突っ込む。
「ギャンブルってのはな、流れなんだよ。大きな激流の中、引く波と来る波が」
　透は、籤を開けた。
「当たった」
「時には自らハズレを重ねる事によって流れに一定の方向を作り」
「一等。当たったぞ」
「そしてその流れの中にふと一石を投じ、そして作り出した自ら信じる運の流れ、その濁だく流りゆうの中に身をゆだねるその一いつ瞬しゆんの恍こう惚こつこそが」
「聞けよ」
「ああああああああああああああああああああああ」
　敗者が、天に吠えた。


『迷子のお知らせを致いたします……っと、えと』
『いつまでやるんですか大熊さんっいい加減に』
『うるせえな今やるっつってんだろえーと……』


「おい、透！　コレは何だっこのカラフルな魚どもは一体何だっ」
「これは金魚だ」
「そうか。鮮せん魚ぎよだな？」
「鮮魚とか言うな！」
「どうやって食うんだ？」
「食わない！」
「焼いて食うのか？」
「食わないと言ってるだろうが！」
「しかし見たところこれは淡たん水すいのようだが。淡水魚は匂においが」
「人の話を聞けー！」
「由宇ちゃん、これはね、金魚すくいよ」
　灯璃が、由宇の横に座すわった。
「金魚救い？」
「えっと、微びみ妙ように発音が違うかも」
「水すい槽そうの魚に、救いがあるのか？」
「……………………………救い…………って、何…………？」
　水面を見み据すえたまま、由宇と美空は話す。
「この二人、たまに怖こわいこと言うよね」
　七尾が一歩離はなれた。
「ほらっ由宇ちゃんっ。私が手本を見せてあげるからっ見ててっ」
　灯璃が、ぐいっと浴衣の袖そでをまくった。
「こうやってこう、水面に対して斜ななめに突っ込んで」
　ばりっ。
　掬すくい器に貼はられた薄うすい紙は、即そく座ざに破れた。
「あれ？　あ、ちょっとミス。もう一回。えっと、こうして下からうまい事」
　べりっ。
　あっさり、破れた。
「あ、今のは無しっもう一回っ」
　びりっ。
　一秒で、破れた。
「あ、あの、ちょっと、灯璃、そろそろ……」
　透は、横からおずおずと話しかける。
「ちょっと待ってっ透っ話しかけないでっ。次こそはっえーと、コレが」
　びりっ。
「…………あっっちょっとおじさんもう一個頂戴っ」
「おい落ち着けって、ちょっと灯璃、お前」
　透は、中ちゆ腰うごしになった。
「ちょっと待ちなさいって今っこの金魚っ私の方見て笑ったっもう一回っあのっ」
「ああああああやめてええええええ灯璃さんっ色々と壊こわれちゃうからやめてえええええ」
　透は、叫んだ。


『えっと…………ぼくは……』
『結局本人に言わせるんですね大熊さんっ。あなたここにいる意味皆かい無むですねっ』
『ぼくは…………ふざんいん、』


『灰人、です』
　バキッ。
　休きゆ憩うけ所いじよの机の上、カタ抜ぬきの砂糖菓が子しが、手元で割れた。
「…………は？」
　透は、休憩所のベンチに座った姿勢のまま、動きを止めた。
　取り落としたカタ抜きの虫ピンが、机の上を、転がってゆく。
「おい。透。どうした。手が止まったぞ」
　右に座る由宇が、たこ焼きを頬張りながら言った。
「あー。ひーちゃん、割れたんだー。割りやがったー」
　正面に座る七尾が、自分のピンを動かしながら囃はやし立たてる。
「だからさー。これは気合と根こん性じようが必要だっつっただろーが」
「………………………………できた」
　七尾の左に座る美空が、作業完かん了りよう、のような声を出す。
[image: 画像]
「うわっ」
　その手元、完成した精密な工業製品のようなカタ抜きを見て、左に座る愛華が声を出す。
「凄すごいですね、美空さん。さすがです」
「うおっみーちゃんスゲェっ。何その芸術品はっ。どうやって作ったのっ。はいっインタビューです。今日の職人は十葉市の美空さんです。さて美空さん、創作のコツは？」
　インタビュアー七尾の差し出す空気マイクに、美空は厳おごそかに口を開いた。
「…………………………………………………………忍にん耐たい」
「おい！　含がん蓄ちくある言葉出たぞ透！　師しし匠ようのお言葉だありがたく聞いとけ」
　隅すみっこに座った鳥羽が、たこ焼きに手を伸のばしつつテキトーな事を言った。
「…………？　ねえ透？　どうしたの？」
　右斜め前に座る灯璃が、尋たずねてきた。
　透は、聞いていなかった。
「今……？」
「……どうした。透」
　由宇が、二つ目のたこ焼きに伸ばす手を止め、怪け訝げんそうにこちらを見た。
「今」
　透は、また、同じ言葉を言った。
　今、知った名前が。聞こえた、ような。
『ぼくは……』
　休きゆう憩けい所じよ脇わきに置かれたスピーカーが、再び、おずおずとした声を発した。
『ふ……訃山』ぴりりりりりりりりり。
　近くで鳴った激しい電子音が、放送を遮さえぎった。
　ぴりりりりりりりりり。
　反射的に辺りを見回し、音の発生源を探す。
　ぴりりりりりりりりり。これは……誰だれかの携けい帯たい電話だ。
「………………………………」
　美空がカタ抜きと虫ピンを置き、自分の巾きんち着やく袋ぶくろを探さぐった。
　ぴりりりりりりりりりりりりり。音は、巾着袋の奥おくからだ。
「……………………」
　ぴりりりりりりりりりり。鳴り続ける青色の電話を取り出し、それを持ったまま、美空は、何な故ぜか、こちらを見る。
「あ……取ったら？」
「………………………………うん」
　軽く頷き、ボタンを押おして、本体を耳に当てる。
「……………………」
　その口が、人物の名前を、言った。
「………………………………………………………………浅あさ黄ぎさん？」


　二月十二日より発生した、人間に混じって生活する『人間離れ』。
　それを、日本国家は、『隕いん石せきの影えい響きようで、謎なぞの疾しつ病ぺいに感かん染せんした患かん者じや達たち』と認にん識しきし、その存在を管理・場合によっては処しよ罰ばつする組織を、極ごく秘ひ裏りに作り出した。その名は、『警備局特とく殊しゆ犯罪対策室』。墜つい落らく事故以降、発生を始めた『人間離れした人間』は、断じて『宇宙人』でも、『宇宙の力を手にした人間』でもない。『ちょっと変わった病気に感染し、ちょっと変わった力を手に入れた、ちょっと変わった患かん者じや達』である、という訳だ。
『特殊犯罪対策室』は、独自の判断により、その『患者』を、『発はつ症しよ者うしや』と『罹り患かん者しや』へと、分類する。つまり『対策室』にとって都合のいい、大人しくて何もしない『患者』が『罹患者』になり、『対策室』にとって、都合の悪い……つまり、その力を利用して社会秩ちつ序じよを乱そうとする『患者』が、『発症者』になる、という訳。
『特殊犯罪対策室』には、（『欠片かけら』『破は片へん』の差はあれど）多数の『罹患者』が雇こ用ようされ、日々、『発症者』との戦いを──実の所、主に、公務員という地位と、定期給きゆ与うよによる『罹患者』自身の生活の安定と、それによる『発症』の防止──を、果たしている。
　そして、『欠片』たちの中には、積極的にその組織の一員となり、生存を果たそうとする一派も存在し──その一派を、彼ら自身は『欠片同盟』と、自じし称ようしている。


　この蒼美空も、その『欠片同盟』の一人だ。
　透は、携帯電話を耳に当てている蒼い子の顔を見つつ、思い出す。
　蒼美空は『欠片同盟』に属ぞくしながら、十葉高校へと通っている。本人の希望によって実現した、かなり特殊な例らしい。他ほかのメンバーは、殆ほとんどが東京の『本部』勤めだそうな。
「……………………わかりました」
　蒼美空は、頷うなずいて、電話を切った。
「みーちゃん。何だったの？」
「………………………………浅黄さんが…………」
　言って、すっと立ち上がる。
「浅黄さん」
　名前を復唱する。栗くりば林やし浅黄。同じく『欠片同盟』の、一員だ。
　あまり、こっちに連れん絡らくしてくる事はないらしいが……
「浅黄さん、何か用なの？」
　立ち上がった美空に向け、余計なお世話なのかも、と思いつつ、つい声を掛かける。
「……………………」
　蒼美空は、立ったまま頷いた。
「……………………行って、くる…………」
「え」
　灯璃が少し腰こしを浮うかし、その顔を見上げる。
「美空さん、どこ行くの？」
　美空は、その顔を真まっ直すぐ見て、口を開いた。
「……祭りの、本部テント」
「本部？」
「…………すぐ、帰ってくる。ここに」
　深く頷きつつ、言う。
「そ、そう」
「それじゃ、あの」
　透は、立ち上がった。
「お、おれも行くよ。人も多いし、一人だと危ないかもだし」
「む！」
　由宇が、最後のたこ焼きを口に突っ込み、声を上げる。
「わはひもひくほ」
「飲み込んでから喋しやべれ」
「私も行くぞ」
　飲み込んでから喋った。
　そして立ち上がって、こちらに近寄り、美空の顔を見上げる。
「何をしに行くのだ、本部テントに」
「…………………………………………」
「さっきの電話は、浅黄からか？　何の用だったのだ」
　美空は暫しばらく考える瞳ひとみになり、そして口を開いた。
「……………………灰人さん」
「灰人」
　透は、また復唱した。訃山院灰人。その名前に、少し緊きん張ちよう。
「灰人が、何を？」
　灰人も、同じく『欠片同盟』の一員だ。夏に一回、会った事もある。
「……………………灰人さんを…………保護、しておいてくれ……って」


「あっ！」
　本部テントの中、椅い子すに座すわっていた少年が、こちらを見て声を上げる。
「来てくれたの？　ねぇっありがとうっぼくはここでっ」
　少年は美空の顔を見て、ぱあっと、まさに『ぱあっ』という感じの笑えみを浮かべた。
「あ、あの、ぼく、悪いかもと思ったけど、あの」
　安心したように、そう、まさに、人ごみの中でやっと知ってる人を見つけた幼い子供のように、一気に雪崩なだれのように喋りだす。
「だから、えっと、ぼく、その」
　ぱたぱたぱた。と音が鳴りそうな勢いで、真っ直ぐこちらに向かってくる。
「あ、あの、ここの人たちにも、放送してもらって」
　灰色の短い頭とう髪はつ、男というより、中性的で幼い顔立ち。声変わり前のような、高い声。そして、眉み間けんにはまり込んだ灰色の異形、『宝石』。『欠片』である事の証あかし。
　子供のように純じゆ粋んすいな少年が、曇くもりの一つない瞳で、こちらの顔を見上げて……
　って。
「な」
　透は、突つっ立たったまま、平へい坦たんな声を出した。
「な、あの、えっとおにいちゃん、ぼくの事、知ってる……の？」
　お兄ちゃん、て。
「…………何やってんだ……お前…………」
「え」
『お前』と呼ばれて、少年が、ビクッ、とその足を止める。
「あ…………」
　まるで、不意に怒おこられた、子犬みたいに、
「あの…………ぼく……」
　その潤うるんだ瞳が、まるでそこに物理的な壁かべがあったかのように、悲ひ哀あいに染まる。
「おい。…………」
　由宇も、遠えん慮りよがちに呟つぶやいた。
「……泣かしたぞ。透」
「い、いや……すまん」
「………………………………………………………………」
　美空は、無言だった。


「ちょっとっこの子誰だれっこの子何っちょっとああああ可愛かわいいいいいいいいいいいいいい」
「あ、あのっ灯璃さんっ無む茶ちやしないでくださいっこの人はそのっ灰人さんって言ってっ」
　止める愛華を全く意に介かいさず、灯璃は少年に向かって絶ぜつ叫きようする。
「ああああああああああああああ灰人ちゃんって言うのそうなのねっ美空さんっこの子どっから拾ってきたのっ落とし主は誰っ」
「……………………保護、してきた…………」
「ああああああああああ保護されてるううううううう灰人ちゃん保護されてるうううう」
「や、やめて……あの、お姉ちゃん、やめて……」
「ああああああああああお姉ちゃんって言ってるうううううあああそうだええと灰人ちゃんなんか食べる？　綿わた菓が子しとか好き？　ねえ？」
「…………好き」
「ぎゃああああああああああああよっしゃお姉ちゃんが買ってきてあげるからちょっと」
「ちょっと灯璃！　おいアンタさっきもう金なくなったから使わないって」
「おい七尾。そっとしとけもう手て遅おくれだ」
　鳥羽は、完全に部外者を決め込んでいる。
「あああああああああああああ」
「止めろー！　おい、鳥羽！　灯璃を止めろー！」
「無理」
「だからですねっ灯璃さんっ。この人はですね、訃山院灰人さんって言ってっ。
　あ、あの、灰人さんちょっとあの私愛華ですけどっ思い出せないんですか！」
「…………ご、ごめんなさい…………」
「あああああ灰人ちゃんうつむいて謝あやまってるうううううがああああああああああああ」
「灯璃が壊こわれたー！」
　灯璃を押さえて叫さけぶ七尾を遠くに見つつ、透は、口を開いた。
「…………何、やってんだ……」
　休きゆ憩うけ所いじよの片かた隅すみ、少年は好き勝手に弄いじられている。そしてそれを連れてきた三人、つまり、自分、由宇、美空の三人が、それを少し離はなれた所から見ている状じよう況きよう。
「おい。透」
　横に座る由宇が、同じく呟いた。
「アイツは、何をやっているんだ」
「おれが知るか」
　そんな事、こっちが聞きたい。心の中で思う。
　思って、もう一度、灰人を……少年の方を、見る。
「ね？　灰人ちゃん？　綿わた菓が子し美味しい？　ねぇ？」
「…………おいしい……」
「があああああああああうわああああああああああああああ」
「正気に戻もどれー！　灯璃ー！」
「灰人さん！　ちょっと灰人さん綿菓子食べてる場合ですかあの愛華ですけどっ」
　……………………。
「八月に会った時は」
　由宇は、灰人を見たまま、言った。
「……アイツは、あんな風ではなかったぞ」
　そう。
　透は、夏の事を、少年に会った時の事を思い出した。
　灰人とは一回、実際会った事がある。お盆ぼんの頃ころ。
　あの時のアイツは……確か、もっとこう……不気味な雰ふん囲い気きだったのに。
「………………………………」
　美空も何だか、理解できていない様子。
「あ。そういえば美空さん」
　それに向けて、尋たずねてみる。
「………………………………なに？」
「さっきの電話、一体。保護、……って、何の事だったの？」
「……………………………………」
　美空は暫く黙だまり、そして、口を開いた。
「灰人さんは……」
「灰人は？」
「…………………………………………遭そう遇ぐう、した」
「……だ、誰に」
「………………………………」
　暫く間を空け、その口が単語を吐はく。
「…………………………………………『使徒』」
「え」
「『白い人』の……『白の使徒』に。遭遇した」
「使徒……」
「そして、記き憶おくを、食われた」


『白い人』とは、高質量の『欠片かけら』の一人であり、そして、『特とく殊しゆ犯罪対策室』最優先マークの『発はつ症しよ者うしや』である。彼の……といっても、男なのかどうか、それすらハッキリしていないが……の、その『人間離れした力』を使った行動は、完全に神しん出しゆ鬼つき没ぼつ。どこを移動し、どこに出現するのか、人間には、確かく認にんも予想もしようがない。そんな、存在。
『白い人』の行動理念は、たった一つ。自分の『宝石』を、人間に配り歩く事。
　高質量の『宝石』を持つ『白い人』は、自分の『破は片へん』を、人間に配っている。
　どういう基準で、どういう動機で、『配布対象』が決まるのか、それは完全に不明。
　ただ、『白い宝石』を受け取った人間は、または『白い宝石』を埋うめ込まれた動物は、その『宝石』の力によって『人間離れ』した存在へと、高質量の『破片』へと、変へん貌ぼうする。
『白い宝石』を受け取った、埋め込まれた存在には、総そう称しようして、
『白の使徒』と、名がついている。


　そして、その『白の使徒』と……
　透は、美空の瞳ひとみを見つつ、思い出す。
　自分は二度、戦った事がある。一回は、この子と一いつ緒しよに。
『白い宝石』の力を、その身に宿した人間。力を手にし、そしてそれを充じゆ分うぶんに、好き勝手に振ふるう連中。嫌いやなヒトどもだった。
　それが……それと同種の者が、またここに？
「『対策室』の本部から…………」
　決意を固めた視線で、美空は立ち上がった。
「灰人さんの迎むかえが、もうすぐ着くから、それまで……」
　固い決心の声とともに、ぐっ、と灰人の方を見る。
「…………保護、しておいて欲ほしい…………って」
「あ、あの、美空さん」
　透は、それに向け、思わず、声を掛かける。
　なんか、この子、物もの凄すごく意を決しているような。
「あ、あの、どこへ」
「わたし…………保護、する」
「あ、あの、美空さん、ひょっとしたら、もうちょっと気楽にした方が」
「わたし………………………………」
　美空が、灯璃に向けて動き出した。


「ああああああああああ止めないでっ七尾っ私コレ持って帰るからっ止めないでえええ」
「こらー！　それはマジ犯罪だからやめろー！」
「……………………」
　美空は、灯璃と灰人の間に、す…………と割って入った。
「あっ何するのっ美空さんっちょっとそこどいてっこの子は私がっ」
「……………………」
「む？　やる気ね？　やるかっこのー」
　灯璃は美空に向け、ばばばばばと音が鳴りそうなシャドーボクシングをしてみせる。
「わたし…………保護…………」
　美空はそれに応じ、無音無拍子で静かに動く。
「あっちょっと待ってくださいっ二人ともっ私し闘とう禁止ですっあのっ」
「あっ。いい事考えたっそうだっこういう時は二人でそれぞれ手を掴つかんで引っ張って」
「あっ。それいいですっ流石さすが七尾先せん輩ぱいっ江え戸ど時代のアレですねっ」
「おっけー。……じゃ、それで。美空さん？」
「……………………上等」
「灯璃さんっ美空さんっ睨にらみ合わないでねぇっ七尾先輩マジ怖こわいっこの二人怖いですっ」
「そして実はこれは大おお岡おか越えち前ぜんという偉い人じんによって考え出された『いかに子供の事を思っているか競争』で、力比べに見せかけて実は先に手を放したほうが勝ちという素す晴ばらしい大岡裁きで」
「いたいー！　やめてー！」
「なんで二人とも全力で引っ張ってんのよっ大岡さんもビックリだよあんたらっ！」


「しかし、なあ……」
　女連中にアテられたのか、鳥羽はこっちに来た。美空と入れ替かわりの形。
　鳥羽が抜ぬけて美空が入り、向こうはいよいよヒートアップしている。
「何だよ、アイツは」
　鳥羽は言葉を続け、ヒートの中心にいる灰人の方を見る。
「さあ」
　透は、答えた。他ほかにどうとも言いようがない。
「ま……もうすぐ迎えの車、来るってさ」
「なんか、いいトコの坊ぼつちゃんとか、そんなんなのか？」
「……そんな感じ…………かな？」
　曖あい昧まいに頷うなずきつつ、瞳だけを動かして灰人の方を見る。
　灰色の美少年は、まだ女四人に弄られまくっている。
　灯璃と美空の綱つな引きの間で、形のいい眉まゆを顰ひそめ、本当に心底困り、泣き出しそうな顔。
「…………」
　……演技……には、とても、見えないが…………
「…………ん？」
　ふと、気付く。
「どうした」
　ジュースをすすっていた由宇が、ストローから口を離し、言った。
「分けてやらんぞ」
「いや……要いらない」
　その灰色の少年の額、異形の『宝石』の、少し上辺りに、
　白い針が、刺ささっている。
　目を凝こらして見なければ分からないような、薄うすい、小さな、白い針、
「ん？　どうした、透？」
「いや…………」
　鳥羽の言葉を聞き流し、考え込む。
『白い針』……どこかで、見たような…………
「ごめん」
　忘れた。透は、顔を上げた。
「ま、いいや」
「そうか」


　異様に早く、ほんの三分くらいで、パトカーは来た。中からにこやかな警察官二人が出てきて、そして、祭りの視線が集中する中、灰人を連れてゆく。
　一見、迷子を保護しに来た、近所のおまわりさんって感じだが……
　透は、遠くからそれを見つつ思う。
　パトカーの文字が『警視庁』だ。県警じゃない。本庁の人間。『対策室』の職員だ。
「ま……」
　鳥羽が、気楽に呟つぶやく。
「俺らには関係ない話、だけどな……」
「まあ、な」
　確かに、そうだ。同意して、夜空を見上げる。
　熱気の峠とうげは越こし、周囲の人ひと影かげは、徐じよ々じよに帰路につき始めている。
　夜空に、冬の星座。祭りの熱気が、冷たい夜空に拡散していく。
「もう…………秋も、終わりか…………」
「二学期も、あと少しだな」
　そう……自分達たちは、高校生だ。
　この世界の殆ほとんどの事に、関係ない。否いや応おうなく。
「高校二年生も、あと……四ヶ月、か」
「ああ」


　祭りのあとは、いつも、こんな感じだ。




　六時間後。
　東京、どこにでもあるビルの、ありふれた事務所の一角。
「…………」
　平へい凡ぼんなスチール製の事務机の上に、訃山院灰人は、死んだように突つっ伏ぷしている。
「灰人さん」
　少年の向かいの席に座すわる人物、少年の同どう僚りようである人物が、少年に声を掛けた。
「具合でも、悪いんですか」
　こちらの人物は、少年とは対照的に、かなり落ち着いた雰ふん囲い気きの女性。肩かたまでかかるくらいの金きん髪ぱつと、丸っこい顔のせいで、年ねん齢れいを判断するのは難しい。二は十た歳ちを超こえている童顔の女の人のようでもあるし、ひょっとしたら可愛かわいい中学生かもしれない。
　その眉み間けんには、少年と同じく、しかし色いろ違ちがいの、黄色の『宝石』が、はまり込んでいる。
「何が、あったんですか。十葉市へのお出かけは、どうでしたか」
「…………」
「黒くろ部べさんの立候補について、地元市長や会議所の連中と、色々やってたそうですが」
「…………」
「七尾の本家さん方のほうにも、顔を出してきたそうで」
「…………」
「あと、何やら、不幸な偶ぐう然ぜんの遭そう遇ぐうも、あったそうで」
「…………」
　机に突っ伏した少年、灰人は、女性、栗林浅黄の言葉に、反応しない。
「あら」
　少年の机の上に転がる『モノ』を発見し、浅黄は小さく声を出した。
「なんですか、これ」
　黒い長手てぶ袋くろに包まれた右手を伸のばし、『モノ』を摘つまみ上げ、眺ながめる。
『モノ』……少年の額に突き刺さっていた、『白い針』。
「……ああ、なるほど」
　浅黄は、頷いた。
　目を凝らして見なければ分からないような、薄い、小さな、白い針。
「これ……『ベルフェゴォル』ですね」
　浅黄は、笑え顔がおのまま、針を机の上に戻もどした。
「誰だれ？」
　突っ伏したままの少年から、地の底からのような声が響ひびく。
「……知ってる、ヤツ？」
「知ってるヤツです」
「教えろよ。誰だ」
「『誰ソレー？　お姉ちゃん、教えてよー』って言ったら、教えます」
「…………」
　灰人は、顔を起こし、浅黄の方を見た。
「あ、いえ、教えますよ。ええ」
　浅黄は、笑顔のまま、一歩引いた。
「『記き憶おく食い』ベルフェゴォル。
　……『煉獄ブルガトリオ』構成員七名のうち、一人ですね。ええ」
二章　日々、または侵略




　立冬の頃ころを過ぎ、冬至は一ヶ月後。日々、日はどんどん短くなる。道の脇わきには枯かれたススキが風に揺ゆれ、スーパーには早くもクリスマス電でんし飾よく用品が売られ始めた。秋の日々にもぼつぼつと冬の予兆が混じり始め、一雨ごとに気温は下がってゆく。
　秋も、終わりだ。
　透とおるは、部室の窓から外を見て、しみじみと思う。
　外は、雨。放課後は、雨。
　この雨で秋の残ざん滓しは止とどめを刺され、来年まで出てこないだろう。
　どばばばばばばばばばばばという絶え間ない雨音に、こつこつこつこつ、と水流が樋といを流れる音、べちゃべちゃべちゃ、と地面に吐はき出される音が小さく混じって響いてくる。何重奏かも分からない、それぞれの水の音。
　黒と白にマーブリングされた雨雲が天空を支配し、縦と斜ななめの水の線と、遠くに白く煙けぶる山やま影かげ。窓の外の景色は、完全に水の景色だ。殆ど葉を落とした校庭のイチョウの木越しに、傘かさを差して下校する女子生徒の一団が見える。
　十とつ葉は高校の衣ころ替もがえも終わり、生徒は全員冬服となった。白いブラウスに上からブレザーを羽織り、スカートの生き地じも心なしか厚くなっている感じ。
　冬が、もうすぐ、やってくる。
「はあ」
　息をついて、女子生徒の一団から目を逸そらす。
　水に濡ぬれたイチョウの葉が、また一枚、雨の中を舞まって落ちる。
「おい。透」
　黄色いイチョウの葉が水みず溜たまりに落ち、小さな波は紋もんが広がる。
「何を、見ている」
　後ろから、部室の中からの由ゆ宇うの声に、透は振ふり返った。
「いや……まあ、」
　窓を閉め、部室の中に目を向ける。
「雨だな、って」
　どばばばばばばばば……という雨音は、部室の中にも響いてくる。秋の雨は、長い。
「そうだな。雨だ」
　由宇は納なつ得とくした声になり、また視線を手元に……
　……その手に持っている、新品の赤い携けい帯たい電話に戻した。
「うん」
　頷うなずき返しつつ部室の中を横断し、さっきまで座っていたパイプ椅い子すに戻る。
　ここは、学園行事実行部の部室。無む秩ちつ序じよに置かれた長机と、本が乱雑に突っ込まれ並べられた本ほん棚だな、長机の傍そばには古びたパイプ椅子が置かれ、壁かべには柱時計、窓まど枠わくにはカレンダー。いつもの部室だ。
　そして、今日の部室在室者は八人。
　灯あか璃り、由宇、美み空く、愛あい華か、七なな尾お、鳥と羽ば、羽は幌ほろ、そして自分。部長以外の、全員だ。
　八人が部室に集まり、そして、別にやる事は無い。十一月の始めに体育祭が終わり、暫しばらくの間、部活も休きゆう憩けい期間。それぞれ、適当に部室へ来て適当に喋しやべっている程度の暇ひまな日々が続いている。
　本来、この期間は来年度に向けて新入部員の獲かく得とくに動き出す期間なのだが……
　しかし、今年はそれもない。すでに、そっちの方もアテがある。羽幌の彼女である中三の女子生徒。それが来年、友人数名と共に、入学と同時に入部してくれるそうだ。
　我わが部の来年も、まあ、安あん泰たい。という訳で……
「…………暇、だな」
　透は、呟きながら、パイプ椅子に座る。
「暇なら手伝えよ。透」
　部室の後部、無む秩ちつ序じよ本ほん棚だなの近くに座っていた鳥羽から、声がかかった。
　鳥羽と羽幌の二人は、部屋の後ろで本の整理。片かた隅すみに積み上げられた私物から要いらない物を廃はい棄きし、本棚に突っ込んでいく作業。
「…………この雑誌、殆どお前のだろうが。鳥羽」
　羽幌が、ビニール紐ひもを取り出しつつ、ボソッと言った。祭りの日はその中三彼女と遊びに行っていたこいつも、今日は部室の中にいる。
　その外見は、背が低く愛あい嬌きようのある顔立ちの鳥羽とは対照的に、どこかのコワモテ兄ちゃんのような雰囲気。しかし実はこれで結構ノリのいい奴やつだったりする。鳥羽とは仲がいい、いいコンビ。
「これも、お前のだろうが……」
　相変わらず口の中で篭こもったような低い声を出し、羽幌は積み上げられていた雑誌の一つを拾った。
「『月刊ソサエティ』……要るのか？　これ？」
「要らねー」
　鳥羽は、あっさりと首を振った。
「あれ？」
　部室の前方、古びたテレビにテレビゲームを接続していた七尾が顔を上げ、呟つぶやいた。
「要らねーのかよ。体育祭の頃、愛読してたじゃねーか。確か」
「俺も、もう十七歳さいだ」
　鳥羽は、不ふ機き嫌げんそうな声で答えた。
「もう要らん」
「おーおー鳥羽君。もう十七っすかー。ついに、彼女いない歴れき十七年かー」
「うるせえ」
「確か、その『月刊ソサエティ』によると、中高生の初恋人獲かく得とく平均は十四歳でしたっけ？　三年も遅おくれちゃあ、流石さすがになあ」
「うっせえ。要らん情報からは目を瞑つぶる。それが俺の生き方だ」
「さいですかー」
　何となく嬉うれしそうに茶ちや化かしつつ、七尾はゲーム機のコンセントを差し込む。
「うっし。セット完かん了りよう」
「何やってるんですか？　七尾先せん輩ぱい？」
　由宇の右横に立っていた愛華が、それに向けて声をかけた。
「ん？　これ？　ひーちゃんの寄付」
　テレビとゲーム機の電源を入れつつ、七尾は気楽に答える。
「貸してるだけだぞ」
　透は、それに向けて口を尖とがらせた。そう。寄付した訳じゃない。祭りの時、夜店で当たったゲーム機だ。家にあっても仕方ないので、こうして部室へと持ってきた。
「わーってるっての。こまけーな。ひーちゃんは。さて……」
　いそいそと自分の鞄かばんからゲームソフトを取り出し、セット。古びたテレビ画面に、無事、ゲームのオープニング画面が映し出される。
「うわ……今のゲームって、綺き麗れいな画面ねぇ」
　愛華と同じく由宇の横、左側にいた灯璃がそっちを見て、感動したように言った。
「あ！　しかも、このピンク色の丸いキャラクター、可愛かわいい！　何これ？」
「んーとね。兄貴の部屋からパクってきたゲームソフト」
　七尾は、ゲーム機にコントローラーを突っ込みながら答える。
「ステージの上でバトルして、下へ突つき落おとされたら負け。最後まで立っていた人の勝ち」
「…………………………………………」
　長机で読書をしていた美空が、声に反応し、少し顔を上げた。
「ん？　どうしたのみーちゃん？　このゲーム知ってるの？」
「…………………………………………いえ」
「そーか。……おい、誰だれか対戦しよーよ。四人まで出来るっぽいよー」
「あ。私やります。ほら。由宇ちゃんもやりましょうよ」
「ん……いや、私はもう少し、この機械の操作方法を学習して」
　由宇がさっきから弄いじっている携帯電話は、彼女が初めて手に入れた、個人用の電話だ。
　まだ買ってきたばかり、封ふうを切ったばかり、保護シートすら剥はがしていない。付いてきた分厚い説明書を片手に、灯璃、愛華の二人がかりの指導の下もと、操作を練習中。
「だからですね、そんなに熟読しなくても、やってるうちに何となく分かりますって」
「精密機械だから、下手な操作は誤作動に繋つながる」
　小さな機械を瞳ひとみに映し、その顔は真しん剣けんそのもの。
　こいつのこの顔は、ワクワクしている時の顔だ。透は、何となく確信した。
「……っと、これで……ふむ。この一連の動作で、通話か。よし」
「そうそう。それでお話が出来るの」
　左ひだり隣どなりの灯璃が、嬉しそうに頷く。
「で、ええと、番号の登録は……ええと、この機種だと、」
「後は私が自分で学習する」
　由宇は、説明書を捲めくって言った。
「初めの登録は、自分で考えてやる」
「えー！　由宇ちゃん、冷たいー！」
　言いながらも、自主性を重んじたのか灯璃は由宇から離はなれた。
「おっしゃ。愛華、灯璃、ゲームやろ。これで三人と……おい。男連中はどうするよ。あと一人、入れるぞ」
　由宇から離れた愛華と灯璃にコントローラーを渡わたしつつ、七尾は身体ごと振り返る。
「俺らは本の整理してんだよ。見たら分かるだろ」
「へいへい。ひーちゃんは？」
「いや……今はいいよ」
「そうっすか。ま、いーや」
　結局、女三人でゲーム開始。
「お。灯璃ちゃんは、ピンク玉キャラ使用っすか」
「ピンク玉、可愛いでしょ」
「またそれか……祭りの時もさ、アンタ、あの男の子弄りまくって」
「え…………あれ、男の子だったの？」
「灰はい人とさんは男ですよ！」
「あれ？　愛華ちゃん、知り合いなの？　あの子と」
「あ、いや…………まあ、少し」
　姦かしましい言い合いと共に、テレビ画面の中で騒さわがしいバトルが始まった。
「おい、透」
　説明書と携帯電話を弄りつつ、由宇は後ろ姿で声を出した。
「何だよ」
「お前の番号は、確かこれだったな」
　言い終わる前に、部室の隅すみ、皆みなの鞄が纏まとめて積み上げられてある場所から、篭った着信メロディが鳴り響ひびく。
「鳴った！」
　由宇は携帯電話を片手に、嬉しそうに振り返った。
「鳴ったぞ！」
　満面の笑えみを浮うかべつつ、小さな通信機械を手に掲かかげて高こう揚ようした声。
「おい、取れ。鳴っているぞ！」
「え、だって……」
「いいから、取れ！　ほれ」
「はいはい」
　透は立ち上がって自分の鞄を開け、携帯電話を取り出した。
　取り出された電話は、着信メロディと共に、画面に番号を表示している。
　通話ボタンを、押おす。
『もしもし！』
　由宇の声が、機械越ごしと直接、二箇か所しよから聞こえてきた。
『やった！』
　左手で電話を持ったまま、右手でガッツポーズ。凄すごく嬉しそうだ。
『繋がったぞ！』
　当たり前だ。
　けど……
「繋がったな」
　透は、電話越しに頷うなずいた。
『よし、ちょっと、そこで待っていろ！』
　椅い子すを蹴けるように立ち上がり、由宇はそのまま部室の外へと駆かけて行く。
「おい、どこへ……」
『いいから！　電話を切るなよ、このまま聞け！』
　どどどどどど、という元気のいい足音と共に、直接の声が遠ざかってゆく。
『おい！　聞こえるか？』
　でも、電話は声を届けている。
「聞こえる」
　透は、電話の向こうの由宇に向け、頷いた。
『そうか！』
　受話器の向こうで、頷く気配。
『これが私の番号だぞ！　お前の通信機に登録しておけよ！』
「わかった！」
『私も今から登録するからな！　ボタン一つで、どこででも繋がるのだ。凄いぞ』
「んー……」
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　テレビゲームを見つめたまま、七尾はこきっと肩かたを鳴らした。
「仲いいねぇ。アンタら」
　コントローラーを操作しつつ、ボソッと呟く。
「そりゃそうでしょ」
　灯璃がそれに向け、笑いかけた。ゲームから目を離して、余よ所そ見み。
「由宇ちゃん、幸せそうだし」
「アイツは、いつもあんな感じだよ」
　透は、携けい帯たい電話を操作しつつ、何となく言葉を返した。
「透も、そうよ」
「え」
　灯璃の言葉に、虚きよを衝つかれる。
　ふ、と指を止め、自分の表情を意識する。
「透、最近は本当に、明るくなったよ」
「ま、まあ……そう、だな」
　再び、指を動かしつつ、思う。
　……由宇がいると、おれは嬉しそう……なのだろうか？
　いや、勿もち論ろんそうだ。心の中で、深く肯こう定てい。
　由宇は、ずっと前から、おれにとっては大事な存在で……
　でも、
「いや、でもな、灯璃」
「由宇ちゃんは、どんどん大きくなってるのよ」
「…………」
「もうすぐ、由宇ちゃんも十六歳さいよ」
　十六歳……か。
　おれと、同じ年ねん齢れいだ。
「むむ！　これは！」
　愛華が口を窄すぼめて、ゲームキャラを動かした。
「まずいです！　この流れは！」
　愛華の操作するキャラが、灯璃の操作するキャラにパンチを入れた。
「あっ愛華ちゃんっ不意打ちは卑怯っ」
「よそ見してるのが悪いんですー」


　どばどばどばどばどば。こつこつこつこつこつ。
　雨の音と水の音は、変わらず響いている。
「さて……」
　意味もなくつぶやき、透は、また立ち上がった。
　そのまま、動物園のゴリラみたいな動きで、部室をうろつく。
「ところでさー愛華ちゃん。今日の授業、どうだった？」
　七尾が、ゲームをしながら、何となく口を開く。
「あ。体育が雨で中止です。視しち聴よう覚かく室でＤＶＤ見てました」
「へー。かわいそー。暇ひまでしょそれ」
「俺は楽でいいと思うけどな」
　鳥羽が、作業しながら言った。
「女子の体操服も冬のジャージになっちまったし、面おも白しろくねえ。なあ透」
「なんでおれにその話を振ふる」
「お前、ブルマ好きだって言ってただろ」
「言ってないっ」
　個人的には、ニーソックスとの取り合わせが好きだ。
「あ、そう言えば、ですね」
　愛華がコントローラーを操作しながら、息をするついでにという感じで口を開いた。
「最近私、なんか変な夢をよく見るんですよー」
　ゲームをしながら、昨日見た夢の話。なんてダラけた空間なんだ。
「へー？」
　しかし、灯璃はその話に興味を示したらしい。ふっと手を止め、そちらを見る。
「どんな夢、見るの？」
「いえ、あの、……どんな夢かは思い出せないんですけど、何だか妙みようにリアルな」
「何じゃそりゃ」
　七尾が呆あきれた声を出した。
「あ、でも私も最近そんなの見るのよ。……たまに、だけど」
　灯璃が、フォローのように追加する。
「なんだか、ええと、砂すな浜はま……？　島？　みたいな。なんか見覚えのある場所にいて……んで、……見ると、なんか妙に心に残るのよね。その夢」
「何言ってんだよ灯璃まで。わけわかんねえ」
「……………………わたし」
　美空も、顔を上げた。
「あ。ほら。みーちゃんも言ってやって。このわけわかんねー二人に」
「…………わたしも…………それ、見る」
「は？」
「あれ？　美空さんも？」
　まさかの援えん軍ぐん。灯璃は、声を出した。
「わたし……………………島に、いて……」
「また島？　アンタらどんだけ海好きなんだよ。夏に行っただろうが」
「わたし…………怖こわかった…………」
「は？」
　七尾は振り返り、美空の顔を見た。
「なにか……誰だれかが、……………………何かの準備をしている、みたいで」
「ちょっと何言ってんのみーちゃん。薄うす気き味みわりーよ」
「………………………………」
「ま。いーや。他人の見た夢の話なんて、どーでもいいや。……あ。知ってる？　嫌いやな夢見た後ってさー。なんかいい事あるらしいよー。今朝テレビでやってたよ。うん」


　ざざざざざざざざざざざ、という雨の音と、雑誌を束ね整理していく音、ボリュームを絞しぼった、しかし充じゆう分ぶん派手なテレビゲームのＢＧＭ。携帯電話のボタンを弄いじる音と、説明書を捲めくる音。本のページを捲る音。時折、思い出したように誰かが何か喋しやべり、そして誰かが答える。浮かび、そして跡あと形かたも無く消えてゆく会話。
　騒さわがしく、そして静かな、なんでもない空間。ま、こんな日もある。
「……………………」
　その中、相変わらず動物園のゴリラのように動き回っていた透は、足を止めた。
「………………………………」
　美空は、読書を再開。蒼あおい瞳ひとみが、本の文字を読んでいる。
「…………」
　声を掛かけたら……やっぱり、悪いかな。
「……………………………………………………なに？」
　蒼い瞳が、こっちを見た。向こうから、声がかかってきた。
「あ、いやその」
　一いつし瞬ゆん戸と惑まどって、立ったまま返事。特に、用事は無いんだけど。ええと。
「その本さ……最新刊、だよね」
「………………………………うん」
　持っていた本を、すっ……と持ち上げ、本の背表紙をこちらに見せる。
「あ、それって」
　透は声を出した。知っているタイトル。
　夏に貸した本の続刊だ。確か、それで最終巻。もう発売していたのか。
「昨日、発売……………………」
「そうか。気付かなかった……どんな内容？」
　確かその本、六巻まではかなり平和な、ほのぼの学園モノだった筈はずだけど。
「……………………」
　美空は、黙だまった。
「あ、いや、ネタバレとかじゃなくて、その、軽いあらすじとか」
「……………………世界の」
「へ？」
「望みが、叶かなう」
「のぞ……？」
「……『そいつ』の、恐おそるべき能力によって」
「い、いや。別にもういいよ」
　この件は、あまり突っ込んではいけないような気がする。危ない危ない。
「あ」
　本から目を離はなし、そのついでに窓の外を見て、発見。
　雨の中、傘かさをさしつつ、旧校舎へと、部室へと近寄ってくる一人の男子生徒。
　知ってる顔だ。長身ハンサムの、パリッとした三年生……
「部長だ」
「お」
　鳥羽が雑誌を放ほうり出し、立ち上がった。
「おい。七尾。部長のお越こしだぞ。ゲーム止めろ」
「ん。ちょっと待って。もう少しで私の勝利が確定……ぎゃー！」
　近寄っていった鳥羽は、いきなりゲーム機のコードを引ひっこ抜ぬいた。
「何すんだー」
「三年生は滅めつ多たに来れないんだ。ちゃんと出で迎むかえろ」
「うがー！」
　吠ほえる七尾を無視し、鳥羽は窓まど枠わくにかけられたカレンダーを見、しみじみと頷うなずく。
「そうか……そういや、昨日だったな」
「何がだよ」
　羽幌が手を止め、振り返る。
「大学の推すい薦せん入試、さ」
　鳥羽は偉えらそうに腕うでを組みつつ、返事した。
「部長、昨日大学入試だったんだ」
「ああ……そうか」
　透は、頷いた。十一月も、終しゆ盤うばん。三年生は、部長は、進路決定の季節。
　部長の希望進路は実家事務所の跡あと継つぎで、その為ための資格を取るべく大学進学志望。昨日行われた私大の推薦入試を滑すべり止どめに、本命は国公立らしい。
　本番、年明けのセンター試験まで、あと二ヶ月足らず。
「今回の結果、どうだったんだか」
　七尾が、テレビの電源を消しながら呟つぶやいた。
「まだ分からんな。正直な所」
　ガラッと戸が開き、部長が声と共に部屋に入ってきた。
「自分では出来たつもりなのだがな。やはり、確信には程ほど遠とおい」
　後ろ手で戸を閉めつつ、難しい声で言う。
「だったら、通ってますよ。きっと」
　それに向け、透は、わざと気楽に言った。この人の成績は、いつも学年トップクラスをキープしていた。『いつも通り』やったんなら、ちゃんと合格しているだろう。
「だと、いいのだがな。結果は一週間後だ」
　頷きつつ濡ぬれた傘を入り口に置き、空いていたパイプ椅い子すに座すわった。そのまま鞄かばんを長机の上に置き、中から参考書を取り出して、そして、思い出したように軽く呟く。
「あ、いや、ゲームは続けてくれよ。気は散らん」
『気は散らん』とか、あっさり断言できるのが、この人の凄すごい所だ。
「それじゃまあ、お言葉に甘あまえまして」
　七尾はおどけた口調で、再びゲーム機のスイッチを入れた。
「ほれ、灯璃、愛華。続きやるぞー。三年生は一人でそっとしとけー」
　全然気を遣つかっていないフリをして、その実、気を遣った行動。
　こういう所が、コイツの凄い所だ。透は、そう思っている。
「そろそろ……」
　長机の上に参考書を開きながら、部長は呟いた。
「交代の季節、だな」
　交代。何が。聞き返さなくても、分かる。
「そうですね」
　鳥羽が頷いた。
「もう、そんな時季ですか。早いモンですよ」
　そう、そろそろ、部長交代の季節だ。三年生は引退、二年生が部長に。
「ああ。……頼たのむぞ。鳥羽」
「分かりました」
　即そく座ざに、断言。コイツも、凄い。
　ウチの部員って、結構凄いヤツばかりだ。透は思った。身内贔びい屓きかもしれないけど。
「そうか。では、明日にでも部長交代の書類を」
「いえ、俺が作っておきます」
「そうか」
　短く呟き、また参考書に視線を戻もどす。
「ま、一年間頑がん張ばってくれ。鳥羽」
「分かりました」
　身内贔屓かもしれないけど。透は、思った。
　この部活に入って、本当によかった。


　どばばばばばばばば。ざざざざざざざざ。ごぼぼぼぼぼぼぼ。
　雨の音は、鳴なり止やまない。今日は一日雨だろう。
「なんかこう、さー」
　のんびりとした騒がしい静せい寂じやくの中、コントローラーを操作しながら、七尾が呟いた。
「平和よねー……本当」
「『無事是名馬』だ。平和が一番だぞ」
「そりゃまあ、そうでしょーけどね。あー。……もう十二月、か」
　コントローラーを右手に、左手で、ん……と、片手で伸のびをする。
「なんかこう……ガツンとした事件とか、起きないモンかなー？」
「事件って何だよ」
　鳥羽が、即座にツッコミを入れた。
「なんかこう……ほら、邪じや悪あくの七騎き士し団だんが学園に攻せめてくるとか」
「アホか」
「私たちがうまいこと追おい払はらって、めでたしめでたし、みたいな」
「部長が困るだろうが。センター試験どうすんだ」
「現実的な反論してんじゃねーよ」
「…………」
「あ、あの」
　その横で、同じくコントローラーを触さわっていた愛華が、珍めずらしく、遠えん慮りよがちに口を開いた。
「何？　愛華」
「あの……『邪悪』で、思い出したんですが」
「どうしたの？　愛華ちゃん」
　灯璃がコントローラを握にぎったまま、愛華の顔を見た。
「皆みなさん……」
　愛華は、ゲーム画面を見たまま、さりげなく……わざとらしくさり気なく、口を開く。
「……ええと…………『必要悪』って、どう思います？」
「へ？」
　透は、愛華の顔を見た。
「あ、すいません。あの」
　愛華は、慌あわてたようにゲーム画面を見た。目を逸そらすように。
　……さっきの、夢だなんだの話の時とは、明らかに違ちがう感じ。
「ちょっと、暇ひまつぶしの話題なんですけど。何となく、今、ふっと浮うかんで」
『必要悪』。暇つぶしにしちゃあ、えらく重い単語だ。
「ちょっと、浮かんだだけです。大した意味は、ないんですけど」
　本当にそうなら、わざわざこんな事を口に出して言ったりしない。
「えっと……例えば、ですね」
　愛華は、ゲーム画面を見たまま、コントローラーを操作したまま、言葉を続ける。
「例えば、警察とかがですね。悪い人を捕つかまえる為に、その……ちょっと、あんまり、正義とは言えない行こう為いを、仕方なく、してしまう事って、あったりしますよね？　ええと、ほら。ドラマとかの話なんですけど。その事って……皆さん、どう思いますか？」
　透は、そっと、瞬まばたきをした。
　何だか……やけに、具体的な例え話。
「必要悪って言うくらいだから、必要なんじゃねーの」
「おい鳥羽。テキトーな事言うなっつってるだろ」
「んな事言われてもなあ。俺、学生だし。警察官や自衛隊じゃねえし」
「そういうアニメがあったな……主人公のロボのせいで、友とも達だちの妹が死んじゃうとか」
「またアニメかよ。羽幌」
「結局、その主人公と友達は和解するんだけど」
「アニメで人生を語るな」
「んー」
　灯璃は、コントローラーから手を放し、少し考えて言った。
「その……ドラマの話だけど。……そういう人はさ、その辺の事は、分かって、覚かく悟ごしてやってると思う。それは、多分、部外者がどうこう言っていい話じゃないよ」
「成なる程ほど……」
　愛華は頷き、そして、今度はこっちを見る。
「透さんは、どうですか？　どう思います？」
「ん」
　さっきと同じ、息をするついでの暇つぶし話題……に見せかけて、結構深刻に引っ張っている。何か、思うところでも、あったんだろうか。
　まあ…………いいや。透は、口を開いた。
　とりあえず、自分の意見だ。素す直なおに、答えてみよう。
「要いる……と、思う」
「要りますか」
「そりゃ…………まあ」
　どうしようもない悪人ってのは、いる。それは、もう、絶対だ。
　全すべての者に対する、完全な善意の信しん頼らい。確かにそれは理想的だけど、それは理想だけだ。
　だから……たぶん、どこかで、誰だれかが、それをやらなければならない。
「要る」
　透は、断言した。
「む」
　由宇は、携けい帯たい電話から目を離はなし、少し振ふり返った。
「私は、透と同じ意見だぞ」
「…………難しいな」
　部長は、参考書のページを見ながら言った。
「私は……面おも白しろくもない意見だが、状じよう況きよう次し第だい、と言うしかないな。私自身はそういった場面の経験は無いし、例え話をするにしても事例自体がごまんとある。画一的に定義づけたところで、適用されない例はいくらもあるだろう」
「………………………………わたしは」
　美空が珍しく、自分から口を開いた。
「…………………………………………迷って、る…………」
「あっ」
　灯璃は、感かん嘆たんしたようにそっちを見る。
「それ、結構核かく心しん突ついてるかもね。美空さん」
「……………………………………………………………………………………？」
「そう…………ですね」
　愛華は、また、コントローラーを握った。
「そうかも……ですね」
「ま、そんな感じなんじゃないの？　皆」
　七尾が、わざとらしい欠伸あくびと共に言う。
「そうですか…………あ！
　そう言えばですね。このゲームなんですけど、なんでも、ここに隠かくしキャラが」
「え？　本当？　愛華ちゃん。ピンク玉以外にも可愛かわいいのいるかな」
「まだこれ以上に隠しキャラがいんのかよ。何人キャラいるんだよこれ」
「おい。お前ら」
　由宇が身体ごと振り返り、ゲーム組を見下ろした。
「何だ。今の流れは。なぜ、そこであっさり話を変える。まだ、何の結論も出ていないぞ」
「あー……」
　透はそれに向け、声を掛かけた。
「そんな感じで、いいんだよ」
「意味が分からんぞ」
「あ…………いや、その、な」
　透は、言葉を選びつつ、由宇の許もとへと近寄る。
「ええと……こういうのは、な」
　愛華は今、多分、何かに悩なやんでいる。
　そして……それは多分、ここでは、皆の前では、言いにくい内容だ。『何があったの？　今ここで、皆の前で全部話してよ』なんて突っ込まれたら、困ってしまう内容の悩みだ。
　でも、皆には相談したい。皆には話を聞いて欲ほしい。だから愛華はこうして、雑談の形で皆に相談したんだ。そして、皆は、雑談の中で、それに答えた。
　その意見を参考に、皆の存在を励はげみに、愛華は自分で答えを出す。いきなり話題を変えたのは、彼女のその意思表示だ。
「ええと……こういうのはさ、結論を出すのが、目的じゃないんだ」
　ここは、今は、皆で議論を重ねて真実を追究したり、全員で絶対的な正義を導き出したりする場所じゃない。愛華は、だからこそ、ああいう形で気楽に相談できて……
　そして皆は、これまでの付き合いで『そういう感じ』を、分かっていた。
　だから、あの話はあれで終わりだ。
「…………むう」
　ちょっと納なつ得とくできない顔ながら、由宇は一応頷うなずいた。
「何かあるんなら、遠慮なく言えよ」
「そうよ。『ドラマの話』でも、いいからさ。ね。愛華ちゃん」
　七尾と灯璃は、ゲーム画面を見ながら気軽に言った。
「ありがとうございます」
「…………分からん」
　由宇は七尾と灯璃、そして礼を言う愛華を見つつ、首を捻ひねった。
「簡単だって」
　透は、それに向けて、声を掛ける。


　とある雨の日は、こうして、過ぎてゆく。


　壁かべにかけられた柱時計が、ぼわーん、ぼわーん……と、五つ鳴り響ひびいたのをきっかけに、皆、何となく帰り支じ度たくを始めた。まだ何とか外は明るいが、秋の日はつるべ落とし。あっという間に暗くなってしまうだろう。
　透は部室の戸を閉め、鍵かぎを鞄かばんの中に入れた。そのまま、傘かさを差して校門を出、夕暮れの雨の中を、下校してゆく。歩きながら、部室でのたわいもない話の続き。進むにつれ、それぞれの家の方角へと別れ、人数がどんどん少なくなってゆく。
　その半ば、面子がちょうど半分の人数になった頃ころ、愛華が口を開いた。
「再来週の土日……ですね」
「ん？」
　小学生みたいな赤い傘を差している由宇が、傘かさ越ごしに愛華の方を見上げた。
「何がだ、愛華」
　今、残っている面子は五人。由宇、愛華、そして灯璃、美空、自分。透は確かく認にんした。
　そう、奇くしくも全員、『宝石』の関係者だ。
「ええと……期末の、合宿です」
「ああ」
　思い出し、頷く。体育祭の時、騎き馬ば戦せんの寸前に灯璃と約束した『年末の合宿』。
　その時は勢いだけで言い出したのだが、その後皆みなの中の話となって現実性を帯び始め、そしてつい先日、実際に行く事が確定した。
　最初の計画では期末テスト直前、三週間後の土日の予定だったのだが、その日は灯璃の都合が悪いらしく、それで一週間早まった。再来週の土日、一泊ぱく二日だ。
　場所は、ここから車で半時間くらいのところにある、山中のコテージ。鳥羽の父親が会員権を持っている、ゴルフ場の宿しゆ泊くは施くし設せつの一つだとか。
　計画当初は『期末試験対策』という名目だったが、そっちの方は早くも薄うすれ始めてきている。要するに、皆で集まって、遊ぶだけだ。
「楽しみ、ですよね」
　自分で確認するように、愛華は言う。
　なんとなく……透は、その顔を見て、思った。
　何となく、笑え顔がおが、硬かたいような。
　ひょっとして、その『悩み』は、結構、深いんだろうか。
「愛華ちゃん」
　灯璃が、その笑顔に向け、口を開く。
「愛華ちゃんも、来られるんだよね？　合宿」
「あ、勿もち論ろんですよ。私……」
　愛華は、灯璃から少し視線を逸そらし…………そして、戻もどした。
「あ、すいません。ひょっとして私、心配かけましたよね？」
「いや、そんな事は無いけど」
「今日、妙みような事言い出しましたもんね。……あの、ちょっとですね、ちょっと、考える事というか、個人的に衝しよ撃うげ的きてきな事がありまして、それでちょっと悩んでた、って言うか」
「おい愛華、前置きが長グぷっ」
　口を挟はさもうとした由宇の口を、透は塞ふさいだ。
「何？」
　灯璃は、愛華の顔を真まっ直すぐ見て、言った。
「ん……ええと、ですね」
　言葉を選ぶように、一言一言、区切って言う。
「あ。『悩んでた』ですよ。過去形です。皆に話したら、すっきりしました。
　あの、だから、これは単なる過去の報告なんです。ええと、」
「おい愛華。前置きが長っムプッ」
　透は、由宇の口を押おさえた。
「ええと……昨日、なんか知らない人に『白薔ば薇らの封ふう筒とう』を貰もらって、それで、それがちょっと嫌いやな内容で、それで、昨日の夜一人で考えちゃって」
「…………」
　美空は、いつもと同じように、黙だまっている。
「その…………ええと」
　愛華は、全員の顔を見回して、決意したように言った。
「皆さん、『煉獄ブルガトリオ』って、ご存知ですか？」




「『煉獄』の『ベルフェゴォル』？」
　いつもの事務所、いつもの事務机に座すわったまま、訃ふ山ざん院いん灰人は、声を出した。
「そうです」
　向かいに座る女性、栗くり林ばや浅しあ黄さぎは、微笑ほほえんだまま頷く。
　そのまま立ち上がり、事務所の奥おくにある棚たなへと歩いていく。
「ふん」
　灰人はその背に向け、椅い子すに座ったまま鼻を鳴らした。
「ダンテの『神曲』か。カッコ悪いモチーフだね」
「カッコ悪いですか」
　浅黄は、棚の戸を開けつつ振ふり返る。
「西洋宗教は、若者受けしますよ。カタカナ名前は根強い人気です」
「オリジナリティがないんだよ」
「既き存そん権けん威いの再利用ってやつです」
「『神聖七騎き士し団だん』とでも名乗ればいいのに」
「それはかなりキツいかと」
　言いつつ、棚から一冊のファイルを取り出し、少年の方へと押し付ける。
「…………ふむ」
　少年は、ファイルを開いた。
「こいつか」
　記き載さいされている人物を見て軽く呟つぶやき、顔を上げる。
「そいつです」
「何者だよ」
「『発はつ症しよ者うしや』です」
　浅黄は、笑ったまま言った。
「私たちに、逆らう人たちですよ」
「へえ」
「八月の、末に」
　言いながら、再び自分の椅子に座る。
「私が壊かい滅めつさせた、関西の発症者連合。本人達たちは『煉獄』と呼んでいました。
　……『ベルフェゴォル』は、その七人の構成員の、一人です」
「ああ…………そう言えば」
　少年の瞳ひとみが、ファイルの文字を追ってゆく。
「君その頃、出張してたねえ。なんか、関西で発生した『発症者連合』を、潰つぶしに。
　……部下は逃にがしちゃったとか、言ってたっけ」
「あまり派手に力を発揮すると、『対策室』に……『あのおっさん』に、また警けい戒かいされますからね。『煉獄』の創始者、七人のボスの『ルシファー』だけを、処理しました。他ほかの六人は、オマケでしたし」
「オマケ……ねえ」
　少年の視線が、ファイルの一部で止まった。
「あ。こいつ……『希きし少よう種しゆ』か。へえ」
『宝石憑つき』には、低い可能性で、『希少種』と呼べるものを持つ者達が発生する。
『宝石』と融ゆう合ごうした事により、新たな感覚、新たな能力を、身に付けた個体。
　式しき津づ愛華も、その一人。愛華には、近くにいる『宝石』の存在を、感知する能力がある。
「ああ、そうでしたっけ」
「忘れんなよ。君、コイツとも会ったんだろ？」
「私は『ルシファー』を排はい除じよしてきただけです。組織壊滅には、それで充じゆ分うぶんでしたから」
「他のオマケも、処理しとけばよかったんだ。ついでに」
「『ベルフェゴォル』は、仲間内で『記き憶おく食い』と、呼ばれていました」
「へえ。二ツ名、ってヤツ？」
　少年は、ファイルを閉じた。
「粋いきな事するなあ。ぼくらもさ、そういうのを少し考えてもいいんじゃないかな」
「『ベルフェゴォル』の持つ『能力』の正体は、」
「やっぱり広報ってのはさ、パッと見のキャッチコピーも大事なんだよ」
「その能力の正体は、」
「例えば君なんか、そうだな『魔ま王おうの片かた腕うで』とか」
「その能力の正体は、彼が作る『針』です」
「完全に無視してるね？」
「彼は、自分の持つ『宝石』の一部を使って『針』を作り、それを対象者に挿そう入にゆうします。
『針』は、『針』内部の情報処理で対象者の精神活動に強制干かん渉しようし、一時的な記憶障害を引き起こします。つまり、あなたの、あの状態ですね」
「うるさいよ」
「紫し暮ぐれさんの作った『制限回路』の、酷ひどく乱暴なバージョンですね」
『制限回路』は、『宝石』用のコマンドプログラム。情報器官『宝石』の中で、まさに、コンピューターのプログラムみたいに作動し、その情報処理を一定方向に制せい御ぎよする。宝石憑きの『人間離ばなれした力』を、『人間並みの力』へ。
「彼の『針』は、それをもっと乱暴、直接的に行うモノです。対象者がコンピューター本体、『針』が、ウィルス満まん載さいの外部記憶ファイルといった所ですか。
　……『針』を作るごとに自分の『宝石』は減り、『針』の効果自体も、精々半日です」
「ああ……半日、ね」
「あなたも、そのくらいで元に戻りましたね」
「うるさいよ」
「ずっとあのままなら良かったのに……
　ま、そんな訳でして。現実的には、大して役に立つ能力でもないです」
「でも、『希少種』なんだろ。珍めずらしいじゃないか。確保しとけばよかったのに。『発症者』だってんなら、隔かく離りの大義名分も出来るし。紫暮、喜ぶよ」
「あなたと紫暮さんは、『希少種』……『能力持ち』に、興味があるみたいですけど」
「ぼくは、個人的な興味だ。愛華ちゃんのはもう見たし、新しいのが見たい」
「透さんのは、不発でしたね」
「…………」
　灰人は、浅黄の顔を見た。
「……八月十五日に会った時、この目で見た時は、彼、『希少種』だったんだ。確かに」
「あなたがそう言うから、十月ごろ、十葉高校に潜せん入にゆ捜うそ査うさに行きましたけど」
「わざわざ高校の制服を着て」
「そうです。似合ってたでしょう？」
「ノーコメント」
「……彼の周りの人々も、彼自身も、何の変化も無かったですよ。そもそも、『希少種』の『能力』が発現し始めるのは、『宝石』と融合して、約二ヶ月後です。そして、透さんの融合時期は、四月二日。……今いま更さら発現なんか、しないですよ。計算があわないです」
「そうかなあ……見み間ま違ちがいなんか、しないと思うんだけど…………」
「妙な能力なんか当てにしても、世界は何も変わりませんよ」
「世界ってつまんないなあ」
「そんなもんです」
「ふん……まあいいや。それはもういい。今は、コイツの話だ」
　灰人は、ファイルを放ほうり出した。
「ベルフェゴォル君。……個人的に、ちょっとムカつく相手でもあるし」
「ムカつきましたか」
「この件は、年明け頃ごろに、決着をつける」
「可愛かわいかったのに」
「折せつ角かくだから、この機会に十葉市の掃そう除じもやっておく」
「もう一回くらい、刺さしてもらったらどうですか？」
「なんでそんな真ま面じ目めな顔で」




「これです」
　愛華は、鞄かばんの中から、封ふう筒とうを取り出した。
　真っ白の薔薇が印刷された、純白の封筒……
『白薔薇の封筒』
「ん？」
　透はそれを目に映し、一いつし瞬ゆん足を止め、考え込む。
　はて……どこかで、見たような。この封筒。
　そう……二週間か、そのくらい前……どこだっけ？
「あの、ですね」
　愛華の左手に摘つままれた、『白薔薇の封筒』。
　封ふうは、切られている。中身を見たのだろうか。
「昨日の夕方、この近くの本屋の前で、なんか……半仮面をつけてローブを着込んだ、変な仮装みたいな格好した男の人が、いきなり話しかけてきまして」
「あ！」
　愛華の言葉の途とち中ゆうで、つい叫さけぶ。
　そうだ。思い出した。祭りの前日。祭りの前日、自分もこの封筒を見た。この、『白薔ば薇らの封筒』を、貰もらった。裏通りの横断歩道で、まさに、その『変な男の人』に。
　確か、その時……そいつ、なんか、変な名前を名乗ってたような……
　カタカナで、六文字くらいで……外国のチョコみたいな……ええと、
　なんとかゴールとか……ええと。
「その、変な格好の男の人が、ですね、この『白薔薇の封筒』を」
　パフェゴール。……違ちがうな。
「私に渡わたしてきまして。で、」
　ベーコンロール。……なんか離れたぞ。ええと。
「名前を名乗って、消えたんですけど。その名前は、『ベル……」
　ベルフェ…………あ。
「ベルフェゴォルだ！」
　透は、思わず叫んだ。
「『煉獄』の、『ベルフェゴォル！』」
　あの変なヤツは、確かそう名乗った。
「え！」
　愛華は、心底驚おどろいたように目を見開いた。
「透さん、なんで名前知ってるんですか？」
「いや」
　愛華の手に摘まれた封筒を指差しつつ、言う。
「おれも以前、そいつに会った。そして、この封筒貰ったぞ」
　あの時……ベルフェゴォルと名乗った変なヤツは、呆あつ気けに取られるこちらの手に『白薔薇の封筒』……そう、まさに愛華が今持っているものと同じ物……を押おし付け、そして謎なぞめいた言葉を残して、消えていった。
「本当ですか！　これと同じ物を。透さんも！」
　愛華は、大きな声を出し、迫せまってくる。
「あ、ああ、貰った……よ」
　透は上半身を反らし、その姿勢のまま頷うなずいた。
「で！　な、中身は！」
　封の切られた『白薔薇の封筒』をこちらにずい、と示し、強く問とい質ただしてくる。
「中身の文書は、見たんですか？」
「え、ええと」
　仰のけ反ぞった姿勢で、苦心して下半身のバランスをとりつつ、思い出す。
　確かあの封筒、あの時、ポケットに突っ込んで……ええと。
　そう……そして、そのまま、
「ズボンと一いつ緒しよに、洗せん濯たくした」
「はあ？」
　愛華は、眉まゆを顰ひそめた。
「だから、捨てた」
「……何、やってんですか！」
　封筒を持った手を下ろし、呆あきれたように叫ぶ。
「だ、だって」
　なんか、怒おこられている。透は、おずおずと答えた。
「クシャクシャになったし」
「クシャクシャになった、じゃないですよ！」
「すいません」
　謝あやまっておこう。
「透を怒るな」
　由宇が、意味のないフォローを入れた。
「服にティッシュを入れたまま洗った経験くらい、お前にもあるだろう」
「ありますけどね！　お母さんに怒られましたけど！」
「ビリビリになった白いヤツが、飛び散るのよねー」
「………………………………………………………………飛び散る」
　灯璃と美空も、経験があるようだ。というか何だよこの生活感溢あふれる面子は。
「だって、ほら」
　透は、言い訳のように続ける。
「なんか、怪あやしい男だったし。ほら、変な宗教の勧かん誘ゆうかと思って」
「あ、いや、確かに、怪しかったですけど！　けど！」
「…………………………………………わたしも」
　美空が、小さく呟つぶやいた。
「え？」
　愛華が、今度はその顔を見る。
　視線を受けた蒼あおい瞳ひとみは一回瞬まばたきし、そして、再び声を出す。
「わたしも……………………会った。その人…………」
「本当ですか！」
　今日の愛華は、力が入っている。
「本当…………」
　美空は、頷いた。
「わたしも…………ベルフェゴォルさん、知ってる」
　さん付けした。ベルフェゴォルさん。物もの凄すごい違い和わ感かんだ。
「一週間前………………………………校舎裏で、見た」
　学校の幽ゆう霊れいみたいに言うな。
「この手紙も、貰ったんですか？　美空さんも、この『白薔薇の封筒』を、そいつに」
「…………………………………………もらった」
「それで？　ど、どうしたんですか？　それ」
「…………………………………………」
　無言で少し、考え込む。
「………………………………浅黄さんに、渡した…………」
「読まずに？」
「…………………………………………ええ」
　小さく、頷く。
「なんで？　なんで読まないんですか？」
「………………………………………………………………」
　長い間を空け、美空は、口を開いた。
「……その時は…………………………読みかけの本が…………」
「読みかけの本が！」
「あったから……」
「めんどくさかったんですね！　そうですね！」
　愛華、頭の血管切れるんじゃないだろうか。透は、他人事みたいに思った。
「…………」
　蒼い瞳は、愛華に不思議そうな色を向ける。
「…………あなたは」
「何ですか？」
「……読んだの？」
「そりゃまあ……読みましたよ」
「なぜ？」
「な、なぜ…………って」
　そういう質問は予想外だったらしい。愛華は口ごもった。
「そりゃ……文字が、そこにあったし」
　登山家じゃないんだから。
「文字なら、どこにでもある」
　蒼い瞳は、真まっ直すぐに愛華を見ている。
「そ、そうですけど」
「どこにでも、いくらでも。…………教科書にも、図書館にも、本屋にも、街中にも、コンピューターの中にも。…………全すべてを読むことなんて、出来ない。
　…………だから、わたしはわたしの本を読み、正体不明の手紙は、読まなかった」
「あ…………いや、」
「あなたは、何な故ぜ、その手紙を？　…………」
「え、ええと……」
　愛華が不利だ。なんか知らないけど、不利だ。
「いや、まあ、美空さんの意見も一理あるよ」
　灯璃が、纏まとめるように言う。
「あんまりさ、そういう怪しいビラとか、まともに受け取っちゃ駄だ目めよ。愛華ちゃん」
「あ、いやその、この文書は、そういうのじゃなくて……」
『白薔薇の封ふう筒とう』を掲かかげるその手が、じわじわとその高度を下げてゆく。
「見知らぬやつから渡された、正体不明の文書だろう。ビラでなくて、何だというのだ」
　由宇が、止とどめを刺さした。
「う」
　愛華は絶句し、
「そ、そうですけど……んむ、怪しげなビラ…………か」
　そして、『白薔薇の封筒』を摘つまんだ左手を、完全に下ろした。
「うー……ん。よし！」
　そのまま気合いを入れ、両手で封筒を掴つかんで、ぐっ、と力を入れる。
「捨てましょう！」
　びりっ！　封筒は、中身の紙ごと、あっさり真っ二つになった。
「そうですね。やっぱ、意味の分からないものに惑まどわされてちゃ、ダメですよね。うん！忘れた……っと！　よし、合宿行きましょう。再来週の土日ですよねー楽しみです」
「遊ゆう也やさんが、車を出してくれるらしいよ」
　透はそれに向け、確かく認にんするように言った。
「あ。そうなんですか？　遊也さんがまた。へー」
「相変わらず、あの男は暇ひまだな」
「暇な訳じゃないと思うんですけどねー。七尾先せん輩ぱいの家って、色々忙いそがしそうだし」
「ん？　七尾の家は忙しいのか？」
「そーですよー。先輩の家って、凄すごいんですよー。由宇ちゃん、知らなかったんですか？」
「知らん。初耳だ」
「そう言えば、由宇ちゃんと透って、七尾の家行ったこと無いんだっけ」
「私は、中学の時にお邪じや魔ましましたよ。緊きん張ちようしたですー」
　また、皆みなの足が動きだす。また、いつもの会話が始まる。
「楽しみですね、合宿」
　その中で、愛華は、笑いながら言った。
三章　合宿、または攻防




　車のドアが開くと、森の空気が一気になだれ込んできた。
「おお」
　感かん嘆たんの声を上げつつ、由ゆ宇うは真っ先に車から出る。
「何だか、匂においがするぞ」
　一歩外に出て大きく息を吸い込み、感想。
「スーパーの生せい鮮せん食品コーナーのような匂いだ」
「なんて感想だ」
　続いて出た透とおるは、その後ろから声を掛かけた。
　今日の由宇の服装は、緑と白の縞しま々しまタイツに赤のスカート、黒いＴシャツの上に長なが袖そでの上着、更さらにその上から薄うす手でのコート。もう十二月に入り、山中合宿という事もあって、かなりの重装備だ。
「しかしこの、水分を含ふくんだ冷たい感じは、まさにアレ」
「由宇ちゃん、こういう所は初めてなの？」
　助手席から出てきた灯あか璃りが、笑いながら言う。
「まあ……な」
　それに向け、透は頷うなずいた。そういえば八月、神かみ代しろ島しまへの旅行の時も山に登ったが、あそこはどちらかと言うと潮の香かおりがキツかった。こういう、周りは木以外何もない、まさに『森の中』は、コイツにとって初めての環かん境きようだ。
「神代岳だけとは、空気の感じが違ちがう」
　スーっ、ともう一度深呼吸。
「何だか、透とう明めいなものが鼻から口へ下りていく感じだ」
「なかなか、いい事を言いますね」
　最後に車を降りた愛あい華かが、同じく深呼吸しながら言う。
「じゃ、まず荷物を下ろそう。……遊ゆう也やさん、トランクお願いします」
「オーケーだ」
　運転席に座すわる七なな尾お遊也の声と共に、後ろのトランクが開いた。皆で、荷物を取り出す。
「とりあえず、全部運び入れよう」
　透は、トランクをバン、と音を立てて閉めつつ、目の前の一いつ軒けん家やを示した。
[image: 画像]
　目前にあるのは、古びた一軒のコテージ。今日と明日、一泊ぱく二日の勉強（遊び）合宿の舞ぶ台たいだ。丸太小屋みたいな外見で、入り口の横には『カナディアンロッジ』と書かれた、安っぽい木の看板が取り付けられている。
　この近くにあるゴルフ場と、それに併へい設せつされている保養所、その宿しゆ泊くは施くし設せつの一つだ。何でも、バブルの頃ころに採算を考えずに建てられた会員制リゾート地で、これからの需じゆ要ようを見み越こして会員権が高額で販はん売ばいされ、そして数年後、経営主体の会社ごとブッ潰つぶれたらしい。
　その後施設を引き取り後を引き継ついだ会社によって以前の会員権は有名無実にされ、その罪つみ滅ほろぼしか誤ご魔ま化かしなのか、かつての会員たちの家には年一回、無料宿泊券が届く。そんな感じの歴史。
　で、鳥と羽ばの父親が、その『かつての会員たち』の一人、という訳だ。
「ほほう」
　七尾遊也が、運転席の窓を開け、低く呟つぶやいた。
「なかなか、立派な一軒家ではないか」
　この人は、七尾の兄貴。大学二年生の二は十た歳ちで、車の免めん許きよも持っている。中ちゆ途うと半はん端ぱな俳優か勘かん違ちがいした独裁者みたいな顔と、適当なのかオシャレなのか微びみ妙ような感じのファッションセンス。車から顔を出す姿が、やけにサマになっている。
　普ふ通つうにしていれば、この人はかなり見た目はいい。
「ありがとうございます、遊也さん」
「うむ」
　遊也はこちらの言葉に深く頷き、そして、
「それでは！」
　決意するように、強い意思で呟く。
「第二陣じんの迎むかえに、行ってくる！」
「お願いします」
「ああ！」
　七尾家の車は五人乗り。残る面子は、近くの駅で待っている。
「迎えに行って来るとも！」
　普通にしていれば、かなり見た目はいい……のだが。
「ポニーテールの女子高生を、な！」
　この人は、いつも、普通にしていない。
「遊也さん」
　一応、義務だと思ったので突っ込んでみる。
「なんだね？」
「美み空くだけじゃなくて、他ほかにも三人いますから」
「いたかな？」
「鳥羽と羽は幌ほろと、そしてあなたの妹です」
「ああ、まあ、そんな人たちもいたかな」
　なんという扱あつかいの違いだ。
　車を見送り、鳥羽から預かっておいた鍵かぎでコテージの扉とびらを開く。丸太小屋外見の癖くせに、入り口は普通のドアだ。
「うおー！」
　戸が開くと同時に、由宇は爆ばく裂れつするような声を上げ、中へと飛び込んだ。
「おー！　コテージだ！」
「ちょっとテンション高すぎですよ由宇ちゃん！」
　由宇を追って駆かけ込んでゆく愛華、その後ろに続き、中へと入る。
「コテージだ！　本物だ！　本で読んだのと同じだ！」
「だから由宇ちゃん子供じゃないんだから大はしゃぎとか止めましょうって！」
　入った部屋は、西洋風のリビング。部屋の中央にはテーブルが置いてあり、その周りを囲むようにソファが並べてある。部屋の隅すみにはＤＶＤ再生機つきのテレビが鎮ちん座ざし、その横には二階への階段がある。階段はバルコニーのような開放構造となっており、リビングの天てん井じようは二階までの吹ふき抜ぬけ。かなり高い。
「おー！」
　由宇は感激の声と共に、個人用の荷物であるリュックサックを床ゆかへと放ほうり出した。そのまま、どたどたどたどた、という足音と共に、元気一いつ杯ぱい、階段を駆け上がってゆく。
「由宇ちゃん！」
　愛華は、リビングから階段へ向けて叫さけんだ。
「まず、荷物整理してからですよ！」
「おおおお！　丸太小屋だー！　テレビで見たのと同じだ！」
「聞いて下さい！　由宇ちゃん！」
　叫び声ごえと共に荷物を放り出し、ばたばたばたばた、という足音と共に由宇の後を追う。
「おー！　見ろ愛華！　二階にも部屋があるぞ！　ドアが二つある！」
「だから、まず荷物を……あ、本当だ！　意外と広いです！　この建物！」
「鍵は……かかってない！　開く！　おい、開くぞ二つとも！」
「な、中に入ってみましょう！」
　愛華も、由宇と同じくらいテンション高い。
「いやー」
　灯璃は笑いながら、ソファに座りこむ。
「結構、広いね」
「そうだな」
　ワクワクする気持ちも、分からんでもない。
　思いつつ、向かいのソファに座る。リビングの西側にはドアがあり、その奥おくが一階寝しん室しつ。そして東側は一面のガラス戸だ。カーテンも開きっぱなしになっていて、そのまま外が見える。景色は、森。窓まど際ぎわまで木の枝が迫せまり、本当に山の中だ。
「おいっまず左だっ。左の部屋に入るぞっ」
「うわ！　なんか黴かび臭くさいですっこの部屋かすかに黴の匂いがっ」
　二人の叫び声と、どたどたどた、ばたばたばた、という足音が、上から響ひびいてくる。
「ん…………」
　灯璃はそれを見上げて、少し唸うなった。
「ね、透」
　そして、視線を正面に……つまり、こちらの方に向ける。
「な、何だよ」
　ちょっと、緊きん張ちよう。
　由宇と愛華は上ではしゃいでて、……そして、第二陣が到とう着ちやくするまで、二十分くらい。
　それまで、ここで、二人きり……なんだろうか。
「あ、あの」
　今いま更さら、現状認にん識しき。
　そう言えば、灯璃と二人で喋しやべる事なんて、最近は、とんと機会がなくて……
　何を喋ったらいいんだ。ええと、その、
「今日は、いい天気になって、よかったよね」
　天気の話。ああオールマイティな話の種。
「そうね」
　灯璃は口の両りよ端うたんを上げ、笑った。
「天気予報だとさ、来週はまた雨らしいよ。日程変へん更こうして良かったね……って」
　そこまで喋って、思い出す。
「そういえば灯璃、来週、どっか行く用事あるんだよな？」
　確か、それで合宿が一週間早まったんだった。
「うん」
　灯璃は、笑った顔のまま頷いた。
　……どこへ、行くんだろう。その顔を正面で見つつ、透は思う。
　ひょっとして……個人的に、誰だれかの所に会いに行く……とか？
「いやいや」
　首を振ふって、無根こん拠きよの空想を頭から追い出す。
「どうしたの？　透」
「あ、いや別に」
「そう……」
　灯璃は少し口を閉じ、そして、開いた。
「……あのさ透、ちょっと話聞いてくれる？」
「え」
　話。なんだろう。何だよ一体。改まって。ちょっと緊張。
「こんな場所で言うのも、何だけど、さ」
　頭の中で色々と考える、こちらの思おも惑わくには勿もち論ろん気付くことなく、
　灯璃は、自分の荷物であるスポーツバッグの横ポケットに、手を突っ込んだ。
「これ見て。透」
　そして、そこから、何かを取り出す。
「……え？」
　思わず間ま抜ぬけな声を発し、透は、瞬まばたきをした。
　灯璃が取り出したのは、今、灯璃がその手に持っているのは、一通の封ふう筒とう。
　純白の薔ば薇らが印刷されている、大き目の封筒。
「え」
　再び、同じ音を口から吐はく。これ、どこかで……いや、覚えている。『白薔薇の封筒』。
「何、これ……？」
　何も考えず間抜けな質問をし、灯璃の顔を見る。
　顔を見たって、目の前の物は、灯璃の手の物は、変わらない。
『白薔薇の封筒』。あの時と、同じモノ。二週間前、愛華が持っていた封筒。
　確か……確かあの時、愛華はこれを破って捨てた筈はずなのに。なんで、またあるんだ。
　倒たおしたはずの怪かい人じんが、また、復活した。とっさに、そんな馬ば鹿かげた感想。
「いえ、これは、愛華ちゃんのじゃない」
　灯璃は、封筒を見たまま、首を振った。
「うわ！　この壁かべうすっ！　ちょっとこれほぼベニヤですよ何ですかこれ」
「本当か……うっ本当だっ！　本気でパンチしたら穴が開くぞ！」
「パンチしちゃダメです！」
「なんだこれは。ここで建設資金が尽つきたのか？」
　上から響く二人の声を聞きつつ、灯璃は言葉を続ける。
「これは、この封筒は、私が貰もらった物」
「貰った、って…………」
　透は、声を潜ひそめた。貰った？　誰に？
「……あいつに？」
「そう」
　灯璃は、こちらの顔を見つめたまま、深刻な顔で頷うなずいた。
「あの時、愛華ちゃんが言ってた、怪あやしげな男。……『ベルフェゴォル』」
「会ったのか……灯璃も」
「うん……昨日、買い物の帰りで一人になった時ね、いきなり出てきた」
　そう言えば、自分の時も、そうだった。透は思い出した。『ベルフェゴォル』は、こちらが一人になった時を狙ねらって、接せつ触しよくしてくる。自分の時はそうだった。愛華の時も、美空の時も、そうだったらしい。そして、灯璃も。
「まだ……十とつ葉は市にいたのか、あいつ」
　あの怪人は、まだ十葉市をウロウロして『白薔薇の封筒』を、配っているのか。
　……何の、ために？
「で……この中身ね」
　灯璃は、白い封筒を示し、言う。
　中身。怪人が配る、『白薔薇の封筒』の中身。
「中身、何だったんだ」
　愛華がそれを見て一晩悩なやんだ。その中身は。
　あの時は、掘ほり返かえすのもなんだと思って、結局その事は聞かなかったけど。
「あ！　窓から外が見えますよ！」
「お……あれは、知っているぞ！　テレビで見た！　ゴルフをする所だな！」
「あ。あっちに見えるのはクラブハウスですよ！」
「む。パンフレットで読んだぞ。明日、あの二階で岩がん盤ばん浴よくをするのだったな！」
　灯璃は、封筒をこちらに見せたまま、思い切ったように呟つぶやいた。
「中身はね、『対策室』の内部資料よ」
「対策室……？」
　その名前で呼ばれるものは、一つしかない。警備局特とく殊しゆ犯罪対策室。日本中に散らばった『宝石憑つき』の情報統制と、それの引き起こす犯罪行こう為いに対処する為ための警察部門。
「そう。『対策室』」
　灯璃は、頷いた。
「『対策室』の内部資料と、活動計画書。そのコピーよ」
　頷いて、真しん剣けんな顔のまま、言葉を続ける。
「……それも、ごく初期の。正確には、今年の四月二十三日に行われた、ある『発はつし症よう者しや対策計画』。それを証明する書類。多分、本物」
「四月……二十三日？」
　日付に一いつし瞬ゆん引っかかり、そして、すぐに思い出した。
　その日は、灯璃が、『対策室』に命じられ、凶きよ悪うあくな『発症者』を退治に行った日だ。
　その日は、灯璃が、たった一人で卑ひ口ぐちのアパートへ行く事を、命じられた日だ。
　灯璃と卑口、二人の『宝石憑き』。その共とも倒だおれを狙った酷ひどい命令が、実行された日だ。
　……思い出す。
『発症者』から人々を、この社会の秩ちつ序じよを守る事が目的の『対策室』。
　しかしその仕事内容は、完全無欠の正義の警察機関というわけでは、ない。
　特に、その初期は……方針が定まりきらない頃ころ、状じよう況きようが安定していない頃、『欠片かけら同盟』が出現するまでの間は……かなり、乱暴で残ざん酷こくな手段も、取っていた。
　例えば、自分の管理下に置いた『罹り患かん者しや』を『発症者』へとけしかけ、共倒れ、両者の死亡を狙う……というような事も、行っていた。
「その件の、書類。そういう残酷な事をしていたという証明の書類が、入ってる」
　灯璃は、顔色を変えずに言った。
　…………今更、思い出す。
『その文書こそが、『彼ら』の、本質。四月の二十三日、確かに『彼ら』が行った、罪』
『ベルフェゴォル』は、あの時、そんな事を言っていた。
　つまり、あれは、こういう事か。
「勿論、これは昔の文書。『対策室』は、今はもう、こんな事はしていないよ」
　灯璃は少し微笑ほほえんで、封筒を振った。
　そう──透は、確かく認にんした。『対策室』は、その直後くらいに方針を変えた。『宝石憑き』の頭数を減らす乱暴な短期決戦から、それぞれの『発症』を防ぐ緩ゆるやかな長期戦へと──つまり、それぞれを公務員として密ひそかに雇こ用ようし、給きゆ与うよと社会的立場を与あたえ、それによって『発症』を防ぐ──へと、変わった。
　もう、こんな残酷な命令が下される事は無い。『欠片同盟』もいるし、なにより、世間はもうすっかりあの隕いん石せきの事を忘れてしまっている。折せつ角かく落ち着いているのに、そんな事をすればまた余計に目立ち、要いらない騒さわぎを巻き起こしてしまう。
「今は私、何もせず給料を貰っているだけ。たまに、悪いかな、とも思うけど」
　あの隕石で家族を失った人々──灯璃もその一人だ──は、今はもう、皆みなそれぞれ新しい生活を、それなりに平和に送っている。
『発症者』も、たまに出現しないでもないが、それは、『欠片同盟』が処理する。怪け我がの功名だか何だか分からないが、とにかく、多分『対策室』の中の誰だれかの力によって、今はそういう風にうまく回っている。世界は、平和だ。
「でも」
　灯璃は、また、表情を引き締しめた。
「『ベルフェゴォル』は、初期の頃の文書を手に入れ、そのコピーを配り歩いてる」
「……何の、為に？」
「この封筒の中には──」
　灯璃は、封筒を示した。
「その四月二十三日文書と、あと一つ、手書きの手紙が入ってた。
　……こっちが『ベルフェゴォル』の、本命みたい」
「手紙？　どんな……」
「『対策室』の正体はこれだ。横暴に怒おこる者よ、集結せよ。私と共に戦おう、ってさ」
「…………」
　意識せず、透は唾つばを飲み込んだ。
『対策室』の昔の罪の証明書と、それを根拠にした対立勢力への勧かん誘ゆう。
『ベルフェゴォル』が配り歩く、『白薔薇の封筒』。
　その中には…………そんなものが。
　……それって。瞬きしつつ、口に出さず思う。
　直感だけど……なんだか、ちょっと、ヤバいような、気がする。
　いや、『対策室』に逆らうのがヤバいとか、そんな話じゃなく。
　衝しよ撃うげ的きてきな書類、情報を配り、人の不安を煽あおって、不安になった人を勧誘し、集める。
『ベルフェゴォル』の、そのやり口自体……何だか、ヤバいような気が、する。
「私も、そう思う」
　灯璃は、『白薔薇の封筒』を、不気味そうに眺ながめた。
　そう……透は、灯璃の顔を見て、確信した。
　一人でいるところを狙って出現し、自分の正体を隠かくしたまま言いたい事だけを言って、昔の事をこれ見よがしに穿ほじくり返して、『許せないだろう。私と共に、戦おう』。折せつ角かく平へい穏おんになっているのにそれをわざわざ荒あら立だてて、そこにどんな意図があるのか知らないけど……
　そもそも、そんな手段で人を説得し、仲間に引き入れようとするヤツが、まっとうな事を考えているとは、とても思えない。なんだか……そう。なんだか、テレビの特集とかでたまにやる、怪しげな宗教とかの危険な団体の勧誘方法、そのまんまじゃないか？
「あっ由宇ちゃん！　ここから直接、外に出れるみたいですよ！」
「あ！　本当だ！　非常階段が！　丸太小屋の癖くせに！」
「外は遊歩道があります！　あ……向こうに小さく、教会が！　結けつ婚こん式場？」
「おい、透！　一いつ緒しよに行こう！　山の中には色々な生物がっ」
「そうか」
　透は灯璃の顔を見て、頷いた。納なつ得とくした。愛華が悩んでいた内容が、分かった。
　愛華は『対策室』を、正義の機関だと思っている。一昔前ほどの妄もう信しん・暴走は無いにせよ、今も基本的に信しん頼らいしている。『対策室』は、邪じや悪あくな『発症者』から人々を守る正義の警察機関。そう信じている。
　そこに、これだ。この手紙。過去に『対策室』が行っていた、非人道的な『必要悪』。
　迷って、いたのだろう。
『ベルフェゴォル』の話を、もう少し聞きたくなったのかも、知れない。
「おいっ透！　聞いているのか！　ここから外へ出れるぞ！」
「由宇ちゃん！　第二陣じんが来るまでは、ここを動いちゃダメですって！」
「む……では、もう一つの部屋、右の部屋を見るぞ！」
「あ！　見ましょう。おー！」
「愛華ちゃんは……」
　灯璃は、硬かたい空気を軟なん化かさせるように、笑えみを浮うかべた。
「もう、大だい丈じよ夫うぶだけど」
「確かに」
　声に出して、透は頷く。
　愛華は、あの時、はっきりと手紙を捨てた。そして、ああして笑っている。
　あの時点で思い切り、そして吹ふっ切きったんだ。手紙の内容は、覚えてさえいないだろう。
「でも……」
　灯璃は、また、真ま面じ目めな顔になった。
「由宇ちゃん」
　灯璃の言いたい事は、分かる。透は、無言で頷うなずいた。
『ベルフェゴォル』が、これまで手紙を渡わたしたのは、自分、愛華、美空、そして、灯璃。
　つまり……全員、『宝石憑き』だ。
　十葉市、またはその付近にいる『宝石憑き』。ベルフェゴォルはそれに狙ねらいを定め、手紙を配っている。『対策室』に逆らう同志を、募ぼし集ゆうしている。怪あやしげな勧誘を、している。
　という事は……次は、由宇だ。
　由宇の前に、あの男は出現し、そしてその手紙を置いてゆく。
　怪しげな勧かん誘ゆう文ぶんと言葉で、怪しげな世界に連れ出そうと、近寄ってくる。
「ん……でも、さ」
　灯璃は、ぱっと顔を変え、笑った。
「別に、大丈夫よ」
「へ？」
　いきなり明るくなったその笑顔に、少し戸と惑まどう。
「おい、透！　凄すごいぞ。こっちの部屋はベッドだ！　でっかいベッドが一つある！」
「わ！　本当だ！　何ですかこのベッドはっ大きいっ！」
「フカフカだ！」
　灯璃は笑ったまま、上を、由宇と愛華の笑い声が響ひびく方を指差した。
「ね」
　透は、その顔に笑えみを返す。
「確かに」
　確かに、大丈夫そうだ。
「このままで、大丈夫だと思うよ。由宇ちゃんは、そんな怪しい男の、つまんない話を聞いてる暇ひまなんかない。日々、ちゃんと生きていたら、そんなヤツは、手も足も出せないのよ。愛華ちゃんは、そうだった。由宇ちゃんも、そう」
「そう、だな」
　そりゃそうだ。透は、頷いた。
「そうよ。だから私達たちは、この調子、このままでいいの」
　灯璃は笑ったまま、封ふう筒とうをスポーツバッグに仕し舞まう。
「一応、念のために言っておいた方がいいかなー。って話だからさ、」
　透は、ふっ……と息をつき、ソファに身体を預けた。やれやれ、緊きん張ちようした。
「全然、気にしないでいいよ」
「うん」
　結局、大した話でもなかった。確かに『ベルフェゴォル』はヤバい奴やつっぽいけど、だからって、別に特別な戦いの用意とかはいらない。要するに、今やってることを、そのままこれからも続けるだけ。その確認だ。
「……で」
　透は灯璃のスポーツバッグを指差し、声を掛かけた。
「それ、どうするんだよ。その封筒」
　捨てた方が、いいんじゃないだろうか。
「まあ……一応さ、」
　灯璃は、微びみ妙ような顔になった。
「アキラさんに渡すよ」
「え？」
　思わず、灯璃の顔を見る。
　アキラさん。その口から出た男の名前に、心臓が動く。
「あ。ごめん。透は知らないよね。アキラさんってのは、『対策室』の、室長さん。前に言ってた、私や愛華ちゃんの上司。『あのおっさん』の、本名よ。
　ちょうど来週、私、本部の方へ行くしさ。そのついでに渡してくるよ」
「へ、へえ……」
　来週の日曜は……その、アキラさんに会いに行く訳ね。うん。
「こういう事があったら報告しろ、って言われてるし。一応、ね」
　いや、上司に会いに行くんだよな。うん。普ふ通つうの事だよ。
　でも…………アキラさん……ねえ。
「ほら、私も、給料貰もらってる立場だし、たまには……って。どうしたの？　透？」
「あ、いや」
　まあ……いつまでも『あのおっさん』でも、ないだろうし……なあ。うん。
「あの、さ」
「何？」
「おれの叔お父じさんも、朗あきらって言うんだ」
　透は、話を逸そらした。
「へえ。偶ぐう然ぜんね。確か透の叔父さん、公務員さんとか言ってたよね」
「うん」
　夏、皆で海旅行の予定を考えてる時、会話の流れで言った。
「その頃ころは、新部署に配属になって忙いそがしいとか言ってたっけ」
「うん……。最近は、新部署の方も、落ち着いてきたみたいだけど」
「へー」
「やっと一応平和になった……って、ため息ついてたよ」




「『煉獄ブルガトリオ』は、関西で発生した、独自の価値観に支配される反社会的小規模集団」
　東京のとあるビル、『欠片かけら同盟』の本部。
「つまり、カルトだ」
　いつもの事務室、いつもの事務机で、訃ふ山ざん院いん灰はい人とは断言した。
「らしいですね」
　向かいの席で、同じく、栗くり林ばや浅しあ黄さぎが応じる。
「らしいですね。じゃないよ。全く」
　灰人は椅い子すに座すわったまま横を向き、小さく息をついた。
「ボスであり発ほつ起き人にんは、リーダーの『ルシファー』こと、藤ふじ原わら悟さとる。大学生だ。
　もっと大きな組織、例えば新興宗教発ほつ足そくの足がかりにするつもりだったのか、それとも社会正義に駆かられ正義の味方軍団を実現するつもりだったのか、それとも単なるサークル活動の延長のつもりだったのか。……彼がどんな意図を持って『煉獄』を作ったのか。それはもう、今となっては、分からない事だけど……。彼がそれを発起して数ヶ月、今年の八月には、彼の周りには六人の仲間が集まっていた。七人で構成されたカルト集団『煉獄』。全員が『破は片へん』……『宝石』の力を手に入れた人間だ」
「覚えてますよ」
　浅黄は、座ったまま軽く呟つぶやく。
「仲間内の渾あだ名なが『ルシファー』・『レヴィアタン』・『サタン』・『ベルフェゴォル』・『マモン』・『ベルゼブブ』・『アスモデウス』。以上、七名。発足直後、まだ不安定だった『対策室』から内部文書を盗ぬすみ出した前歴もあり、当初からかなり危険視されていた集団でした」
「……で、八月の末、ついに『対策室』は、我わが『欠片同盟』にその排はい除じよを依い頼らいし、そして、その一員……君が、関西へと派は遣けんされた」
「そうです」
　浅黄は、自じ慢まんするように胸を張った。
「それで、ボスである『ルシファー』はいなくなり、それ以来『煉獄』は、活動を止めた」
「壊かい滅めつしたんですよ。ええ」
　丸っこい顔を膨ふくらませ、確かく認にんするように大きく頷く。
「なのに『ベルフェゴォル』はただ一人、まだ、かつての仲間内での名前を名乗って、十葉市をウロウロしている。……何を、企たくらんでいるんでしょう？」
「ふふ」
　少年は、口くちの端はしを吊つり上げた。
「ま、それは、おいおい分かるよ」
「勿もつ体たいぶらずに、とっとと片をつけてくださいよ」
「言ったろ。年明けまでは、待ってやるんだ。年明けに、お楽しみだ」
「楽しみ？」
「うん。ぼくもさ、ちょっとくらい意地悪してやらなきゃ、気がすまないからさ」




「お。なんか、森の匂においだぞ。オイ」
　コテージの前に、第二陣の車が到とう着ちやくした。車のドアが開く音と、そこから降り立ったらしい鳥羽の声が、コテージの中まで聞こえてくる。
「お。来た来た」
　透はソファから立ち上がり、コテージの入り口扉とびらを開けた。
「一年の時の林間学校思い出すな、この匂い」
　鳥羽が、トランクから自分のリュックを出しながら感想を述べていた。
「おお。言われてみれば、懐なつかしいな」
　続いて出てきた羽幌が、それに同意する。
「あの時はさ、夕方からいきなり大雨でさー。えらい事だったよな」
「あーそうだったそうだった。なあ透、あの時は……」
「いや」
　透は扉をいっぱいに開けつつ、声をかけてきた羽幌に向け、首を振ふる。
「おれ、その時、まだ十葉高校に来てなかったから」
「お……そうか。すまんな」
　羽幌は、声を低くした。
「いや、まあ、別に」
　透はそれに向け、曖あい昧まいに手を振る。そう。自分が十葉高校へ転校してきたのは、二年生の春。一年生の頃の思い出話をされると、付いていけない。
「…………」
　助手席から降りてきた美空が、不思議そうな瞳ひとみをした。
「……………………林間学校？」
「えーと」
　いっぱいに開けた扉を金具で固定しつつ、首を傾かしげる美空の方を向く。
「こんな感じの、さ」
　この子や由宇は、去年どころか、小中学校の思い出すらない。
「木と土と水の匂い、だよ。これが、林間学校の匂い」
「……………………わかった」
　静かに頷うなずき、そして、真しん剣けんな顔で匂いを嗅かぐ。
「…………林間学校……………………」
　別に、そんなに言うほど悲劇的な事じゃない。透は、思った。
　行った事が無いなら無いで、これから日々経験すればいい。それだけの話だ。
「二年の春休みは、修学旅行だぜ」
　鳥羽が、わざと明るい声を出した。
「どこ行くか知らねーけどさ、今回は、透も美空も来いよ」
「分かった」
　透はそれに向け、大きく頷いた。
「ぬう。もう着いてしまったか！」
　車の前方、運転席から声がした。
「もう少しゆっくり運転すればよかった」
「なんか不満でもあんのか兄貴」
「もう少し、私のドライビングテクニックを女子高生に見せ付けて」
「充じゆう分ぶん見たから安心しろ」
　七尾兄きよ妹うだいが言い合いながら降りてくる。第二陣じんの面子は、以上五人。
　部長は……あ、いや、兵ひよ藤うどうさんは、いない。
「ま、流石さすがに、センター試験まであと一ヶ月ちょい、だからな……よし」
　鳥羽が、リュックを担かつぎながら、心得顔で言う。
「よし。まず、全員で部長……いや、兵藤さんに激げき励れいメールを出そうぜ」
　今の部長は、鳥羽。少し前の会議で、兵藤さんは部長職を引退。今は一部員だ。
「お。アンタもたまにいい事言うね」
　七尾が、やはり自分の荷物を担ぎながら賛成した。
「…………………………………………」
　蒼あおい瞳が、不思議そうにこっちを見た。
「…………めーる？」
「みーちゃん、メール使った事無いのかよ」
「…………………………………………ない…………」
　美空は、コテージの入り口扉をくぐりながら、目を逸らした。
「メールとは、携けい帯たい電話で出す手紙の事だ」
　バルコニーの階段を下りつつ、由宇が上から得意げに解説する。
「私は、知っていたぞ。以前に愛華から聞いた」
「………………………………手紙？」
　まだ、イマイチ理解していない様子。
「ええと、頑がん張ばってね、っていう、お手紙よ」
　灯璃が、リビングのソファに座ったまま声を出した。
「……………………手紙…………封ふう筒とうとかに、入れるの？」
「いえ、手紙と言ってもね、携帯のメールは紙に書く訳じゃなくて……あ、美空さん、携帯電話持ってたよね？　それを使うの」
「………………………………」
　リビングのソファに全員で座り、全員がそれぞれ、自らの携帯電話を取り出す。
「私も、送っていいのか？　アドレスは知っているのだが」
　七尾遊也が、操作をしながら呟いた。
「いーんじゃねーの。枯かれ木きも山の賑にぎわいだ」
「実の兄を枯れ木呼ばわりとは」
　カチカチカチカチカチ。静かなリビングの中に、七人分の携帯電話操作音が響ひびく。
「……………………………………」
　七人。
　由宇と美空の携帯電話操作音が、聞こえない。
「むう……」
「……………………………………」
　由宇と美空は、自分の携帯電話を眺ながめて、何やら考え込んでいる。
「あの、由宇、美空さん」
　透は自分のを操作しながら、そっちを向いた。
「操作方法……知ってる？」
「知っているぞ」
　由宇は、即そく座ざに頷いた。
「貰もらった日に、説明書、読んだ…………」
　美空も、画面を見ながら、肯こう定ていした。
「……………………………………」
　でも、二人の指は動かない。手紙を、書き始められない。
「あ」
　灯璃が自分の携帯電話から視線を外し、美空の方を向いた。
「二人とも、そんなに考え込まなくてもいいのよ」
　灯璃の言葉で、やっと気付いた。
　そうだ。この二人は、『人に向けた手紙』を、書いた事がないんだった。
「手紙ってのはね」
　灯璃は二人を見つめ、真まっ直すぐ話しかける。
「思ったことをそのまま、素す直なおに書けばいいのよ」
「思った事？」
「……………………？」
「そう。相手の事を思って、伝えたい事を、そのまま。それが手紙」
「…………………………………………」
「『将来の為ために合理的な自己投資に励はげめ』でいいのか」
　由宇が、小学校の生徒のように手を挙げ、質問した。
「それでいいと思う」
「分かった」
　由宇の指が、携帯電話の上で動き始めた。
「…………………………………………分かった」
　美空も、その指をゆっくり動かし始めた。
「由宇ちゃん、メール打つの遅おそいね。意外」
　七尾が、横から遠えん慮りよのない感想を述べる。
「これから練習するんだ！」
　リビングの操作音が、九通りになった。


　カチカチカチカチ。静かなリビングに、九通りの音が響いている。
「部長……と、いやあの、兵藤さんの下の名前って、何だっけか」
「兵藤和かず樹きだ」
　鳥羽が携帯電話を見ながらした質問に、羽幌が答える。
「はー。和樹、ねえ。そういえば、そんな名前だったか」
　七尾はソファに座すわったまま、右手で携帯電話を弄いじりつつ、左で頬ほお杖づえをついた。
「なんか、ずーっと部長って呼んでたから、ピンとこねーな。……なあ、鳥羽部長」
「正直、俺もその名前で呼ばれるとピンと来ない」
「だろーね。……あーあ。三年生は、進路決定、かぁ……」
　頬杖を止め、小さく、息をつく。
「……和樹さんさー。推すい薦せん、通ったのよねー」
「らしいな。本命はこれからだけど」
　兵藤さんの本命は、神楽かぐら大学。十葉市内にある国公立大学で、自転車で充じゆう分ぶん通つう学がく圏けん内。
「通るのかねー」
「さあ」
　透は、生返事をした。
「ひーちゃん、いっつもそんな感じ」
「いや、そんな事言われても」
　大学受験の事なんか、まだ分からない。まだ……二年生だ。
「ちゃんと私の話、聞いてんのか？」
「聞いてるよ」
「私の事、見てる？」
「見て……るよ。うん」
「うそつけ……あーあ」
　意味不明の絡からみを止め、大きくため息。
「あと三ヶ月で兵藤さんは大学生。私らは高校三年生……っと。うし、これで完成っ」
　真っ先にメールを打ち終わり、七尾はソファの背に思いっきり凭もたれる。
　そのまま、仰あお向むけで天を見上げたまま、声を出す。
「ねー。ひーちゃん」
「何だよ」
　メール完成。送信。透は携帯電話を閉じ、七尾の方を見た。
「来年の今いま頃ごろ、さー」
　七尾は天てん井じようを仰あおいだまま、こっちを見ずに喋しやべっている。
「来年の今頃さー。何してんだろーね……私たち」
「さあ……」
　何だか、今日の七尾は難しい質問ばっかりしてくる。
「なんか、してるだろ。そりゃ」
「いい加減な事、言ってんじゃねーよ」
「どうした花か梨りん。なにか悩なやみか？」
「うっせー。花梨って呼ぶなっつっただろ兄貴」
「私は普ふ段だん東京にいるから、家の事にはあまり関かかわれないが」
「余計な気、回すな。テメーはとっとと教職取ってろ」
「……まあ、そのつもりだが」
「っしゃ。終わった、と」
　七尾兄妹の会話を遮さえぎるように、鳥羽は携帯電話を机の上に放ほうり出した。
　そして、そのまま立ち上がり、こちらを見下ろす。
「おい、透。車の荷物あるから、下ろすの手伝え」
「え？　まだあるのかよ」
　個人用の荷物はもうそれぞれ、リビングに持ってきてあるのだが。
「当たり前だ。これからの予定を盛り上げるアイテムがぎっしりだぞ」
「これからの予定？」
「まず、夜の肝きも試だめし用のグッズだ」
「肝試しなんかやるのかよ」
「する」
　断言。
「日が暮れたらそこのテレビでホラーＤＶＤを全員で鑑かん賞しよう、そしてその後男女ペアで出かけるんだ。二人一組、くじ引きで決めるぞ」
「肝試し？」
　由宇が携帯電話から目を離はなし、興味深げに顔を上げた。
「えーと、つまり」
　透はそれに向け、解説する。
「お化け屋や敷しきだ」
「…………」
　顔が引きつった。
「怖こわいぞー」
「こ、怖くない」
　目を逸そらすように、携帯電話に視線を戻もどす。
「怖くないぞ。うん。私はそんな幼よう稚ちな事など、怖くはない」
　三回も言った。
「そうか、怖くないか……うん……」
　透は、深く頷うなずく。
「うむ。わ、私は、全く怖くないぞ」
「そうか……」
「何だその目は！　怖くないといったら怖くないっ！」
　…………楽しみだなあ……
「おい透、なんかお前、目つきが怖いぞ。おい」
　鳥羽が、焦あせったようにツッコミを入れてきた。
「気のせいだ」
「そ、そうか……そして、だ。夜中の宴えん会かい用のクーラーボックスもある。
　あとは、朝の岩がん盤ばん浴よく用のバスローブを人数分な。完かん璧ぺきだ」
「勉強はいつするんだよ」
「合間合間に」
　絶対しないな……これは……
「クーラーボックスは二つあるんだ。ウチの親おや父じの差し入れだぞ」
「それはどうも」
「どういたしまして。一つにはジュースが入ってる」
「へえ」
「もう一つは、チューハイだ。酒だぞ」
「酒？」
「遊也さんの分だ。遊也さんは、二は十た歳ちだからな。酒を飲んでもいいんだよ」
「ああ、まあ、そうだな」
「俺達たちは未成年だから、ジュースだ。間ま違ちがっても、酒を飲むなよ」
「……はあ」
「缶かんのデザインはそっくりだけどな。決して間違うな。俺たちは未成年だ」
「何回も言うな」
「酒の缶にはちゃんと酒って書いてあるんだからな。絶対に間違うなよ」
「何回も言うなってば」
「よし。分かったようだな」




　十葉高校の三年生教室は、この時期の放課後、自習室として開放される。
　土曜日とはいえ、来る人数はかなり多く、教室はその三分の一くらいが埋うまっている。
　その中の一人、兵藤和樹は、自分の携けい帯たい電話を持って立ち上がり、窓まど際ぎわへと歩き出した。
「どうした？」
「ああ」
　携帯電話を開きつつ、隣となりのクラスメイトに返事。
「部の友人からの、メールだ」
　画面には、九通のメールが、それぞれが書いた文章が並んでいる。
「まあ、な」
　頷いて──そのまま、指を動かし、返事を書こうとして、
　ふと、窓の外の景色に、気付く。
　冬至直前の十二月、早くも暗くなり始めたグラウンド。すっかり葉を落としたイチョウの木と、そろそろ点灯を始めた灯あかり。
　その下に、一人、男が立っている。
　半面の仮面と、黒いローブ、黄金のブローチ。
　仮装のような格好をした男が、冬の闇やみの中、一人で、ただ、佇たたずんでいる。
「……」
「どうした？」
「いや」
　隣の友人の声に生返事をしつつ、メールの返事をして、自分の席に戻る。
　戻りながら、兵藤和樹は、考える。
　あいつには……あの、一人で佇んでいた男には、近しい人は、いるのだろうか。
　誰だれかと、言葉を、手紙をやり取りした記き憶おくが、あるのだろうか。




「おい」
　透は、すぐ近くにいる由宇に向かって、口を開いた。
「何だ」
　由宇は即そく座ざに答えた。
　こちらの右みぎ腕うでを、両腕でがっきと掴つかんだまま、決然とした口調。
「怖いんなら、ギブアップしてもいいんだぞ」
「何が怖いか」
　ツリ目気味の目を更さらに吊つり上げ、言いい募つのる。
「そもそも、こんなのは幼稚なのだ。幽ゆう霊れいや怪かい物ぶつなどは空想のものであって」
　クラブハウス食堂での夕食も終わり、時刻は午後八時を回った。街の中ではまだまだ明るい時間なのだが、ここ山の中時間ではもう辺りは真っ暗。山中には街灯も民家も自動販はん売ばい機きすらなく、コテージから少し離れれば、闇しかない。
　いよいよ肝試しスタート。そして、自分のパートナーは、由宇。二人とも最初の籤くじでいきなり『①』を引き当て、待ったなしの第一グループだ。
　森の中の遊歩道の両りよ脇うわき、原始の黒のような暗黒の中、木々が静かに佇んでいる。
「もし仮に生物の意思が空間または器物に残留するというのであればその肉体構造は基本的な箇か所しよで矛むじ盾ゆんする。つまり全すべてのそういった怪かい奇き現象らしきものは」
　その中で、由宇はさっきから騒さわがしい。
「伝承や伝説などに見られる怪奇現象らしきものとは即すなわち、死者の幻げん影えいが生者の脳へと仮想投影されたものであり、その結果生じる現実じみた幻げん覚かくが時に生活様式や宗教ひいては社会の必要性に応じて共同幻想化した物で」
　絶え間なく喋り続けながら、闇の遊歩道──ちゃんと整備された、しかしかなり細い道──を一歩一歩、進む。進むごとに、こちらの右腕を掴んだ両腕に力が篭こもってゆく。
「先ほどのホラー映画とやらはそれに立りつ脚きやくする文化を遊ゆう戯ぎの域にまで高めた映像作品であり結局の所虚きよ構こうに過ぎない。あれが私に仮想体験による事前情報によって現状の誤ご認にん識しきを引き起こそうと意図されたものであるならばその試みは失敗したというべきで」
　目の前、懐かいち中ゆう電灯が照らす僅わずかな光を見み据すえつつ、瞬まばたきすらしない。
「つまりヒトの恐きよ怖うふという物は常にその過かじ剰ような情報処理の余よじ剰ようによる『こうあるかもしれない』という自己の発想の反映そのものであり、」
「あのなあ」
　透は左手に持った懐中電灯を足元に向け、呟つぶやいた。
「大した行程でもないんだから」
　コテージを出て遊歩道を歩き、テニスコートの脇わきを通ってその先の教会まで行く。それだけ。徒歩で往復二十分もかからない。ごく安全なルート。
「そんなに怖がるな」
「怖くなんかなひっ！」
　ああ台詞せりふまで噛かんで。
「私はっ怖くなんかないぞ！」
　こういう体験も、初めてなんだな。そういえば……
「何だその目はっ！　私はそんなっ今お前に憐れん憫びんの視線で見られる覚えはっ」
　肝試し耐たい性せい的には、保育園の子とかと同じレベルなんだろうなあ……
　いや。下手に頭がいい分想像力も豊かだから、それ以上だ。
「やっぱり、事前のあのホラー映画はやりすぎだったかもな」
　肝試しに先立ち、リビングで皆みなで見た映画。高校生の自分でも怖かった。
「反省みたいに言うな！」
「さっきの映画……」
「ちっとも怖くなかったっ！」
「そうか……」
　内容は……そう。ちょうど、こんな夜の森の中から……闇の中から、怪物が……
「そう、ちょうど、こんな感じの、闇の森から……」
　透は、低く呟いた。
「お、おい。透。なっ」
「例えば──ほら、あの、黒ーい木の影かげ……とか……」
「おい！　透！　透！　何を馬ば鹿かな事を！　行こう！　早く行こう！」
「あっ……」
　透は、立ち止まった。
「今……なんか、あそこで……」
　一本の木を、指差してみる。
「あっだからなっ立ち止まるなっ早く行こうっこんな事は早く終わらせようなっ」
　両腕で、こちらの右腕をぐいぐい引っ張ってくる。
　でも動いてやんない。
「今……なんか、動いた……」
　木に一歩、近づいてみる。
「うっおいっなっやめろっ透っ近づくなっ透っ危ないからっ近づかないでっ」
「ちょっと、懐中電灯で照らしてみよう──」
「おいっだからそんなっや、やめ。あっ」
「みよう────」
「やめてっお願いだからっやめてっやめろっあっあっちょっとああっ！」
「み────」
「───────！」
　……………………。
「出た──！！！」
　一拍ぱく置くのがコツだ。
「きゃ────────────────────！！！！！」
「あ、見み間ま違ちがい」
「あ────あああ──────!!　ああああああ─────!!

　……あ」
　はっ。と気付き、小さく咳せき払ばらい。
「まあ、今のは、だ。未知生物の襲しゆ来うらいに備えた反射的な身体防衛本能であり」
　平気な顔をしてそっぽを向き、こちらの腕うでから右手を離はなして、何でもないように咳払い。
　こちらの腕を掴んだままの左手には、メキメキと力が篭っている。
「だ、だからだな、今の叫さけびは、つまり私は私は」
　その足が、どんどん早足になる。
「う」
　透は、再び立ち止まった。
「……ど、どうした」
　腕を離さない由宇も、立ち止まるしかない。不安そうに、こちらを見上げてくる。
「くっ…………」
　視線を受け、苦しそうに顔を顰しかめてみる。
「お、おい、透、何をっ」
「くっ……や、闇の力がっ……おれの中にっ」
　胸を押おさえてみる。
「お、おい透、何を言って」
「おれの中のアイツが……目覚めるっ……」
「な、何を言っている、透。おい」
「くっ……まずい。闇が、おれの体を乗っ取るっ」
「なっをっおっ」
　うわ。目を見開いてるっこの子っうわっうわっ
「ふははははははははー！　この男の体は、この私が貰もらったー！」
「いやあああああああああああああああああああ！」
　ああもう……面おも白しろいなあ。
「やめてー！　やめてー！」
　こいつは、可愛かわいいなあ、本当に。
「世界を闇に包つつんでやるー！」
「いやああああああああああああああああああああああああああああああ！」
「懐中電灯、スイッチオフ！」
　真っ暗。
「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」
「うそ」
　ぱっ。と、電気をつける。
「…………」
　涙なみ目だめの由宇が、明かりの中に出現した。
「…………」
「うそ」
「な……」
　見開いた目を、ぱちくりする。
「ごめん」
「…………べ、別に、その」
[image: 画像]
「怖こわかった？」
「…………怖くない」
　ふん、と目を逸そらした。
「最初から、お前の芝しば居いくらい見み抜ぬいていた」
　手を離し、目を逸らしたまま歩き出す。
「下らん遊びに付き合ってやったんだ。ありがたく思え」
「ありがとう」
「ふん」
　テニスコート脇を抜ぬけると、目の前に教会が出現した。人工的に作られた小さな聖堂、その入り口には鍵かぎがかけられ、窓に嵌はめられたカラーフィルムのようなステンドグラスが闇やみに輝かがやいている。
「なんでこんな所に教会があるのだ！」
　由宇は、癇かん癪しやくのように叫んだ。八つ当たりだ。
「結けつ婚こん式場だよ」
　なんでリゾート地に結婚式場があるのかなどと尋たずねてはいけない。バブルの頃ころの発想はそんな感じだ。透はポケットから、『①』と書かれた割わり箸ばしを取り出した。これが到とうち着やく証明。しゃがみ込んで、教会の入り口に箸を置く。これでオーケー。後は帰るだけ。第二陣じんも、そろそろ出発している頃だろう。
　立ち上がりつつ……ふと、単語を、頭の片かた隅すみが拾い上げる。
　結婚式場……ねえ。
　見上げて、ちっぽけな安っぽい教会の屋上、くすんだ十じゆ字うじ架かを視界に入れる。
「…………」
「ウェディングドレス」
「のあっ！」
　いきなり横合いから飛んできた単語に、思わず声を上げる。
「お、おい。何をいきなり」
「ん？」
　隣となりの少女は、片手でこっちの腕をしっかり握にぎったまま、こっちを見上げた。
「私もウェディングドレスを着たい」
「お」
　声が出なかった。
　こちらの手を握ったまま、少女は真まっ直すぐ見上げてくる。
　その口が、また、単語を吐はいた。
「ウェディングドレス」
「お、お前、由宇」
　おい。何言い出すんだこいつは。ウェディング……って、なんなんだ突とつ然ぜん。
　あ。そうだ。頭の中で電球が灯ともる。そうだよ。前のゴスロリとか魔ま法ほう少女とかと同じだ。そう、単純に、本かテレビかで見て、そして、単純に、興味として着たくなって、
「そ、その」
　そう言えば……ええと。
　この状じよう況きようって……夜、女の子と二人きり……なんだよ、な。今。
　な、何で、何で今、唐とう突とつにそんな事を！
「ええとな、由宇」
　後の言葉を何も考えず、反射的に口を開いてしまった。
「あの、」
　口を開いた以上、何か喋しやべらないといけない。
「あ、あの……」
　ちょっと落ち着け。ちょっと落ち着け自分。いつも通り普ふ通つうに流せ。そう、いつも通り『まったくこいつは仕方ないなあ』みたいな感じでサラッと。
「ここは、結婚式場だろう」
　由宇は、じっとこちらを見つめている。
「ウェディングドレスを着る場所だと聞いたが」
　単純に、いつもの通り、無知故ゆえの常識外発想を始めたのか──それとも。
「な、由宇」
　思わず口に出したその名前は──なんだか、いつもと違ちがう響ひびきで、
「何だ。透」
「あの、な」
　真っ直ぐ見つめてくるその瞳ひとみは──なんだか、いつもと違う輝きで、
　──闇の中、まるでゴッコ遊びのような安っぽい聖堂の前、
　白熱したような頭の中から、ふと、単語が浮うかんでくる。
　結婚。
　結婚……おれも、将来、するんだろうか。
　新しい家族を作ったり……そんな事を、いずれ、するんだろうか。
　…………だれと？
「あ、あのな、由宇」
「あー！　いたー！」
「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああ！」
　静せい寂じやくを振ふり払はらうかのように轟とどろいた愛華の声に、透は祓はらわれた悪あく魔まのように叫んだ。
「透さんと由宇ちゃん、いましたよ！　灯璃さーん！　羽幌さーん！」
「あ！　本当だ！　もう、何やってんのよ二人とも」
　懐かいち中ゆう電灯の光と共に、三人の人ひと影かげが姿を現す。灯璃と愛華、そして羽幌。
「さっ」
　透は、引きつったような声を出した。
「さ、三人で、何やって」
「何やって、じゃないだろ」
　羽幌は、呆あきれた声と共に懐中電灯をこっちに向けた。
「遅おそいぞお前ら。十五分も経たってんだぞ」
「あ。……そ」
　肝きも試だめしの第二グループ……追いついてきた訳ね。透は、頷うなずいた。
「何やってたんですか？」
　愛華が、眉まゆを顰ひそめる。
「あ、愛華。これはその」
「この男があまりにも泣くから、手こずっていたのだ」
　由宇は呼吸するように嘘うそをついた。
「まったく、こんな暗くら闇やみを怖がるとは、透も大した事は無いな」
「えー。透さん、暗いのダメなんですかー？」
「本当に、高校二年生にもなってだらしないぞ。この男は」
「おいコラ由宇。お前何言ってんだ」
「ふん」
　なぜか、拗すねたようにふいっと目を逸らし、こちらの腕うでをぐいっと引っ張る。
「とっとと帰るぞ。帰って、鳥羽のジュースを飲む」
「あ、ああ」
「まったく、帰りは泣くんじゃないぞ」
「おいだから由宇、そうやって嘘をついていると──」
「……う、嘘などついては」
「例えば──ほら、あの、黒ーい木の影かげ……から……」
「お、おい。もう帰るぞ。つまらん遊ゆう戯ぎはもう終わっただろ。なっ」
「閻えん魔ま様が……舌を抜きに──」
「こ、怖くない！　私は嘘なんかついてないし、そんなものはちっとも怖く」
「…………ほら、あの木、今、動いた──」
「怖くない！　怖くないぞ！　透！　立ち止まるな！　帰ってジュースを飲もう。なっ！　全員の分があったから！　愛華とかと一いつ緒しよにアレを飲もう、なっ！」
「ドバ──!!」
「いや────────！」


　かちっ。
　二階和室の壁かべにかけられた時計が、午前一時を表示した。
「だーかーら、でふね！」
　愛華は、眠ねむらない。
「正義でふよ！」
　真夜中のコテージの和室で、絶好調。
「正義！　ジャスティス！」
　寝ね間ま着き代わりのジャージに身を包つつんで、和室コタツの一角に足を突っ込み、さっきから元気に怒ど鳴なりまくっている。
「らいとすたっふ！」
　叫さけび、その動きで机の上に置かれた缶かんのジュース（？）を拾って傾かたむけ、その中身を一気に胃の中へと突っ込む。
「げふう」
　げっぷした。
「愛華さん……あの、」
　コタツの向かいに座すわる透は、机の上に山となった空あき缶越ごしに、おずおずと声を掛かける。
「あなた、ちょっと、酔よって」
「酔ってないでふ！」
　赤い顔で高らかに宣言、意味なく拳こぶしを立て、元気に立ち上がる。
　そして、コタツの左右、同じくジャージ姿の由宇と美空をふん、ふんと見下ろし、上意下達のように言う。
「ね！　由宇ちゃん！　美空さん！　わらひ、酔ってないでふね！」
「何を言っているんだ」
　由宇は冷たい視線で、愛華を見上げた。
「全く、愛華は子供だな」
　落ち着いた動作で、手に持った缶の中身を静かに飲み干す。
「私とは、大おお違ちがいだ」
　ほんの数時間前泣なき喚わめいていた事など、もう記き憶おくの彼方かなたの模様。
「おお、由宇」
　透は左を、由宇の方を向いた。
「なあ、どうしようか……これ……」
「うむ」
　都合の悪い事は速すみやかに忘れる頭脳を持つ少女は、重々しく頷いた。
「大人しくさせる必要があるな」
「何二人でコソコソ話してるんですかー！」
　愛華は、ドバッと音が鳴りそうな動きで、一気に座り込んだ。立った意味はあったのか。
「ん？　さては密談ですね？　こらー密談けしからんー」
「全く、仕方のないヤツだ、愛華は」
　由宇はその顔を見て、しみじみとため息をついた。
「高校生の癖くせに、全くだらしない」
「そうだぞ愛華」
　透は由宇の言葉に、重々しく頷いた。
「もう少しだな、静かに……」
「うむ。透の言うとおりだ。愛華は静かにした方がいいにゃー」
　透は、由宇の顔を見た。
「お前、今、語ご尾びになにかつけた？」
「何もつけとらん」
　由宇は左手で頬ほお杖づえをつき、愛華に向かって眉を顰めた。
「私を舐なめるな。私は、自らを律する事くらい、出来る」
「そ、そうか」
「酔ってなどいない」
「本当だな、うん」
「酔ってないにゃー」
「にゃーって言った！　由宇、今お前にゃーって言った！」
「言ってないぞ。つまらん言いがかりをつけるな」
「そうか」
「言ってないにゃー」
「おい！」
「…………………………………………」
　美空はさっきから、机に突つっ伏ぷしている。
「…………………………………………」
　突っ伏したまま、顔を上げない。
「美空さん！」
　愛華の矛ほこ先さきが、そっちを向いた。
「何ひてるんでふか！　おおい！」
「…………………………………………」
「返事がなーい！」
「…………………………………………」
　完全に無視。
　突っ伏したまま、ひっく、ひっくという感じの、小さなしゃっくりをしている。
「根こん性じようがなーい！」
　根性、ってお前。
「ジャスティスは、根性！」
「あの……皆みなさん、寝ねてますから、大声は控ひかえめに…………」
　この四人以外は、もうとっとと下で寝てしまった。
　おれも、とっとと寝ればよかった。ジュースを飲みつつ、心底後こう悔かい。
「だから……でふね」
　返事が無い相手はつまらないらしい。愛華はまた、こっちを見た。
「正義です！」
　帰りたい…………
「ジャスティス！　分かりますか、皆さん！」
「分かります。大変よく分かりますから、あの、音量をもう少し」
「ん？　あー！　透さん、酔ってますね、さては！」
「あの、愛華さん、ちょっと」
「んふー」
　げふっ。とまたげっぷ。
　そしてコタツ越ごしに、ずいっ、と身体を近づけてくる。
「あ、あの愛華さん」
「んー。うふふ」
　ああっなんか熱っぽい息がっとろんとした目がっ上気した肌はだがっ
「ふふふー」
　ああもう色っぽい。なんかこの子色っぽいですよヤバいっ
「だ、だからさ、愛華さん、もう一時だし」
「午前様サイコー！」
「明日は、皆で岩がん盤ばん浴よくだから」
「がんばんー！」
「だからさ、もう、今日はこのくらいで寝よう」
「えっちー！」
　言葉が通じない……
「透さんはえっちー！」
「あ、あの」
「げふう」
　い、息をかけないでくださいっ近寄らないでくださいっ匂においがっいい匂いがっ
「うふふー」
「あ、あの」
　その身体が、コタツを乗のり越え、こっちへ──
「こらー！」
　──来ようとしたその瞬しゆ間んかん、右から由宇が止めた。
「何をしている！　愛華！」
「あー！　由宇ちゃん、邪じや魔まですー！」
「なにをー！」
　そのままコタツ脇わきで、二人でぺちぺちぺちぺちとやりあい始める。
「ね、美空さん」
　一人だけでも片付けよう。そう思って、せめて美空に声を掛ける。
「あー！　透さんがー！」
　酔っ払ぱらいに見つかった。
「…………………………………………」
　美空は、動かない。ポニーテールが重力に引かれ、力なく垂れ下がっている。
「ね、美空さん、もう、寝に行った方が」
「また手を出したー！」
　愛華が下から、由宇と絡からみ合いつつ叫んだ。
「うにゃー！　透！」
　Ｔシャツにジャージで絡み合うもんだから、二人とも結構物もの凄すごい格好。
「透！　美空に何をする気だー！」
「穴に棒を突っ込むつもりだー！」
　愛華はもうちょっとブレーキ踏ふめ。全ぜん般ぱん的てきに。
「私というものがありながらー！　透、二人目に手を出すつもりかー！」
「なんとー！　由宇ちゃん、それは聞き捨てならないですー！」
「既すでにこいつは私の穴に色々と」
「なあああああああああああああああああ！　由宇ちゃんが爆ばく弾だん発言したー！」
「一回目は八月の初めだったな。殆ほとんど痛いだけだった」
「うひいいいいいいいいいいいいいいいい！」
「だが最後に少し、何やら不可解な感覚があってな」
「のおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」
「二回目、旅行の前日にやった左耳の頃ころから、その不可解な感覚が徐じよ々じよに気になりだして」
「左耳。あ。そーか。耳かきですね耳かき。ふーん」
「逆らえないと……命令聞くと……なんだか……その感覚が、出て来るんだ……」
「ふーんそうかー耳の穴ですかーそうですよねー」
「海で……灯璃にアレやられて……分かったの…………私……それ……いいの…………」
「あー。そうそう。海へも行きましたよねーうんうん」
「だ、だから……そのあと……私、……言っちゃった……ふ、ふふ」
「そのあと？　んー。お盆ぼんの頃ですかねー。うんうん」
「自分から、……い、言う事聞くって……命令聞く……って、言っちゃった……うふふ」
「その頃かー。日焼け跡あととか、痒かゆかったですー」
「そ……そして、学校で、学校なのに、由宇、灯璃に……あんな事……されて……っ、
　あんな風になって……学校なのに……あんな……ふふ、由宇、悪い子なの……」
「あの透さん。ちょっと話をしましょうか話を」
「悪い子だから……言う事、聞くの…………言う事聞くと、気持ちいいの……ふふ……」
「あのっ何ですかっ透さんこの的確に段階を追った教育は何ですかっ」
「昨日は……そのまま、学校に…………そのまま、一日…………道具を……」
「由宇ちゃんちょっと相談しましょうちょっと今ここで緊きん急きゆうに」
「私……やめてって……それ……声が……って、言ったのにっ……でも……ぁ、ぁは……」
「透さんっあなたっまさか最初から全部計算して由宇ちゃんをっ」
　酔よっ払いが二人、なんか馬ば鹿かな事言っている。無視無視。
　美空は、相変わらず突っ伏したまま動かない。
「…………わたし…………」
　突っ伏したまま、また、ひっく、と、しゃっくり。
「何？」
　何か、喋しやべろうとしているのだろうか。その顔に、耳を近づけてみる。
「わたし…………」
　小声で、何か、呟つぶやいている。
「ん？　どーしたんですか？」
　愛華が、気付いて、声をかけた。
「美空ひゃん、何言ってんですか？　ん？」
「わたし…………」
　ひっく。小さなしゃっくりの後、美空は、言葉を吐はいた。
「……生きて、いけない…………」
「は？」
　また、ひっく、としゃっくり。
「わたし……生きていけない……わたし……」
　机に突っ伏したまま、小声で呟き続ける。
　何を、言っているんだろう。
「……わたし…………」
　美空は突っ伏したまま、小さく震ふるえている。
「わたし…………………神代島で…………」
　しゃっくりをしながら、僅わずかな声で、単語を吐く。
「……『破は片へん』……ネコ……」
　途と切ぎれ途切れの、三つの言葉。神代島。破片。ネコ。
　結びつく、一つの事実。
　神代島にいた、『破片』のネコ。
　思い出した。透は、美空の頭を見下ろした。
　あの時、自分と由宇が浜はま辺べでＫＯした、あの二匹ひきの化ばけ猫ねこ。
「……一匹……あの、茶色毛のネコを……」
　自分達たちは、それをそのままにして、砂すな浜はまを後にした。
「わたしが…………」
　そして、この子が……その後、
「……殺した」
　美空は、泣きながら、単語を吐いた。
「殺した……わたし…………」
　顔を突つっ伏ぷしたまま、小声とともに、しゃっくり。
「わたし…………生きて、いけない……」
　この子は……
「わたし……」
　透は、突っ伏したまま震える美空の身体を見て、思う。
　この子は、『人間』になって、『人間らしい心』を、手に入れ始めて。
　そして、それ故ゆえに──
　昔の事を思い出して、苦しんでいるのか。
「いや、あれは……さ」
　透は、そっと口を開き、考える。
　あれは、仕方なかった。あれを放っておく訳には、いかなかったんだから。
　言葉を選び、口ごもったその瞬間、
「わたし…………死にた」「だいじょーぶでふ！」
　愛華が美空の言葉を遮さえぎり、大きく宣言した。
「それは、正義です！」
「…………」
「ジャスティス！」
「……………………」
　美空は、まだ突っ伏している。
「あなたは、正義です！」
「お、おい、愛華……」
「正義のヒーローは、泣くから人間なんですよ、美空さん！」
「…………」
「意見や批評なんて、誰だれにでも出来ます。……でも、戦えるのは、あなただけです！」
「お、おい、愛華……」
「私たちなんかあの後、テキトーに警察に電話して、テキトーに人に押おし付けて、グダグダして帰っちゃったんでふよ！　そこへ、あなたが、カッコいいあなたが、出現したんでふよ！　あなたは、人々の生活を、救ったんです！　よっヒーロー！」
「………………………………だって…………」
「顔を上げなさい！　美空さん！」
「うにー」
「ほら、由宇ちゃんがなんか言ってまふ！　グダグダで帰った由宇ちゃんが！」
「グダグダとか言うなー。むー」
「やーいグダグダー」
「言うなー。むきー」
「グダグダー」
　ぺちぺちと繰くり出される由宇の手を払はらいながら、愛華は美空の方を見た。
「……………………」
「黙だまって一人で考えてたら、ダメですよ」
「……………………わたし……」
「おーって言いなさい。聞いてあげまふ」
「……………………おー」
「声が小さい！」
「おー……」
「もう一回！　あなたは、人間です！　正義のヒーローでふよ！」
「おー」
「ＯＫ！」
　美空は、顔を起こし、前を見た。
「おきたー！　美空がおきたー！」
「由宇ひゃん！　静かにひなはい！」
「分かった！」
　宣せん誓せいのように宣言、そして音を立てて由宇は仰あお向むけに倒たおれ、動かなくなった。
「美空さん、わかりまひたね？」
「……………………」
「へんじー！」
「分かった…………」
　美空は、愛華の方を見た。
「よろしい！」
　宣言し、
　エネルギーを使い尽つくしたかのように、愛華は倒れた。


　かちっ。
　時計が、午前三時を指し示した。
　透は、ため息をついた。
「……片付けるか」
　コタツ脇わきで力ちか尽らつきた三人の少女を、力なく見つめる。


「で」
　朝。
　クラブハウス二階の岩がん盤ばん浴よく場、隣となりのスペースに寝ね転ころぶ遊也が、声をかけてきた。
「昨日は透くん、何時に寝たんだね？」
「はあ……」
　透は、木造の天てん井じようを見つつ、考える。
　岩盤浴とは、蒸むし暑あつい部屋の中に岩石製の寝ね床どこを作り、そこにバスローブを着て身を横たえ、汗あせを掻かきまくって健康になろうというコンセプトの浴場。つまり一言で言うと、寝転ぶサウナだ。このゴルフ場にも最近その施し設せつが作られたらしく、定員は二名。低いアクリル板で仕切られた二つの岩の寝床があり、そして寝床には籐とうで編まれた枕まくらと、その脇に五分を測る砂時計が置かれている。
「……ま、午前四時くらい、ですかね」
　天井付近に貼はられた時計は、午前九時を指し示している。三時間くらいしか寝ていない。
「何をしていたんだ。そんなに遅おそくまで」
「いや、まあ、色々と」
　空あき缶かんの整理とか、三人の掛かけ布ぶ団とんの用意とかをやっていた。
「なるほど」
　アクリル板越ごしに、声と共に砂時計をひっくり返す音が響ひびいてくる。
「君は、人の世話を焼くタイプだな」
「そうみたいですね」
　特に反対する気にはならない。きっとそうなのだろう。
「……由宇君は普ふ段だん、君が世話しているんだろう」
「まあ……そうですね」
　透は、答えた。
　少しずつ、『世話』する必要も、なくなってきたけど。
　……そう。もうすぐあいつも、十六歳さいだ。
「君は、あの子の事をよく気にかけているな。それは、いい事だと思うぞ。
　……由宇君は、そうだな。最近は、いつも笑っている」
「そう……ですか」
「最初に会った頃ころは、まだまだぎこちない印象だったが」
「……ですかね」
　頭の中で、カレンダーを捲めくる。
　遊也さんと由宇が始めて会ったのは、確か、八月の初めくらいだ。
「私の妹の事も、出来ればその調子で」
「なんで七尾の話が出てくるんですか」
　そう言えば……カレンダーを捲ったついでに、昔の事を思い出す。
　その頃、兵藤さんや灯璃にも、似たような事を言われたんだった。
　目をかけるのはいい事だとか、遊んで笑っている子供は幸せなのだとか。
「その頃の君、由宇君と共に『日々ちゃんと生き始めた』君が、そしてそのまま順調にここまで来た。という事だろうよ」
「……ですかね」
「多分な」
　時計の秒針と共に、さらさら……と、砂時計の砂が落ちる。
　それが半分なくなるほどの間を空けて、遊也の声が、再び狭せまい浴場に響いた。
「これからは、どうするんだ？」
「へ？」
　思わず、聞き返す。
「これから、だよ」
　遊也は、重ねて言った。
　この人は、真ま面じ目めな声を出すと、それなりにサマになる声こわ色いろだ。
「君達は、これからどうするんだ？」
「……どう、って」
　今度は、口ごもる。
「……そりゃまあ、これからも高校へ行きますよ。一いつ緒しよに」
「そうか」
「そうです」
「では、その後は？」
「え」
　質問は聞こえたくせに、聞き返してしまった。
「君達たちは、今は……高校生二人だけで住んで、そして、それぞれ高校に通っている。
　……まあ普ふ通つうの環かん境きようとは言い難がたいが、それは君自身にちゃんとした理性と常識があれば、特に問題は無いだろう。他人がどうこう言う事でも、ないしな。
　……だが、これから先……そう、数年先は？」
　聞き返してしまったのは、その質問には答えられなかったからだ。
　自分と由宇は、高校へ通っている。今は。
　で……その後は、どうする？
　何と答えていいか、分からない。
　どうするつもりなのか、自分でも、まだ、分からないからだ。
「君はまだ、高校二年生、十六歳だが……」
　だが……そう。透は、遊也の言葉の先を、自分の心の中で補足する。
　十六歳だが……しかし、三年と少し経たてば、二は十た歳ちだ。
　自分の誕生日は、一月の十四日。二十歳の誕生日付近で、成人式。
　……昨日の夜の時間、ふと訪おとずれたあの時間の記き憶おくが、蘇よみがえる。
　結けつ婚こん……するんだろうか。おれも。将来。
　由宇は……おれの事を、なんて、呼ぶんだろうか。
「いやいやいやいや」
「どうした？」
「いえ、別に」
　今のは、例えばの話だ。うん。そう。あくまでも、一例に過ぎない。
　そう……ええと、じゃあ。例えばの話その二。相手が灯璃だとして……
　…………ええと、料理とか……は、どんな格好で……
　………………………………
「どうした。透くん。絶ぜつ妙みような間を空けて」
「絶妙な間ってどんな間ですか」
「まるで、友人の裸はだかエプロン姿でも妄もう想そうしていたかのような間だった」
「あああああああああああああああああああああああああああああああ」
「どうした」
「いえ別に」
「そうか。ところで繰くり返すが、我わが妹はあれでなかなかグラマーで」
「…………」
「浴場で、血液を一箇か所しよに集めるのは良くない」
「何でアンタはいちいち要いらん事を言うんだ！」
「特に何を言った覚えもないが」
　砂時計の砂が、無くなった。
「……透くん」
　遊也は、寝床から身を起こしながら、調子を変えずに言葉を続ける。
「君には、将来の夢はあるか？」
「夢？」
　妄想の欠片かけらを頭から追い出しつつ……
　また、昔の事を、思い出す。
　高校二年生の初め頃、担任の山やま田だ先生に、全く同じ質問をされた。
　あの時は……答えるどころか、質問の意味をさえ、考えなかった。
　今は…………いや、今でも、大して変わらない。変わっていない。
[image: 画像]
　将来、何をやるつもりだ。君の夢は、何だ。
　おれは、この質問に、答えられない。
　寝転がりながら、それでも何とか、口を開いて、答えを言ってみる。
「ふ、普通の、平へい凡ぼんなサラリーマン、とか……」
　碌ろくでもない答えだ。
「『普通の平凡なサラリーマン』などという職種は、どこにも無い」
　遊也は、こちらの碌でもない答えを、容よう赦しやなく切り捨てた。
「この世の大人は、様々な仕事をしている。……学校で教きよ鞭うべんをとる者、水着を作る者、ハンバーガーを焼く者、ぬいぐるみを作る者、そしてそれらをディスプレイして売る者、旅のチケットを売る者、港で船の管理をする者、本屋や服ふく飾しよ店くてんで注文をとる者。
　君が世話になった様々な職業は、全すべて『サラリーマン』だ。それぞれ、やる事も、目指す物も、誇ほこりとする物も、全く違ちがう。『普通で平凡』であろうとも、それぞれに覚かく悟ごや決意は要るのだ。何の覚悟をするつもりもなく、何の選せん択たくもする事もなく『普通でいい』などという発想は……自分で、何も決めていないだけだ。それは必ず後こう悔かいする」
「遊也さんは」
　立ち上がり、浴場出口へと向かって歩いていくその背に向け、思わず、声を出す。
「……なんで、教師になろうと？」
「まあ、色々あるが」
　大学二年生、成人式を目前にした青年は、出口の戸を開けつつ、後ろ姿で呟つぶやいた。
「氷ひ見みま誠ことさんの話を聞いて、だな」
「え」
「君の父親の話を、友人に聞いた。それが理由だ」
　ばたん。
　扉とびらが、閉まった。
「…………」
　透は、再び寝ね転ころがり、天てん井じようを見つめる。
「……高校三年生、か……」
　時は過ぎて……季節は巡めぐり、そして、もう十二月。二年生も、もうすぐ終わり。
　二年生の次は、三年生だ。兵藤さんと、同じ学年。
　兵藤さんは今、将来の為ために、大学の為に、センター試験を受けている。
　高校三年生…………十八歳。
　おれは……これから、どう生きるんだろうか？　何者に、なるんだろうか？
「おおっ。これが岩がん盤ばん浴よくかっ」
　壁かべを隔へだてた隣となりの部屋からの声が、沈しずんでいた思考に無理やり入ってきた。
「なるほど。ここにタオルを敷しいて寝転ぶのだな。うむ。事前情報の通りだ！」
　隣の部屋……女性用浴場からだ。この声は、勿もち論ろん由宇。
「そうよっここにっここに寝転ぶのよっ由宇ちゃんっ」
　そして、灯璃。今の時間は、この二人らしい。
「ほらっそこに寝てっ由宇ちゃんっバスローブで寝転ぶのよっ」
「お、おい、灯璃、その涎よだれは何だっ」
「きっ気のせいよっこれは心の汗あせよっ心のっ」
　ああ灯璃ヤバい……今日も順調にヤバい…………
「さあっ寝転がってっ由宇ちゃんっ無防備にっ寝転がってっ」
「う、うむ……お、おいっこんな所にタオルを置くのかっおいっ前が見えないぞ」
「頭は汗をかくのよっだからここに置くのっ説明書きにもあったでしょっ」
「そ、そうなのか。うむ。確かに、書いてあったが……お、おい」
「さてっタオルをっ汗を取るタオルをしっかり固定してっうふふふふふふふふふふふ」
「お、おい、そんな、なんで腕うでの所のを固結びにっおいっ」
「説明書きにあったでしょっこの砂時計が落ちるまでは動いちゃ駄だ目めなのっ」
　男女の部屋を仕切る壁は、もっと厚くしておいたほうがいいと思います。
「由宇ちゃんじっとしてるのよっうふふふふふふふふふふふ」
「う、動いたら駄目なのか！」
　ああマニュアル思考。
「そうよっほらっ今砂時計ひっくり返したからっ見えないけど音はするでしょっこの砂の音が無くなったらタオルを解くからっ由宇ちゃんっ安心してっ」
「そうだっお前はっ灯璃は寝なくていいのかっおいっうわっここは私の所だっ」
「うふふ。まだ砂はいっぱいあるよー」
「う……お、おい、止めろ！　だ、だからここは私の寝ね床どこでっあっ」
「…………」
「あ、ちょっとコラ！　腕を入れるな……あ、ああっそんな所抓つねるなっいやあっ」
「…………」
「あ、ああっおいっ止めろっやめろっ腕をっ」
「──由宇ちゃん」
「な、何だっおいっ灯璃っ止めろっ指を動かすなっおいっ」
「──────ちょっと、面おも白しろい話、してあげようか？」
　ヤバいっ灯璃がアクセルベタ踏ぶみだしたっ
「な、何だ。何だ話とは」
「あのね。──────っていう、話なんだけど」
　肝かん心じんな場所を小さく低く呟くように言い、そこだけ隣の部屋まで聞こえてこない。
「で、由宇ちゃんが────で、────になる、話」
「そ、そんな、そんな話っ！　そんな事が、ある訳ないだろうっ！」
「聞きたくないの？」
「き、聞きたくなんて、ない……ないっ」
「あ、由宇ちゃん、身体が熱くなった」
　……どんな話なんだろう…………
「あ、熱くなんてっ。岩盤浴なんだから当たり前っ」
「そうね……当たり前、よね？」
「ち、違う！　そんな、期待なんか、してない！　してないっ！」
「そんな事、言ってないよ」
「っ！　あっ……」
「……じゃあ、してあげる。まず、」
「あ……あっ。あ、あぁ……っ」
「透が、ここに来て──」
　なんでおれの名前が出てくるんだ？
「や、やっぱり駄目だ。駄目だ。やめろそんな話。やめろって、言って……」
「由宇ちゃんは、一人でここにいるの。一人で、この岩盤浴場に。そしたら……」
「い、いやっいやだっ。────の話なんか、私は私はっ」
「そしたら、その扉を開けて────透が、入ってきて」
「や、止めろ。そんな、そんな話するな、なっ。私は今、タオルで前が見えないから」
「で、由宇ちゃんの────を──────して」
「い、いやあああああっそ、そんなっ」
「そして、」
「やめろっそんな話やめろっやめてっ身体触さわりながらそんな話しないでっ」
「この指が、透の───────で、そして」
「やめろっおいっやめろっ見えないのにっそんなっ耳元で囁ささやかれたらっ私っ」
「そして、────で、」
「私、想像……想像しちゃうからっ私想像止められないからっやめてええええ」
「───────容赦なく────こんな風に」
「あ、や、やめ……あ、ううううううううっ、うわああああああああ」
「駄目っ砂時計がまだ残ってるいっぱい残ってるようふふふふふふふふふふふふふふ」
「はっ、はあっ。はっうっ」
「で、次は、これを───」
「あ、あうっ、ううううっ」
「──で、その指が、こんな風に──────」
「い、いやああああああっそんな事……そんな事しないでっ透っいやああああああ」
　なんでおれの名前が時々出てくるんだろう。
「で、」
「あっ……ひ、うっ、うみゃううううううっにゃああああああああううっ」
「そこで、突とつ然ぜん、止めて────」
「な！」
「──で、由宇ちゃんが、自分で、──────って、言うまで」
「はっ、はあっ、はあっは、あ、あははっ。は、はははっあはっ」
「自分で、言うまで────」
「や、やあっ……やめてっそんな事やめてっ透っ許してっ」
「で……冷たい目で、見下ろされるの……仕方ないヤツだ、って──」
「あ……ああ……あ、あは……あはは…………あはははは……あはは……」
「ほら、由宇ちゃんの手、ここに置いてあげるから──」
「あ、ああっ、な、なんで、そんなっ」
「で、このまま、────って、言われるの」
「や、やめてっ透っ私をそんな目で見ないでっ私っそんな目で見られたらっ」
「それ、自分で────って……命令、されるの」
「や、止めて……っこんな事……しないでっ……こんな事…………っ。私、そんな」
「で、由宇ちゃんは────」
「あっああっやめてっ言わないでっやめてえっ由宇はそんな事しないっ嫌いやあっ」
「で、由宇ちゃんは────を、──して」
「だめっ……だめ、言わないでっ……由宇…………っ……もう……っ」
「で、────」
「あっ……あ、あ……や、止めて……うっ」
「そして、─────」
「あ、ああっ……あ、ああ…………ああ…………っ」
「──由宇ちゃん、」
「は、ああっ……透っ、そんなっ、あ」
「……時計の砂、無くなったよ」
「あ、うっ、あううっ。うううっ、うにゃうっ」
「腕の固結び、解けてるよ」
「ふっ、ふみゃあうううううっうううううっ。にゃううううっ。うううっ」
「そんなに動くと、危ないよ」


「ちょっと……」
　透は、注意深く、立ち上がった。
「…………トイレ」


　結局、勉強なんか、びた一文しやしなかった。
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　テレビから、ぼぉ……ん……と、篭こもった鐘かねの音が鳴り響ひびいた。
　静かに余よ韻いんを残す鐘の音と共に、テレビ画面の右上に『00：00』の白文字が表示される。
　除夜の鐘と共に、年が去っていった。
「今年は、長は谷せ寺でらか……」
　透とおるは、コタツに足を突っ込んで座すわった姿勢のまま、呟つぶやいた。
　視線をテレビに向けたまま机の上のみかんに手を伸のばし、手元を見ずに皮を剥むく。
　ぼぉ……ん……と響いて消える鐘の音と共に、参拝の行列が静かに動き始める。
　年末年始、国営放送の年とし越こし番組。
　去年は見られなかったが、今年は、こうして、平和に見ている。
「おい。透」
　向かいの正面、同じくコタツに足を突っ込んでいた由ゆ宇うが、起き上がった。
「退たい屈くつだぞこの番組。チャンネルを変えていいか」
　言って、机の上のリモコンに手を伸ばしてくる。
「だめっ」
　透は、リモコンを自分の方へ引き寄せた。
　また、ぼぉ……ん……と、鐘の音が鳴り響く。
「変えない」
「なぜだ」
　画面の中、じわじわざわざわと動き始める参列者の上に、静かに雪が降ふっている。
　冴さえ冴ざえと凍いてついたような石段が、ライトの光を静かに撥はね返している。
「つまらん。面白くない。他ほかの番組を見たい」
「年始はこれを見るのっ」
「意味が分からん。もっと騒さわがしいのがいい」
　この歳としになってチャンネル争い。
「そもそも」
　由宇は、むうっとした顔になり、テレビ画面を指差した。
「こいつらは、何をしているのだ」
　参列者は親子連れ、夫ふう婦ふ連れが殆ほとんどだ。それぞれ、家族と共に、新年の行事。
「こんなに寒いのに、こんな所に延々並んで」
「有名なお寺は、混こむんだよ」
「何かの刑けい罰ばつか？」
「なんて事を言うんだ。初はつ詣もうでだよ初詣」
「宗教行事か」
「そうだよ」
「イスラム教におけるメッカ巡じゆ礼んれいのようなものか」
「そんなに大げさなものでもない」
　また、ぼぉ……ん……、と、鐘が響く。
「正月だよ」
「ワケが分からん」
　呟くその手に、いつの間にかリモコンが握にぎられている。
「だからお前チャンネル変えるなって」
　ぴっ。チャンネルが、変わった。
　カラフルな原色バリバリ装そう飾しよくゴテゴテのステージの上で、着物を着た芸人が『新春スペシャル！』の看板を背に、何やら騒がしい芸をしている。『おーっと五点ですよ五点が出ましたよねえどうですかスタジオの黄きみ緑どりさん』だか何だか、司会者が大おお騒さわぎ。
「むう」
　由宇はリモコンを構えたまま、唸うなった。
　ぴっ。また、チャンネルを変える。
『あけましておめでとーございます！』と書かれた巨きよ大だいな凧たこが大写しになった。『おおっと何かトラブルです新春早々トラブルです車が動きませーんどうしましょうコレ！』と、何やらどこかで見たタレントが叫さけんでいる。
「一体、この国に何が起こっているのだ」
　憂ゆう国こくの士みたいな事言うな。
「だから、正月だってば」
　リモコンを奪うばい返かえし、透は言った。
「正月とは何だ」
「一年の始まり、だよ」
　ぴっ。チャンネルを国営放送へと戻もどす。画面の色が、白と黒と灰色に戻った。右上の時計は『00：10』になっている。年が明けて、十分経過。
「何がめでたいのだ」
「一年が始まったから、めでたいんだよ」
「意味が分からん」
　両手をコタツ布ぶ団とんの中に突っ込み、ほっぺたを膨ふくらませる。
「祭りの時も、そうだった。いつもの夜と、どう違ちがうというのだ」
「うーん……」
　唸って、返事。
「まあ、同じだな」
　言って、コタツから足を引ひっこ抜ぬき、立ち上がる。
「どうした」
　そのまま歩いて、部屋の隅すみに放置してあったダウンジャケットを拾い、テレビを視界の片かた隅すみで見つつ袖そでを通す。時刻は『00：12』そろそろ、番組も終わる。
　ダウンジャケットを着終わり、透は由宇に声を掛かけた。
「おれたちも、初詣に行こう」
「なー！」
　由宇は、叫んだ。
「何を言い出すかっ」
　コタツの机を両りよ腕ううでで掴つかみ、突っ込んだ足に、ぐっと力をこめる。
「だから、初詣へ」
　それに向けて言いつつ、部屋の隅のコンセントへと移動。
　スコン、と音をたて、コタツのコードを引き抜く。
「わー！」
「初詣」
「さ、寒」
　由宇は、コタツに足を突っ込んだまま目を見開き、窓の外を指差した。
　冷たいガラスの外、研けん磨まされたような闇やみの中、庭木が白く月光を照り返している。
「寒いだろうが！」
　確かに、見るからに寒そうだ。
「お前も、コート着ていけよ」
「なぜ行く事が前提になっている！」
「ほーれ」
　部屋の中を移動し、さっきまで自分が座っていた場所、由宇の座っている反対側のコタツ布団を掴む。
「行くぞ行くぞー」
　そして、布団をガバッと持ち上げる。
「ぎゃー！」
「ほーれ寒いぞー」
　そのまま、ばっさばっさと動かして、外の冷たい空気を中に入れる。
「やめろー！」
「ほーれ寒いぞー」
　ばっさばっさばっさ。
「やめろー！」
「出ないと寒いぞー」
　ばっさばっさばっさ。
「やめろー！　寒いー！」
「初詣行くぞー」


　スポーツ広場の横、稲いね刈かりが終わった田んぼの水みず溜たまりが、薄うすく凍こおり付いている。
　ちらちらと降り始めた雪が、氷の上に、刈かられて枯かれた稲の上に、薄く降り積もり始めている。
「むう……」
　由宇は、息をついた。
　もふもふのコートを着てマフラーを巻いて手てぶ袋くろをつけて、完全装備。
「寒いぞ……」
　マフラー越ごしに、白い息を吐はいた。
　息に吹ふかれて舞まった雪は、アスファルトの上でじわりと溶け、水に戻って広がってゆく。
「冬、だな」
「うん」
　透は、その横で頷うなずいた。
　冬だ。今は、冬休み。合宿のあとの期末試験も終わり、暫しばしの間、休み。
「そういやお前」
　夜の闇を歩きながら、声を掛ける。
「期末試験の結果、どうだったんだよ」
「学年で、五位だ」
　由宇は、即そく座ざに答えた。
「へえ……」
　思わず、感心。大したもんだ。
「四ヶ月で、なあ」
　言いながら、思い出す。
　四ヶ月前は……夏の終わりの編入試験は、八日漬づけのギリギリだったんだよなあ。確か、国語と、数学と、英語。アレは、大変だった。
　白い息を吐きつつ、思う。あれから、四ヶ月。
　この四ヶ月……二年生の二学期も、色々あった。色々あって…………年が、明けた。
「お前は、どうだったのだ。期末試験」
「いや……」
　透は、思わず目を逸そらした。
「まあまあ、だな」
　自分は、一学期の時、中間も期末も壊かい滅めつ的てきだった。一年生の時、殆ど何も勉強しなかったから、当然なんだけど。
　二学期は、遥はるかに成績は上がった。大体、灯あか璃りと競せりつつ、もう少しで七なな尾おに届くかな……といった所。とは言え、流石さすがに、学年一桁けたとかは無理。
「二年生の学年一位は、美み空くだったな」
「む。美空は、私より上か」
「あの子はなあ……流石に、勝てんよ」
　美空は、一教科平均点が九十八点とかそういうレベルだ。
「軽々しく、勝てないとか言うな。まだ機会はある」
「すまんな」
「愛あい華かも、成績は上がったのだぞ」
「へえ。そうなのか」
　愛華は、由宇の編入の時、家庭教師をしてくれた。その時は愛華、補習に引っかかりまくるほどの成績だった筈はずだけど。
「あれから、勉強の意義に目覚めたそうでな」
「へえ」
「『マトモに勉強をすると、点数が上がる』という当たり前の事に、やっと気付いたらしい」
「そりゃ……良かったな。うん」
「といっても、私には勝てなかったが」
　マフラーから口を出し、えへん、と息を吐く。
「油断していると抜かれるぞ」
「油断などせん」
「そうか」
　闇の中、静かな足音と、お互たがいの声だけが響ひびく。
　民家から、それぞれの色の明かりが、それぞれのカーテン、ブラインド越しに漏もれ、街中の夜道は、何だか、いつもとは違う雰ふん囲い気き。
「…………冬は、いいな」
　ちらちらと舞う雪の中、由宇は呟つぶやいた。
「お前、春と夏と秋も、そう言ってただろ」
「そうか？」
　とぼけるように、こちらの顔を見上げる。
「冬も、いい」
「……まったくだ」
　静まり返った町の中、街灯の光の中で、白い雪が輝かがやいている。


「む？　誰だれかがいるぞ」
　岩イワ礼レ神社の入り口、祭りの時にテントが張られていた場所を指差し、由宇は叫さけんだ。
　透は、その場所に目を凝こらした。三人の見知った人ひと影かげが、そこに立っている。
「あ！　由宇ちゃん！　透！」
　その中の一人、中央にいた灯璃が、こちらに気付いた。
「透さん！」
　人影の二人目、右みぎ端はしにいた愛華が駆かけ寄よってくる。
「おー。アンタらも二年参りか」
　最後の一人七尾は、ポケットに手を突っ込んだまま、その場で白い息を吐いた。
「何だ」
　由宇は、ちょっと不満そうに口を尖とがらせ、呟いた。
「お前ら、なんでこんな時間に、ここにいるのだ」
「お？　何？　二人きりの時間邪じや魔まして悪かった？」
「うるさい」
「私たち、去年から来てたんですよ」
「去年から！」
　愛華の言葉に、由宇は目を見開いた。
「年明け前から、って事だよ」
　透は、横から補足する。
「なんだ。そうか」
「この神社は、私たちが一番乗りだからねー」
　七尾が、うひひ、と笑えみを浮うかべる。
「由宇ちゃん、紅白見てから来たの？」
　灯璃が、由宇に声を掛かける。
「コウハクとは何だ」
　由宇は、少し機き嫌げんが悪そうなまま、返事した。
「紅白歌合戦の事だよ」
「？」
　何だか、ピンと来ない様子。
「ほら、年とし越こし番組の前にやってた、あの歌番組だよ」
「ああ。あれはコウハクというのか。私は饅まん頭じゆうの事かと」
　そういえば、紅白と言ったら、饅頭という連想もあるなあ。透は、思う。
　大おお晦日みそかの話題で『紅白』の単語が出たら、紅白歌合戦を連想する。そういう日常の基本、この地での生活の基本が、こいつには、まだない。
「今回は、どっちが勝ったんですか？」
「えーと、確か……」
　愛華の質問に、透は首を傾かしげた。
　最後まで見ていたはずなのだが、結果はパッと思い出せない。……ええと……確か。
「今回は白組だよ」
「はー。今年は白っスか。……ま、ぶっちゃけ、どーでもいいけど。
　……小学校の頃ころさー。大きくなったら遅おそくまで起きて、紅白最後まで見るんだーとか思ってたけどさー。実際大きくなってみたら、つまんねーんだよなーこれが」
「あ。それ言えるよね」
「今時、男ＶＳ女ってのは時代遅おくれなんですよ」
「小学校の頃はさー。年明けの登校の時クラスの男子と喧けん嘩かすんのよねー。今回は白が勝ったから今年は男の年だーとか何とか、突つっかかってくんの」
「ああ。やったやった」
　透は頷いた。小学校の光景は、どこも同じだ。
「なんで小学校の時って、男子と女子でライバルみたいになるんでしょうね」
「さーね」
「…………」
　話す七尾と灯璃の前、由宇は、むすっとした顔のままだ。
「小学校といえばさ、また出てたよねー。ローティーンアイドル。十三歳さいだかの」
「あ。出てましたよね！　九時頃！」
　七尾に向かって、愛華が大きく頷く。
「ああいうのって、いつから出るようになったんでしょうね？」
「中学の時はさ。あーコイツら私と同い年なのに頑がん張ばってるなーとか思って」
「でも、ですね。演歌の人とかって、数十年頑張ってやっと出るんですよね？　同じ席にそんな子供とかが座すわってて、どう思ってるんでしょうか」
「その辺はねー。どうなのかねぇホント。わけわかんねーよ」
「……む！」
　話す二人の傍そばで、由宇は唸うなった。
「おい、由宇。膨ふくらむな」
「透！」
　頬ほおを膨らませたまま、ぐいっ、と、こちらの裾すそを引っ張る。
「何だよ」
「説明しろ」
　説明しろ、と言われても。
　こういうのは、積み重ねた記き憶おくがないと、どうしようもない。紅白歌合戦、ローティーンアイドル、演歌歌手、小学校の男子と女子の思い出。この場でイチからの説明なんて、できっこない。説明したって、すぐにこの場で分かるものでもない。
　そう……透は、由宇の不ふ機き嫌げんな瞳ひとみを見つつ、思う。
　こいつには、『小さい頃の記憶』は、ない。『小学校の頃の記憶』は、ない。
　この国の、この土地の殆ほとんどの人間が持っている普ふ遍へん的てきな記憶が、こいつには、ない。
「ええと……だな」
　でもそれは、仕方ない事なんだ。こいつは、ごく最近、外から来た存在なんだから。
　おれだって……透は、思い出す。おれだって、『転校生』だ。皆みなとの一年生の思い出は、ない。例えばそう、林間学校の思い出。
　でもそれは、仕方ない事なんだ。
「ええと、つまり、紅白歌合戦ってのは、日本の大晦日の」
「大晦日？」
「大晦日ってのは、正月の前日で」
「むー！」
　更さらに不機嫌な顔になり、こちらの服の裾から手を放して、プイ、とそっぽを向く。
　そして、そのまま踵きびすを返し、神社の外へと、林の方へと歩いてゆく。
「あ、由宇ちゃん」
　灯璃が、その後ろ姿に声を掛けた。
「どこ行くの？」
「知らん」
「こらー！　迷子になるー」




　闇やみの中。林の中。
『ベルフェゴォル』は、今日も、闇の中にいる。
　神社の周囲、暗黒の林に、一人、佇たたずんでいる。
「……………………」
『ベルフェゴォル』は、発見した。
　一人、林の中へ、こちらに向かって走ってくる、赤い髪かみの少女。
『ベルフェゴォル』は、知っている。
　その少女は、『宝石憑つき』だ。
『ベルフェゴォル』は、動き出した。
　一人、走ってくる、赤い髪の少女。
　いつも通り……その前へと、姿を現す。
「何だ」
　赤髪の少女は、立ち止まり、声を出した。
「何だ？　お前は」
　いつも通り。いつも通りの反応。正体をいぶかしむ、怪け訝げんな反応。
『ベルフェゴォル』は、いつも通り、その瞬しゆ間んかんを狙ねらって、話し始める。
　まず問答無用に関心を引き、そしてすかさず間を空けず話し始め、会話の先手を取る。
　いつもの方法。『ルシファー』が開発した、『効率的な情報通達手段』。
『ベルフェゴォル』は、いつもの『白薔ば薇らの封ふう筒とう』を取り出した。
　立ち止まった少女に向けて、いつも通り、話しかける。
「君の……」




「由宇ー！」
　透は、暗黒の林の中、由宇の名前を呼んだ。
「むー！」
　声に応こたえて由宇は立ち止まり、振ふり返った。
　それに向け、林の草を掻かき分わけて、進んでゆく。
「何やってんだよ、おまえは」
　その手を持って、引く。
「うるさい」
　由宇はそっぽを向いたまま、ふん、と鼻を鳴らした。
「お前は、あそこで正月や大晦日の話をしていればいいだろう」
　ああもう拗すねてる。透は息をついた。
「どうせ私には、そんな行事の事は分からないんだ」
　この子拗ねてる。めんどくさいヤツだ、もう。
「いいから、来いって」
　腕うでを引くと、そっぽを向いて膨れながらも、素す直なおについてくる。
「むう」
「初はつ詣もうでして、帰るから。済んだら、五人で蕎そ麦ば食べに行こう」
「蕎麦？」
　目を逸そらすのを止め、こっちを見た。
「年越し蕎麦だよ」
　本当は年末に食べるのが正しいのだが、まあ別にいい。
「夜中なのに、蕎麦など食べていいのか」
「いいんだよ。正月行事だから」
　皆、子供の時から、そうしている。
　だから、こいつも、今から、そうする。それだけだ。それだけの話だ。
「そうか」
　由宇はこちらを見て、元気よく頷うなずいた。
「では、蕎麦を食べよう」
　機き嫌げんが直った。現金なヤツだ。密ひそかに、思う。
「林は、暗いんだよ。危ないからあんまり一人で行くな」
「私は、大だい丈じよ夫うぶだ」
「それでも、危ないんだよ」
「そうか」
　由宇は、素直に頷いた。
「……そう言えば何か、妙みようなヤツがいたぞ」
「妙なヤツ？」
「ああ。……あそこに」
　頷いて、背後の林を指差す。
「獅し子し舞まいというヤツか？」
「いや、夜中から獅子舞は出ない」
「何やら、チラシみたいなものをくれたぞ」
「チラシ？」
　どこかのデパートの、新春大売出しの宣伝とかだろうか。
　透は由宇の指の先、林の中に目を凝こらした。
「まだいたか？」
「いや……」
　背後には、もう、何もいない。
　振り返って、由宇の方へと視線を戻もどす。
「何のチラシだよ」
　正月から、大変だなあ。……まあ、最近は、そんなもんか。
「見るか？」
「いや、別にいいよ」
　正月早々、人の多い所に出かける気は無い。
「なら、捨てておこう」
　由宇は、ポケットから出した紙くずを、神社のゴミ箱に突っ込んだ。
「即そく捨てかよ」
「私は帰ってテレビを見たい」
「正月番組か……あんま、夜よ更ふかしするなよ」
「午前一時から、黄緑率いるバンド『グリーン・グリューネ』が演奏する」
「語ご呂ろがいいんだか悪いんだがよく分からん芸名だな」


「あ、あけましておめでと。うん」
　家の電話の受話器を持って、透は向こうにいる相手と喋しやべる。
「うん。平気だって。高校は、ちゃんと毎日行ってる。新年は八日から。おれもさ、この十四日で十七歳さいだから。その辺は平気だって。……誕生日祝い？　いや別にいいよ。大丈夫だって。ちゃんとやってるから。……うん。それじゃ」
　がちゃ。電話を切る。
「ふう」
　たまに大人とちゃんと喋ると、疲つかれる。透は、少し、背筋を伸のばした。
　背筋を伸ばしたついでに、縁えん側がわから外を見る。
　元がん日じつの、朝。夜中の雪雲はどこかへ行ってしまい、正月は快晴だ。
「誰だれだ？　今のは」
　食堂から、由宇の声がした。
「叔お父じさんだよ」
　返事して、台所へと戻る。雑ぞう煮にの鍋なべが、かけっぱなしだ。
　ぐらぐらと煮にえたぎる鍋の中にお玉を入れ、再びかき混ぜる。
「久しぶりに、あの人と喋ったな……」
　鍋の中で、にんじんとカブと大根がぐつぐつと踊おどっている。そろそろ、完成だ。
「叔父さんは、お年玉をくれないのか」
「くれないよ。叔父さんと言っても若いんだ。二十八歳」
「ふむ」
「まだ、独身だし」
　ぐらぐらぐら。火を止め、もう一回ぐるりとかき混ぜて、出来上がり。横のオーブンでは既すでにもちが四つ焼けている。手を伸ばして扉とびらを開け、トレイを引き出す。
「もち、何個入れる？」
　実は、自分は雑煮をあんまり好きじゃない。透は密かに思った。もちは、焼いたヤツをそのまましょうゆと海の苔りで食べるのの方が好きだ。
　けど……まあ、由宇もいるし。
「三個」
「三個かよ」
　正月は、雑煮だ。
「……と、正月と言えば、お前」
　出来た雑煮を椀わんに入れ、もちを放ほうり込んで、食堂の机へと運ぶ。
「愛華とかに、年賀状出したのかよ」
「ん…………ああ」
　雑煮の椀を受け取りつつ、曖あい昧まいな返事。出してないな。さては。
「出せよ。他ほかのクラスメイトもいるだろ。ほら、えっと秋あき茂しげや……池いけ村むらだっけか」
「むう……」
　由宇は箸はしを取りつつ、唸うなった。いまだ、手紙は苦手な模様。
「出しておけって。そうすれば来年、年賀状の話も出来る」
「来年？」
「そう。来年の今日も、正月は来る」
「正月か……」
「そうだよ」
　今年も、正月は来た。来年も、来るだろう。こうして。


「正月と言うが」
　中庭から射さし込む新春の朝日の中、騒さわがしいテレビの声を背景に、由宇はぞぞぞぞぞ、と音を立てて雑煮をすすった。
「いつも通りだな」
「うん」
　同じく、透は、雑煮の中に箸を突っ込み、もちを取り出す。
「いつも通りだ」
　正月と言っても、結局、そんな感じだ。
「…………分からん」
　立ち上がってお代わりを入れつつ、由宇はまた首を捻ひねった。
「正月は、分からん」
「大きくなったら、分かるんじゃないか」
「私は高校生だぞ」
「はいはい」




　事務所に入った少年に向け、中にいた女性が、声を掛けた。
「あら、灰はい人とさん」
　少年……訃ふ山ざん院いん灰人は、嫌いやな顔をした。
「あけましておめでとうございます」
「また、君か」
「またとは何ですか」
　この事務所は、いつもながら、人がいない。
「他の連中はどうしたのさ」
「紫し暮ぐれさんは、いつも通りですよ」
「分かってる」
「黒くろ部べさんと黄緑さんは、正月は忙いそがしいそうです」
「ふん」
「特に黒部さんは、童どう子じさんと七尾家で何か近々あるらしくて、その準備ですね」
「まあ……ねえ」
「蒼あおいさんは、昨日からこっちに来てますよ。明後日までは、こちらにいるそうです」
「へえ」
　少年は、事務所の中を見回した。
「いないじゃん。どこ行ったのさ」
「買い物です。何か、薬局で買いたい物があるのだそうで」
「ふうん」
「何でも、十二月の半ばくらいに学校の皆みなで山に合宿に出かけて」
「学生は気楽でいいねえ」
「で、その時、寝ねる前に愛華さんと由宇さんの話を聞いて」
「アイツ、他人と会話なんか出来たのかよ」
「出来ますよ。……で、由宇さん、透さんに、色々とやってもらってるらしくて」
「透くんが由宇ちゃんに、色々と？　……はあ」
「あの二人は、仲がいいですね」
「そうか。透くんも、意外と早く手を出すなあ」
「由宇さんも、初めは痛かったそうですけど、もう大丈夫だそうです」
「いや、ぼくはその辺は知らないけど」
「で、蒼さんもその話を聞いて、その事に興味を持って」
「アイツ、物事に興味なんて持つのかよ」
「持ちますよ。……で、帰って自分一人の時にそれ試ためしてみたけど、あまりうまくいかなかったそうです」
「はあ」
「まあ、初めは、自分一人ではなかなかうまくいかないもんですよね」
「そういうモンなの？　いや、ぼくは知らないけど」
「無理にやったら、鼓こ膜まくが破れたり中ちゆ耳うじ炎えんになったりします」
「鼓膜？　中耳炎？　なんでそんな事になるのさ。性病とかなら分かるけど」
「なんで性病？」
「ああ、いや。そっちの世界は色々奥おくが深いそうだから、何も言わないけど」
「で、よく分からないから、今度透さんに教えてもらうそうです」
「意外と、積極的に動いてるねえ」
「そうです。蒼さんは、自分で動いてますよ。自分の為ための買い物を、しに行きました」
「確かに薬局で売ってるね。薄うすいヤツが」
「あまり装そう飾しよくとかが付いてない、シンプルなやつが欲ほしいそうです」
「いや、その辺も、個人の趣しゆ味みの範はん疇ちゆうだろうけど」
「そう。個人の趣味まで持ち始めたんですよ。凄すごいですね。……まあ、十とつ葉はの地元スーパーで買ったらいいとも思うんですが、その辺の柔じゆ軟うな性んせいが、もう少しですね」
「地元スーパーには、あんまり売ってないだろ。それ」
「売ってるでしょう。見ないですか？」
「いや、あまり見ないけど。薬局でもたいてい隅すみの方に置いてあるし」
「耳がよくなるそうですよ。それをやると」
「なんで耳がよくなるのさ。色っぽくなるとかなら分かるけど」
「なんで色っぽくなるんですか？」
「ぼくらの話は、多分最初からかみ合ってない」
「そうですか」
「……ま、どうでもいい」
　灰人は自分の机に座すわり、引き出しを開けた。
「蒼あお、透くんの近くにいるなら、彼の『異変』にも気付きやすいだろうさ。何かあったら、すぐに知らせろ」
「まだ言ってるんですか？　いい加減に諦あきらめてくださいよ」
「何か、見み逃のがしている気がする……」
「考えすぎですってば。……ところで、灰人さん」
「何だよ」
「そんな事より、他ほかに、身近に、考える事があるでしょう」
「何かあったっけ」
「年を、越こしたんですけど」
「ああ。越したね」
「ビルの入り口に、しめ飾かざりをしておきました。デパートで買ったやつ」
「外せよ」
「みかん付いてましたよ」
「いいから早く外しとけよ」
「折せつ角かく、正月なのに」
「何か話があったんじゃないのかよ」
「ああ、そうです。……『ベルフェゴォル』の件は、どうなったんですか？」
「ベル……ああ」
　少年は鼻で笑い、横を向いた。
「そうか。そういうのもいたね。確か」
「覚えてないんですか？」
「覚えては、いるよ」
　少年は、開けた机の引き出しから、携けい帯たい用のレコーダーを取り出した。
「また、職場にそんなものを」
「ん……まあ」
　レコーダーにイヤホンを差し込みつつ、少年は低く呟つぶやく。
「じゃあ、あと半月後くらいに、テキトーに終わらせるよ」
「そうですか」
　浅あさ黄ぎは、それを見て頷うなずく。
「しかし、不思議ですね」
「何が」
　少年は、イヤホンを片耳に突っ込みつつ、浅黄の方を向いた。
「『ベルフェゴォル』の能力は、記き憶おく操作針でしたよね」
「よく覚えてるねえ。そんな細かい事」
「彼、『白の使徒』でしょう。重要ですよ」
「大して重要じゃない。毎度おなじみの、紫暮言う所の『白い人』の『失敗作』だ」
「失敗作と言っても、立派に私たちの敵ですよ」
「大した相手でもないだろ」
「そうですけど、不可解です」
「何が」
「彼、『針』を、自分に刺さしているそうじゃないですか」
「そうだよ」
　レコーダーのボタンを操作しつつ、少年は頷いた。
「『ベルフェゴォル』の右手には、『針』が突つき刺さってる。いつも、ね」
「……なんで、そんな事を？
　自分の記憶操作能力を自分に使って、何の意味があるんでしょうか？」
「自分に刺したら、後で回収できるだろ。自分の『宝石』を、減らさずに済む」
「そういう問題じゃないですよ。それ、刺している間、自分の記憶が消去されるって事じゃないですか。……彼、いったい、何やってるんですか？」
「さあ」
　少年は、鼻を鳴らした。
「きっと、馬ば鹿か馬鹿しい理由だよ」
「……想像、ついてるんですか？　灰人さん？」
「だからさ、半月後に……そうだな、十四日には終わらせるってば」
五章　日常、または後片付け




　一月も既すでに半分が過ぎ、十とつ葉は市に本格的な冬がやってきた。
　町外れ、裏通りの細い道の横断歩道の前。すっかり葉を落として冬を耐たえる街路樹と、明るく輝かがやく自動販はん売ばい機き。とうに灯ともった街灯と、青く点てん滅めつする歩行者用の信号。『押おしボタン信号』の装置。車も歩行者も滅めつ多たにない、裏通りの細道。その横断歩道。
「やあ」
　灰色の少年は、そこに立っている。
　点滅を止め、赤へと変わった歩行者用信号、それを従えるように立つ自動車用の信号と、吊つるされた『押しボタン信号』の標識、それに絡からまる黒いコード。
「前に君と会ったのは、十一月。そして、今日は一月の十四日……」
　灰色の少年は──訃ふ山ざん院いん灰はい人とは、信号機の横、横断歩道の前で、声を出す。
　横断歩道の向こう、向かいに立つ人ひと影かげに向けて。
「二ヶ月以上ぶり、だね」
　少年の口が、すいっと、笑えみの形に変わった。
「元気に、動き回ってたみたいで」
　吹ふき込んできた北風の音が、少年の言葉の端はしを飾った。
　北風は、向かいに立つ人影の着る、長いローブの裾すそを揺ゆらした。
「『ベルフェゴォル』」
　少年は目を細めて、向かいに立つ人影の名を呼んだ。
「…………」
『ベルフェゴォル』は、静かに立っている。
「お前は」
　その口が……半仮面の下の口が、かすかに動いた。
「お前は……あいつの、仲間だな」
　その口から、冬の風のような言葉が漏もれる。
　言葉と共に、人影はローブから右手を出した。
「『あいつ』？　さて、誰だれの事かな」
　喋しやべる少年に向け、『ベルフェゴォル』は、右手に持っていた武器を向けた。
「ひょっとして、浅あさ黄ぎの事？」
　少年は、自分に向けられた武器を……狩しゆり猟よう用のクロスボウを瞳ひとみに映しつつ、軽い調子で言葉を続ける。
「そうか。君、浅黄に負けたんだっけね。昔」
『ベルフェゴォル』は、クロスボウの引き金を、引いた。




「おい！　由ゆ宇う！」
　居間の畳たたみに掃そう除じ機きをかけつつ、透とおるは由宇に向けて怒ど鳴なった。
「なんだ。透」
　ごおおおおおおおおおおお。ずおおおおおおおおおお。不必要にでかい音を立ててゴミを吸い込む旧式の掃除機。しかし、少女は、それを意に介かいす風も無い。
「何の用だ」
　まったく動じない。居間の中心、コタツに座り込んだまま、動かない。座ったまま、机の上に広げた読みかけの本から、視線を外さない。ごおおおおおおおおおおおおばおおおおおおおおおおという爆ばく音おんは完全に無視。
「何の用だ、じゃない」
　掃除機のスイッチをオフにして、言い返す。
　ばおおおおおおおおおお……おお…………おおお……
　音を吐はく竜りゆうのような機械は、イヤイヤながら、静かになった。
「今は、掃そう除じ中だ」
　右手に持った掃除機吸い取り口の先を、少女の横顔に突きつける。
「どけ」
「私に気を遣つかうな」
　少女は、やっと本から目を離はなし、しかし姿勢を変えないままこっちを見た。
「充じゆ分うぶんに続きをしろ」
　なんて言い草だ。
「その布ふ団とんを上げて、コタツの下も掃除するんだよ」
　煎せん餅べいの粉末とかがよく散らばっている。
「…………」
　少女は、無言で目を逸そらした。
「おい。由宇」
　そのまま、本のページを捲めくる。
「…………」
　無視。いい度胸だ。透は掃除機の先、ごみ吸い取り口をホースから外す。
「おい。そこをどけ」
「どけない」
　本に目を向けたまま、頑かたくなに返事。
「よし」
　透は頷いて、ホースの先を少女のほっぺたに当てる。
「ん？　おい、な……」
　少女の怪け訝げんそうな声を無視し、スイッチオン。
　ごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
「だああああああああああああああああ！」
　由宇は、叫さけんだ。
「なっ何だっおいっ何が起こっているっおいっ顔が私の頬ほおがっ」
　半年経たっても柔やわらかい。少女のほっぺたが見事に丸く吸い込まれている。
「何をしている！　おいやめろっ顔が痛いー！」
　少女は、ほっぺたを吸い込まれたまま叫んだ。なかなか面おも白しろい。
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「やめろー！」
「どけー！　そこをどけー！　掃除の神がお怒いかりだー！」
「お、おい、止めろ！　これを止めろっ機械を止めろー！」
『強』にしてみる。
「があああああああああああああ！」
　少女は本を放ほうり出し、ほっぺたにくっつくホースを左手で掴つかんで力を込める。
　ぐぐぐぐぐぐぐ。少女と機械は暫しばらく引っ張り合って、そして、
　ぽん。
　抜ぬけた。ほっぺたに、丸い跡あとが付いた。
「なんという事をするのだ！」
　ほっぺたに赤丸を付けたまま、少女がわめく。
「だからどけと言ってるだろうが。掃除してるんだよ」
「あと少しで、この本を読み終わる」
「お前なあ」
　透は右手で掃除機のスイッチを切りつつ、左手で部屋の時計を指差して、言う。
「もう、四時だぞ」
　既に中庭にも西日が射さし込み始め、一時間もすれば、夕暮れがやってくる。
「お前、今日一日、何にもしてないだろうが。暇ひまなら暇で、自分の部屋の掃除とかしろ」
「まだ正月だろうが」
　由宇は、跡が付いたままのほっぺたを膨ふくらませた。
「正月なら十日前に終わった」
　今日は、土日に成人の日を足した三連休の、最後の日。一月十四日。
　……っと、十四日と言えば。単語で思い出す。今日は、自分の誕生日だ。十七歳さいの、誕生日。まあ、特に誰にも言っていないし、別に何もないだろうが。
「もう十四日だぞ。正月ってのは、三が日までで……」
「あ」
　こちらの言葉に反応し、由宇は小さく声を出した。
「どうした？」
「そうか」
　カレンダーを見て、思い出したように、一言。
「少し、出てくる」
　少女は、唐とう突とつに立ち上がった。
「はあ？」
　透は、掃除機を持ったまま、少女の顔をまじまじと見つめる。
「お前、もう夕方だぞ。じきに、暗くなって……」
「少し、買い物がある！」
　言い捨てて、部屋を出て行く。そのまま靴くつを履はいて、外へ。
「一時間ほどで、帰る！」
　こちらの返事も聞かず、後ろも見ずに、家を飛び出してゆく。
「……ったく」
　透はため息をついて、また掃除機のスイッチを入れた。




「酷ひどいなあ」
　少年は……訃山院灰人は、立ったまま呟つぶやいた。
「いきなり攻こう撃げきだなんて、文明人のやる事じゃないよ」
　左手をポケットに突っ込んだまま、わざとらしく息をつく。その右手には、矢が握にぎられている。細い、アルミ製の矢。さっきまでクロスボウに番つがえられていた、矢。
「……」
『ベルフェゴォル』は、しかし、既すでに、次の矢を装そう填てんしている。
　二本目の矢が、番えられた殺傷力抜ばつ群ぐんの武器が、再び、少年の方へと向けられ、
「それ、さ。人に向けちゃ駄だ目めなんだぜ」
　引き金が、引かれた。
　至近距きよ離り、十メートル程度しか離れていない場所から放たれた矢は、
「説明書の注意書き、ちゃんと読んでおけよ」
　矢は、目標に到とう達たつできなかった。
「通信販はん売ばいで買っても、その辺は同じだぜ」
　ひゅっ。軽い音と共に、少年の右手に握られる矢が、二本に増えた。
　真まっ直すぐに飛来してくる矢を、空中で掴んで、止めた。
　偶ぐう然ぜんではない。『ベルフェゴォル』は、それをやっと理解し、しかし怯ひるまなかった。『敵』を──『欠片かけら同盟』を──『人間離れした連中』を相手にした時の、適切な身体の使い方。戦い方。記き憶おくにある。そう、あの日々の中、仲間と共に開発した戦せん闘とう方法。
『ベルフェゴォル』は、それを実じつ践せんしようとして──
「そう、焦あせるなよ」
　──しようとして──寸前、動きを止めた。動きを止め、少年の左手の先、今少年がポケットから取り出した「モノ」を、その目に留とめる。
　少年が取り出した『白薔ば薇らの封ふう筒とう』を。
「お。聞く気になったかい」
　白い封筒を左手に摘つまんだまま、少年は鼻から息を吐いた。
「そう。気になるよね。この手紙は、君のの筈はずだ。なのに、なんで、ぼくの手にそれがあるのか──自分が十葉市で一いつし生よう懸けん命めい配っていたものが、なんでよりによって、こうして『敵』の手にあるのか。うん。聞いておかないと、まずいよね」
「…………」
『ベルフェゴォル』の、視線の先。
『白薔薇の封筒』を持った少年は、笑いながら呟いた。
「その辺も含ふくめて──少し話をしようよ、ベル君」
「…………」
「なに、大して長い話じゃないよ。──ちょっとした、後始末さ」




　掃除が、終わった。
　透は掃そう除じ機き本体のボタンを押おし、後部を開いた。中の紙パックを取り出してゴミ箱へと放り込み、新しいパックを装着。コンセントを抜いてコードを手た繰ぐり、掃除機を仕し舞まう。
　コタツ机の上に上げてあった布団を元通りにし、テレビの上に避ひ難なんさせてあった煎餅とみかんを元の位置に。コタツのコンセントを再び差し込み、スイッチを入れる。以上。掃除終わり。時計を見上げると、午後五時。そろそろ、日が暮れ始めている。
　コタツに足を突っ込み、テレビをつけつつ、独り言。
「どこへ行ったんだ……由宇は」




　そろそろ、日が暮れ始めている。
「さて、と」
　カランカラン、と音を立て、アルミ製の矢が二本、アスファルトに転がる。
「どこから話そうかな」
『ベルフェゴォル』の半仮面は、動かずに、それを見ている。
「そうだな、まずは……」
『ベルフェゴォル』は、クロスボウを放り出した。放り出したその動きのまま、僅わずかな足音も立てずにアスファルトを蹴ける。まさに常人の目には留まらない速度、衝しよ撃うげ波きはのような風と共に少年との距離をつめ──そして、
「おいおい」
　その右手に握られたナイフが少年のいた場所を通過したその瞬しゆ間んかん、声は上から響ひびいた。
「対話の前に、まず暴力？　まあ、効果的ではあるけどさ」
　少年は、『ベルフェゴォル』の上空、信号機の上に立っている。
「それじゃ組織運営は出来ないね。『ルシファー』は、もっと賢かしこかったよ。暴力ってのは強力な力だけど、だからこそ普ふ段だん使っちゃいけない。ここぞという時の、切り札だ。
　……普段からこんな芸当してちゃ、警けい戒かいされるだけだろ？」
　信号機の上の少年は、軽口を叩たたきつつ『ベルフェゴォル』を見下ろす。
「ほら、あの時は市長とかが一いつ緒しよにいただろ？　精々、勇気ある警察官その一を気取るしかなくてさあ。……ま、今ここには誰もいないからさ。遠えん慮りよはしなくていい訳だ」
「…………」
　少年の、挑ちよ発うはつするような軽口と共に、
　がしゃん。放り投なげられたクロスボウが、やっと、地面に落ちた。
「おっと……やっぱ、こんなトコ乗ってると、声が届きにくいか。そりゃそうだ」
　言い終わったその時には、少年の身体は既にアスファルトに着地している。
「という訳でさ、逃にげるのはなしだよ。折せつ角かく忙いそがしい中、会いに来てやったんだからさ。
　……あ。そうだ。じゃあここで、まず一つ謎なぞ解ときといこうか。ぼくらが、ここで会えた理由。君が今、ここでぼくに見つかった理由だ。君はずっと、ぼくらとの接せつ触しよくを避さけていた筈だ。なのに今ここで、また再会してしまった。偶然なんかじゃないよ。そんなのは、最初の一回で充じゆ分うぶんだ。二回目のこの出会いには、種も仕し掛かけもあるんだ。ほれ」
　少年の左手に、いつの間にかレコーダーが握られている。イヤホンが付けられた、小さな音声再生機。
「盗とう聴ちよ器うき」
　事も無げに、単語を吐はく。
「二ヶ月前、初めて出会ったあの時にさ、君に発信機をつけたんだ。『針』を刺さされるのと引き換かえにね。で、それで君のアジトを見つけ、君のいないときにこっそり忍しのび込んで仕掛けた。……簡単な種だろ？　種明かしなんて、するもんじゃないね……っと！」
　ひゅん！
　言葉と共に、少年の右みぎ腕うでが動いた。
「逃げるなよ」
　少年の右手から投とう擲てきされ、街路樹の幹に突つき刺さったアルミの矢が、びぃぃぃいん……と、揺ゆれた。
「ぼくの話を全部聞き終わるまでは、ちゃんとそこに立ってろよ」
　少年はわざとらしく腰こしを屈かがめ、足元に転がる二本目を拾い上げる。
「さて……じゃ、白ける前に、そろそろ本題に入ろうか。……そうだな。まずは、ちょっとした昔話からだ。四年前の話。四年前、この十葉市に一人の男がいた」
　半仮面は、変わらず少年の顔を見た。
「おっと。四年前と言っても、そんなに話は長くならないよ。すぐに、終わるさ。
　その男はね、高校生だった。四年前に、高校三年生だ。……その男は、十八歳の時に十葉高校を卒業、そして遥はるか離はなれた土地、大おお阪さかの大学へと進学した。
　十八歳。親許もとを離れ、新しい環かん境きよう、新しい土地、新しい人々。輝かがやく将来じゃないか」
　少年は、左手の封ふう筒とうを軽く振ふった。
「けど、輝いて見えるものでも、近くに寄ってみると闇やみがあるものさ。ありふれた言い方だけどね。その男は、その闇にハマった。……大げさな話じゃないよ。単純な話さ。新しい生活で、男には友とも達だちが出来なかったんだ。それまでの環境から離れたはいいが、新しい環境が出来なかったんだ。その男の周りには、誰だれもいなくなってしまったんだ。
　そして……初めのきっかけを見失ったその男は、しかし途とち中ゆうの努力もせず、そのまま一人で三年生までを終えた。ほら。もう三年経たった。短い話だろ？」
「…………」
「ま、『君』にとっては無関係の、気の滅め入いる男の話だけどさ。聞いてくれよ。ここからが面おも白しろいんだからさ。……さてそうして迎むかえた大学四年生の春。皆みな連れ立っての就職活動が、そろそろ本番を迎え始める時季……その孤こ独どくな男に、転機が訪おとずれた。物もの凄すごい転機が」
　少年は、わざとらしく笑い、単語を吐いた。
「『白い人』だ」
　吐いた単語を、面白がるように舌に乗せる。
「四月の九日。その男の前に突とつ然ぜん現れた『白い人』が、その男に『白い宝石』を渡わたした。……知ってる？　『白い人』ってさ、人々に自分の『宝石』を、配り歩いているんだよ。そして、その『配布』は、二回に分けて行われる。この時の『配布』が、一回目だ」
　夕日が、少年の足元を、覆おおい始める。
　町は、静かに、暮れてゆく。
「……おっと。話がそれたね」
『ベルフェゴォル』の影かげは、動かない。
「……で、さ。その一回目の『配布』で、男は『白い宝石』と、それによる『人間離れした力』を手に入れた。『人間離れした力』を……『他人とは違ちがう力』を、ね。
　そう──その孤独な男は、『他ほかの連中とは、違う存在』に、なったんだ。
　そして更さらに、オマケまであった。その男は、『希少種』だった。未知の能力まで、開花し始めた。素す晴ばらしいね。極小の可能性をものにして『人間離れ』をし、そして、更にその上で希少能力獲かく得とくだ。ちょっと前までは、他の誰にも相手にされない冴さえない存在だったってのに、一気に大逆転だ。『他の誰か』なんか相手にもならない、力と能力。奇き跡せきってのは、こういう事を言うんだろうね」
　半仮面は、夕暮れの町、静かに、立っている。
「その男の能力は『配布』から二ヶ月弱、五月の半ばくらいに発現し始め、そして七月一日、二回目の『配布』で完成した。その男は『能力』を、手に入れた。
　さらに、そのおかげで──その男には、仲間が出来た。
　その男は、同じ『人間離れした力』を持つ者達の誘さそいを受け、その一員になった。
　その男は、同じ力を持ち、同じ世界にいる『人間離れした仲間達』を、見つけた。
　次は……そう、次は、順当に『悪の組織』が、出現した。
『ある組織』から盗ぬすみ出した書類には、『その組織』の、悪の行こう為いが記されていた。
　自分たちは力を合わせ、この『人間離れした力』を使い、『悪の組織』に立ち向かおう。
　その中の、その世界の中での時間は、男にとってまさに至高の時間だっただろう。隣となりには『同志』、自分には『能力』、そして足元には『力を持たない、取るに足らない人々』。相対するは『悪の組織』。……理想的だね。まさに理想的なユートピアだ。
　突然手に入れた『白い宝石』。そしてそれのもたらす『人間離れ』によって、その男は一転、夢の世界の住人になったんだ……
　……けれども」
　少年はふっと息をつき、わざとらしく首を振った。
「その世界は、ほんの数ヶ月も、保もたなかった。『悪の組織』は、彼らが思っていたよりも遥かに、物凄く、身も蓋ふたも無く、強力だった。『悪の組織』の公安活動は彼らが思っていたよりもずっと精密で、『悪の組織』の実行能力は彼らが思っていたよりも遥かに容よう赦しやが無く、『悪の組織』から派は遣けんされてきた者は、彼らが思っていたよりずっと強かった。
　七対七、それなりに互ご角かく──そう思っていたのに、七人がかりで一人にすら勝てやしなかった。その男の仲間達は為なすすべなく、そしてリーダーはとっ捕つかまった。
『その男の世界』は、そういう風に、『悪の組織』に、負けた。
　──『煉獄ブルガトリオ』は、そういう風に、『対策室』に、負けた。世界は、あっさり終わった」
　少年は、半仮面を見た。
「だけど、その男は、その男はただ一人、まだ諦あきらめなかった」
　灰人は、『ベルフェゴォル』の顔を、見た。
「その男は……それが終わった時、既すでに大学四年生の半ばだった。最も早はや、就職どころか、卒業すら難しくなっていた。その男は実家へと帰り、自分の部屋へと閉じこもって……父親と喧けん嘩かになった。まあ、無理もないよね。大学四年生にもなって、何やってんだよって話だよ。その男の父親は、そのせいで、町の祭りにも参加できなくなった」
　灰人は言葉を切り、そして、男の顔を見た。
「折せつ角かく、友人の大おお熊くまや小お川がわも待っていたってのにさ、可か哀わい想そうなもんだよ。
　……なのに、その男は、改心も反省も無く、卒業に向けた最後の努力をする事も無く」
　灰人は、男の顔を見て、そして、
「その男は、また、似たような事を、始めた」
　そして、はっきりと、嘲ちよう笑しようした。
「その男の名は『中なか村むらたかし』。
　……君の事だよ。『ベルフェゴォル』」




「帰ったぞ！」
　赤い自転車が、息せき切った叫さけびと共にガレージに突とつ入にゆうしてきた。
　降り立った少女が、そのままの勢いで叫ぶ。
「夕ご飯は、まだ食べてないか！」
「食べてないよ」
　透は台所の窓からそれを見下ろしつつ、応こたえた。
　いつもの炊すい飯はん器きのデジタル数字は「５」。もうすぐ、炊たき上がる頃ころだ。オーブンも動き始め、中ではベーコンに包まれたアスパラガスがカリカリと焦こげ始めている。なべではジャガイモとたまねぎがぐつぐつと踊おどり、後は味み噌そを入れれば完成。
　後は、昼の残りのほうれん草のおひたしでも出そう。
「もうすぐ出来るよ」
「そうか」
　荒あらい息をつきつつ、自転車の荷台から二つ、荷物を取り出す。ピンク色の箱と、黒くてでっかい買かい物もの袋ぶくろ。
「何、買ってきたんだよ」
　透は、冷蔵庫を開けながら尋たずねた。
「すぐに、分かる」
　少女は、二つの荷物を提さげたまま台所の戸を開け、宣言した。
「そうか」
　ぴーっ！　炊飯器が甲かん高だかい音と共に水蒸気を吐く。
「じゃあ、手を洗ってこい。もうすぐ飯だから」
　言いながら炊飯器を開け、中のご飯を仏ぶつ壇だんお供えの椀わんに入れる。
「分かった」
　少女は、ピンクの箱を食堂机の中心におき、洗面所へと走ってゆく。
　いつも通り、いつもの夕暮れが、過ぎてゆく。




「中村たかし君」
　少年は笑ったまま、念を押おすように名前を吐いた。
「と言っても……『今の君』には、覚えが無い名前だろうけどね」
『ベルフェゴォル』は、半面の仮面越ごしに、少年を見た。
「今の君は、『ベルフェゴォル』。十葉市に出しゆ没つぼつする、謎なぞの怪かい人じんだ。理想的な正義のヒーロー、名前の無い正義の味方だ。……それ以外の、誰だれでもない。君自身ですら、そう思っている。……その、右みぎ腕うでの『針』のせいでね」
　瞳ひとみに映る少年は、相変わらず、笑っている。
「数時間前、君が自分自身に刺さした、その『針』のおかげで、ね」
　笑ったまま、嬲なぶるような言葉を、吐はき続けている。
「『中村たかし』は、記き憶おく操作針を自分に刺している。毎日。『中村たかし』は家を出て、そして怪人の服装に着き替がえ、自分の体に針を刺す。『ベルフェゴォル』は、そうして発生する。完全無欠の正義の味方、何者でもなく、誰でもなく、他ほかに何をする事もなく、ただひたすら自分の信じるもののために──そして、針の効果が切れると共に『ベルフェゴォル』は『中村たかし』へと戻もどる。『中村たかし』は、夢から覚めるんだ。いや、『その男』にとっては、『中村たかし』こそが夢か。そして……」
　少年は、左手に摘つまんだままの『白薔ば薇らの封ふう筒とう』を掲かかげ、そして指を離した。
「コレを、配り歩いてる。百円ショップで買った封筒に、コンビニでコピーした手紙を詰つめたコレを。昔、自分が『ルシファー』に勧かん誘ゆうされた手口を、見よう見まねで真ま似ねして、ね」
『白薔薇の封筒』は、ひらひらと宙を舞まい、落ちてゆく。
「『ルシファー』と同じ事をして、同じような仲間を集める為ために。
　いなくなった同志を、かつての仲間の代わりの存在を、再び集める為に。
　誰か私の仲間になってくれ。誰か私の世界に来てくれ。誰か私の話を聞いてくれ──」
　白い封筒は、地に落ちた。
「生あい憎にくだ」
　少年の指から、きぃん、と澄すんだ音がした。
　音と共に、地面に落ちた白い封筒の隅すみに、小さな炎ほのおが発生する。
「生憎だったね」
　純白の封筒が、隅から、灰になってゆく。
「生憎だ。誰も君の事なんか気にしちゃくれなかった。生憎だったね。この世の恐おそるべき真実と、それに裏打ちされた素晴らしい意見に皆が感動して、集まってきて、そして仲間になってくれる筈はずだったのにさ！
　ああ。そうだ。忘れてた。最後の種明かしだ。ぼくがなんでこの『白薔薇の封筒』を持っていたか？　凄すごく簡単で単純さ。蒼あおだよ。君がコレを渡した、その一人だ。この封筒を受け取った蒼は、そのままそれを浅黄に渡わたした。そして封筒はそのままぼくの所へ来た。
　当然だろ？　『普ふ通つうの人間』はさ、誰とも分からないヤツが述べるつまんない主張なんて、聞きたくないんだよ。正体不明の男が声こわ高だかに意見まくし立てたって、無視して終わりなんだよ。君の意見や主張は、誰の耳にも届きやしなかったんだよ。まったく、『普通の人間』ってヤツは、どいつもこいつも、嫌いやになるくらい普通だよね。ええ？」
　手紙はどんどん燃え、灰になってゆく。
「『中村たかしは、どこにもいなかったんだ。ベルフェゴォルは、誰でもなかったんだ。だから、誰もその話を聞こうとしなかったんだ』……ぼくの知り合いの『おっさん』が言ってたよ。なにやら、大した意味もない事を、大おお仰ぎようなセリフで説明するのが好きな人でね。意味ありげで意味のない韜とう晦かいさ。鬱うつ陶とうしいよね。別に今後の人生の参考にする必要なんかないよ。そんな機会は、もう君には無いし」
　小さな炎が、闇やみの中で輝かがやいている。
「さて、そろそろ、時間だよね」
　日が、暮れた。
「君の『針』の魔ま法ほうも、そろそろ、解けるんじゃないか？」
　手紙が、燃もえ尽つきた。
「『ルシファー』藤ふじ原わら悟さとるは、入院したよ」
『白薔薇の封筒』は、灰になった。
「『レヴィアタン』西にし山やま光こう一いちは、就職活動中だ。今日、面接だってさ。
『サタン』鈴すず木きひろしは、実家自営業の社員になったよ。
『マモン』山やま岡おか次じ郎ろうは、家で資格の勉強をしてる。
『ベルゼブブ』松まつ浦うら登のぼるは、一年遅おくれで高校へ行くらしい。
『アスモデウス』佐さ藤とうのり子は、来週にお見合いだってさ」
　白い封筒は、もう元の姿を留とどめない。
「さて、君は、いつまでそうしてるんだ？」
　少年は、灰になった手紙を、足で踏ふみつけた。
「誰でもないまま二十二歳さいになって、大学四年生にもなって、もう、一月も半ばだぜ？
　君は、これから、どうするつもりなんだ？　いつまで、そんな事をしてるんだ？
　そんなに『人間離ばなれ』して、どうするつもりなんだ？　ええ？　たかし君？」




　ピンク色の箱が、開けられた。
「な」
　透は、由宇が開けた箱の中を覗のぞき込んだ。
「ケーキ？」
　中には、ケーキが入っていた。五号サイズのショートケーキ。イチゴとメロンとみかん。カラフルなフルーツが、白い大きな大地の上にちりばめられている。
「お前は、今日」
　由宇は、箱のフタを手に、威い張ばった。
「十七歳の、誕生日だろう」
　確かに、そうだ。
「何で知ってるんだ？　おれの誕生日」
　別に、特に誰にも言っていないのに。
「正月、叔お父じさんと話していただろう。私は、ちゃんとお前の話を聞いていたぞ」
　そう言えば……『この十四日で十七歳』とか、チラッと言ったような。
　……覚えてたのか……
「そして、誕生日といえば、ケーキでこういう事をすると、聞いた」
　自信満々の表情で、箱の蓋ふたにセロテープで付けられていたローソクを外す。十七本。
「お、おい、まさか」
　こちらの声を聞かないまま、由宇は箱のフタを脇わきにどけ、十七本のローソクをケーキの上にどんどん立ててゆく。
「よし」
　白い大地の上に、証あかしのように屹きつ立りつした十七本を満足げに見下ろし、由宇は命令する。
「電気を消すぞ。暗くしろ」
「おい……」
　透は、頭を掻かいた。十七歳にもなって、そんな事をやらせるつもりか。
「さっさとしろ」
　偉えらそうに呟つぶやきつつ、マッチでローソクにどんどん火を点つけてゆく。赤い炎が、白い大地に輝く。
「今日はつまり、『祭りの日』だ。普ふ段だんの日々の中の、普段とは違ちがう日だぞ」
　十七個目の炎を作り出しつつ、確信する口調。
「祭りには、イベントが要いるだろう……一息で消せよ」
　そしてそのまま立ち上がり、部屋の電気を消した。
　暗くら闇やみの中、十七個の炎が、ケーキの上で揺ゆれる。
「お前なあ」
「何だ。観客が足りないか？　では私の部屋にいるぬいぐるみ達たちを連れてこようか」
「いや、いい」
　透は、手を振ふった。そして、その手でガッツポーズを作り、気合いを入れる。
「よっしゃ消すぞー」
「消せ！」
「おりゃー！」
　ローソクが消され、部屋が、真っ暗になった。




　日は沈しずみ、辺りは真っ暗になった。
「もしもし？」
　信号機に凭もたれたまま、訃山院灰人は携けい帯たい電話に向け、喋しやべっている。
「あー。片付いたよ。転がしてあるからさ、さっさと来て逮たい捕ほでも何でもしなよ」
　右手で電話を持ったまま、街路樹に刺さった矢を左手で掴つかみ、一息に引き抜ぬく。
「殺人未み遂すいも追加ね。ま、『入院』が先だから、罪状は関係ないか。
　……でも、家宅捜そう査さは出来るだろ。中村さんちの、たかし君の部屋だよ。そのどさくさに紛まぎれて、君らの『あの文書』も処分したらいい。それで祭りの時の借りはチャラだぜ。……いや、別に趣しゆ味みで引っ張ってたわけじゃないってば。ほら、万に一つ、彼の意見に耳を傾かたむけるヤツがいるかもしれないじゃないか。この機会に、危険思想のヤツを炙あぶり出せるかと……いや、だから、意い趣しゆ返しなんかじゃないってば」
　電話を、切った。
　電話を切って、足元に転がる二十二歳の青年を見下ろし、灰人は呟いた。
「『煉獄』の次は、『天国パラダイソ』ってワケだ。成じよ仏うぶつしろよ。……おっと」
　自分の言葉に、笑いを浮うかべる。
「……『成仏』は、仏教思想だっけ？　確か？」




　電気がついた。部屋が、明るくなった。
「さて」
　由宇は電気をつけたその位置のまま、声を出した。
「誕生日プレゼントだが」
　言いつつ、もう一つの荷物、黒くてでっかい買かい物もの袋ぶくろを持ち上げる。
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「あ、ありがと。中身は……」
　受け取ろうとして伸のばした手が、空を切った。
　由宇は袋を持ったまま移動し、隣となりの部屋、居間への戸を開けた。
「少し待て。用意をする」
「用意……？」
　手を伸ばした間ま抜ぬけな格好のまま、鸚おう鵡む返し。
　戸が閉まった。
「少し待てよ……この服は……普通とは違うからな。少し、着づらい……」
　戸の向こうからがさがさがさ、と袋を開ける音。ばさっ、と服が落ちる音。
「おい」
　透は閉まった戸に向け、声を出した。
「何、やってんだ」
「プレゼントの用意だ」
　確定のような声が、返って来た。
「前に、テレビでやっていたからな。私は知っている」
　テレビでやってた……プレゼント。
「しかし、あんな事をするとは知らなかったぞ。プレゼントにはリボンを使うとは聞いていたが、まさかあんな使い方をするとは思わなかった」
　プレゼント……着き替がえ……でかい袋……普通とは違う服……リボン。
「おい」
　透は、また声を出した。
「そのテレビ、いつ見た」
「深夜アニメだった」
　ふぁさ、という音と共に、返事。
「……で、そのアニメはどんな」
「一回だけ見たがな、何やら『青少年健全育成に関する放送コード』とやらに引っかかったらしくて、二回目以降は放送されなかった。……よし、できたぞ！」
「最後に、質問だけど」
　透は、身構えつつ、言った。
「その『プレゼント用の服』は、どこで買った」
「以前、ゴスロリを買った店だ」
　はい。だんだんヒントが出で揃そろってきました。
「しかし、店員の目が何だか変だったのが、少し気になる」
　ヒントは、プレゼント、リボン、着替え、放送コード、店員の変な視線です。
「そんなに小さい頃ころからそんな趣味を……とかなんとか言っていたような」
　はいまたヒントです。今度のはちょっとヤバ目の大ヒントです。
「まったく、プレゼントというのは、本当にわけが分からんな」
　がらっ、と、戸が開いた。
　由宇が、リボンにくるまれていた。
「プレゼントは私」
　真顔で言った。
「アホかー！」
「む。何な故ぜ私がアホなのだ！」
　少女は、無む邪じや気きに頬ほっぺたを膨ふくらませた。
「あの、なあ…………」
　それなりに太い、しかし勿もち論ろん衣料品としては細すぎるピンク色の装飾用布。ぺたっと床ゆかに座すわり込んだ状態の低い頭の上で、まるでネコミミのようにも見えるでっかいちょうちょ結びを作り、そしてそこから下へと繋つながっている。両りよ肩うかたからそれぞれ反対方向の腋わきの下したへと通されたリボンが上半身を隠かくし、それがそのまま背中から下半身へと伸びて腰こしのあたりで物もの凄すごく短い半ズボンのように精密に紡つむがれ、そして、
「…………」
　そして、すべすべとした肌はだとか健康的なラインを描えがくお腹なかとかそれなりに肉がついた腿ももとか綺き麗れいな形の脚あしとかそういった箇か所しよにうまいこと各所から効果的に彩いろどるように白い肌に赤いリボンがなんだか物凄く絡からみ付いて
「…………」
　透は、鼻を押おさえた。
「ん！　どうした透！　何故流血する！」
　リボンの少女は、焦あせったように身を乗り出してきた。
「…………何でもない……」
　透は、鼻を押さえたまま目を逸そらした。
「おい！　どうした！　どこか怪け我がか？」
「……何でもないです……」
「なぜ丁てい寧ねい語ご！」
エピローグ・最期




　ざざーん……ざざーん……
　波の音が、世界に、響ひびいている。


「さて」
『その世界』の砂すな浜はまで、栗くり林ばや浅しあ黄さぎは、隣に立つ女の子に向け、呟いた。
「どう思いますか？　紫し暮ぐれさん」
　隣の女の子……十歳さいくらいの、ちょっと陰かげのある、でも充じゆ分うぶんに魅みり力よくある可愛かわいい女の子。
　少なくとも、外見はそんな感じだ。年ねん齢れいの計算に合わない異常に長い髪かみの毛を後ろで箒ほうきのように縛しばり、白いリボンと黒レースによる装飾過多の服を着て、その上からぶかぶかの白衣……いや、それは薄うすい紫むらさきがかっている。紫衣とでも呼ぶべきか……を、羽織って、
「しぐれちゃんって呼んで♪　うふ」
　女の子は、サングラスを、していた。
　サングラスの上、女の子の額には、紫色の『宝石』が、輝かがやいている。
「どう思いますか、しぐれちゃん」
「ンー」
　紫暮と名乗った女の子は、小さな左手で自分の頭をぼりぼりと掻かき毟むしった。
「よく分からない、ねエ」
「相変わらず、いい加減ですね」
「ホントだヨ。ワタシの知っている限り、こんな大規模な『症しよ例うれい』は、初めてだ」
　砂浜と海うな原ばらに、太陽が照り付けている。
　砂浜の沖おきの海は、澄すみ渡わたったような青。砂浜の上の空は、澄み切きったような青。
「まァ少し、事実確かく認にんをしようかネ」
　ざざーん……ざざーん……
　波の音、波のしぶき、波間の泡あわ。絶える事も尽つきる事もなく、海は続いている。
「この島は、日本国領土の離り島とうの一つ……東海伊い豆ず諸島の一つ、神かみ代しろ島しまだ」
　砂浜、グネグネ道、バーベキューハウス。島の施し設せつは、確かに存在している。
「──いヤ、正確には、『神代島をコピーした、全く別の世界』だネ」
　だが、『この島』には、船着場がない。
　外の世界と繋がる施設が、丸ごと、『消されている』。
　それがある筈はずの場所には、ただ、砂浜だけが、広がっている。
「そして」
　紫暮は右手をポケットから出し、人差し指を指揮者のように振ふり回しながら言う。
「ワタシ達たちは、『現実世界』で眠ねむると、まれに……そうだネ、今のところ、一ヶ月に数回くらいか……『この世界』へと、出現する。出現の時や場所は気まぐれのように不安定で、決まった法則は、今のところ無い。……それぞれ、時間も定まらず、場所も一定ではない。という訳で、ワタシ達同士が『この世界』の中で会う事は、滅めつ多たにない。そして、『この世界』でのワタシ達の時間は、『現実世界』のワタシ達が、目を覚ますまで」
「『現実世界』の私たちが目を覚ますと、『この世界』の記き憶おくは、なくなっています」
　浅黄は、補足した。
「フム……。そうかネ。つまり今のところ、『現実世界』で目覚めている間は『この世界』の存在自体、認にん識しきできない訳だ」
　紫の女の子は確認するように頷うなずき、ざっ、ざっと足元の砂を蹴ける。
「『夢を見ている』んでしょうか。私達は？」
「まァ、普ふ通つうに考えると、そうだけど、ネぇ」
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　小さな足に蹴られた砂は深くえぐれ、打ち寄せる波が、その穴を徐じよ々じよに均ならしていく。
「『この世界』の感覚は、物凄くリアルだ。そもそも夢だと言うのなら、キミと私が同一の世界にいるはずがない。……普通の夢では、ないようだネぇ」
「普通の世界でも、ないようですが」
「フム」
　紫暮は、足を止めた。
　サングラスの奥おくの瞳ひとみで浅黄を見上げ、笑いつつ呟つぶやく。
「取り込んでいるのかも、ネ」
「何をですか」
「ワタシ達を、だヨ」
「何に？」
「さあて、ネ。
　時に──確か……『この世界』には、他ほかの者も居るんだっけ、ネ」
「ええ。……愛あい華かさんとか」
「愛華？　あァ、覚えているヨ。『希少種』の『破は片へん』だネ。彼女、自分の『破片』から無意識の超ちよ音うお波んぱを放ち、その反射によって他の『宝石』の場所を特定するんだっけか」
「ええ、そうです」
「遠えん隔かくで、情報のやり取りをしてる訳だネ。まるで、無線通信だネぇ。……ン？　とすると、もっと強い発信源なら、もっと高密度の情報をやり取り出来るのかネ？」
「知りませんよ」
「例えばそう、ある種のウィルスプログラムを、遠隔から強制インストールさせる……とか、ネ。中村たかし君と、式しき津づ愛華ちゃんの能力を足したような……ありうるかネ？」
「その辺は、あなたの領分じゃないんですか。あなた自身も、『希少種』でしょう」
「ワタシの能力は、自身の自由改変だヨ。『宝石』の生理干かん渉しよう作用で、無理やり形を変えているだけサ。ワタシは、『何者にでもなれる』。
　……だからこそ、ワタシは、ワタシが何者なのか、知りたい訳サ」
「そうですか。私にはよく分かりませんが。
　愛華さんも、状じよう況きようは私たちと同じです。『出現』する時間は不安定、場所は不確定ですが、その能力のおかげで、この島のどこに出現しても、他の者と合流しやすいようです」
「ン？」
「愛華さんによると、『この世界』には……『この島』には、数人の者がいるようです。
　他に数人、私たちと同じ症例の者が、居ます」
「ほう。そンなに。ワタシは、誰とも会った事がないネぇ」
「歩くには結構広いですからね。この島。全員が毎日来る訳でも、ないですし」
「で？　他には、誰が居るんだネ？」
「今の所……」
　浅黄は、子供っぽい動作で両手の指を折りつつ名を呼んでいく。
「蒼あおいさん、灯あか璃りさん、由ゆ宇うさん、灰はい人とさん……あ、透とおるさんとも、チラッと会った事があるそうです。愛華さん自身と私たちを加えると、計八人ですね。……勿もち論ろん、愛華さんも出会っていない者が、まだ、いるかもしれませんが」
「ンー」
　紫暮は、小さな右手で、また頭をばりばりと掻く。
「ところで、キミ、少し、質問だけれども」
「何ですか」
「キミは、この島に……あ、いヤ、『現実世界』の神代島に、行った事はあるかネ」
「？　ないですけど？　なにか？」
「いや、ネ」
　紫暮は振り返り、再現された『神代島』を、見上げる。
「恐おそらく、『この世界』を作ったのは……この島に、『現実に行った事がある人物』だネ」
「な？」
「『舞ぶ台たい』を作るにあたって、自分の記憶の中からイメージを再現したんだヨ。うン。
　……『使徒』だネ。いよいよ、だヨ」
　紫の女の子は、変わらぬ海に向かって、言った。
「これまでのモノとは、比べ物にならない『使徒』が、やって来る。
　全すべての完成をもたらす、『最期の存在』が、やってくるヨ。試し行こう錯さく誤ごはあったけど、『白い意思』は、これで完成だ。失敗作ばかりだったけど、最後の最後で、物凄いモノを引き当てたもんだネぇ。まさか、あんな形で、『彼』が出現するとは、ネぇ。偶ぐう然ぜんか、たまたまか。さて、運命ってヤツかもネ。ウフフ。本当に、ギリギリだヨ。もう、『白い宝石』は、殆ほとんど残ってなかったヨネぇ。もう『白い人』は、動けるかどうかも怪あやしい身体だヨ。『白の使徒』も、そろそろ、打ち止めだよネ。ウフフ。でも、間に合ったよネ。全ての完成をもたらす『彼』が、やって来るヨ。『彼』の自死が、ヒトの世界に広がるヨ。
　さて、彼は、『あの質問』に、答えられるかネぇ。ウフフフフフフ。フフフフフフ」
エピローグ・終




　二月、十とつ葉は市に雪が積もった。
　午前中に雪を降ふらせまくった雪雲は昼過ぎ頃ごろに去り、放課後のグラウンドは一面銀世界。
　白い大地が太陽の光に輝き、青空に映はえている。
　白く分厚い衣を纏まとったイチョウの木が、静かに立っている。
「おい！」
　部室の戸を力ちからいっぱい開けつつ、透とおるは叫さけんだ。
「雪だぞ！　おい」
「あー？」
　部室の中にいた人間……七なな尾おが低く唸うなりながら長机から顔を上げた。
「なんだ七尾、お前一人かよ」
「一人だよ。……あー。腕うで痺しびれてる」
　長机の上に投げ出していた両りよ腕ううでを伸のばし、ふっ、と伸びをしつつ答え。
「あー。妙みような夢見たー。やな感じ」
　居い眠ねむりしてたのか。眼鏡かけたまま。呑のん気きなやつだ。
「……って、ひーちゃんも一人？　他の連中は？」
「あ、いや」
　透は振り返り、廊ろう下かの奥に視線を送った。
「もうすぐ来るみたいだけど」
「もうすぐ来る…………ね。ふぅ」
　ため息と共に、パイプ椅い子すに座すわり込むぎちっという音が響ひびく。
「そんな事より、雪だぞおい。こんなに積もる事なんか、滅多にないぞ」
「……もっとさー。他のモンとか、見よーよ。ひーちゃん」
「なんだよ。他のモンって」
「折せつ角かく二人なんだから、私を見て」
「は？」
　再び、振り返る。
「何だって？」
　七尾は、なぜか、素す早ばやく目を逸そらした。
「あ、いや、別に、なんもねーよ」
「…………あ、そ」
　ワケが分からん。
「よし、じゃあさ、皆みんなが来たらさ雪合戦とか」
「ガキ」
「由ゆ宇うは、積もった雪初めてなんだぞ。ここで一発、冬の行事を」
「バーカ」
「何だよ。もう」
　七尾に向けて怒おこった顔をして見せ、前のパイプ椅子に座り込む。
「な、なんでそんな近くに。おい」
　何な故ぜ照れる。
「…………あー。いいや。別に、いいわ」
　目を逸らした。
「三年生、だよね。私達」
　話を逸らした。
「まあ、なあ」
　話に乗ってみる。
「確かに……三年生、だなあ」
　兵ひよ藤うどうさんの入試は無事に終わり、神楽かぐら大学経済学部への入学が確定した。あとは、在学しつつ国家試験を取り、卒業と共に実家の事務所に入るらしい。将来は童どう子じグループのような大企業とも、付き合っていくような仕事をするのだろう。
　三年生。自分も、来年の今いま頃ごろは……そんな事を、している。多分。
「ねえ」
　眼鏡の奥の瞳の色に、ちょっと戸と惑まどう。
「な、何だよ」
　今日の七尾は、なんかいつもと調子が違ちがう。
「修学旅行が終わったら……」
　修学旅行。春休み最後の行事。高校二年生、最後の行事。
「私達たち、三年生よね」
　高校、三年生。心の中で、繰くり返してみる。高校三年生。
「あのさ」
「何だよ」
「例えば……少年漫まん画がとかでさ」
「少年漫画？」
「主人公は高校生でさ、その高校生が超ちよう能のう力りよくバトルとかしたり世界の果てへ冒ぼう険けんに出かけたり、または異世界に行ってそこの勇者になる話、あるでしょ」
「あ、ああ」
　何を言い出すんだ……一体……
「あれの主人公って、大たい抵てい一年生か二年生よね。三年生の主人公って、いないよね」
「そう……かな」
「何故だと思う？」
「え」
　ええと……不意の質問に、それでも混乱した頭を動かして答えを探す。
　え、ええと、
「高校三年生にはね、バトルとか冒険とか異世界の勇者とかやってる暇ひま、ないからよ」
　七尾は、いきなり断言した。
「な。お、お前、そんな」
「だってそうでしょ？　一年生や二年生ならさ、いくらでもどこにでも行きゃいいのよ。まだまだ一年二年丸々残ってんだから。冒険なり大バトルだのに出て、んで世界を救うなりなんなりして、めでたしめでたしで帰ってきて、それでまあ高二の終わりぐらいよ。
　受験や就職活動は、その後ゆっくり考えりゃいい。充じゆう分ぶん間に合うわ。まさに、『主人公はそれからも末永く幸せに暮らしました』ってヤツ」
「ま、まあ、そういう考え方も、あるかな」
「でもさ、三年生を主人公にすると、そうはいかないでしょ？　全てを終わらせて、んで帰ってみたらもうすぐ卒業よ。これってシャレになんないでしょ？　クラスメイトは全員進路決めてて自分だけは根無し草よ。世界を救ったとか異世界で勇者だったとか言ってる場合じゃないわ。それこそ『末永く幸せに暮らしました』どころじゃないだろって話よ」
「あ、あの」
「高校三年生はね。今までとは『違う』のよ」
　──？
　透は、瞬まばたきした。
　七尾の、眼鏡の奥おくの瞳ひとみの色──
　何だか、いつもと違う意思を宿したかのような、瞳──
「高校三年生になったらね、そういうのは終わりなの」
　この色って──なんだか……
「皆、それ分かってるのよ。だから作る人は主人公を高校三年生にしないし、読む人もそれを安心して読むのよ。この物語世界では進学だの就職だのはまだまだ先だ。永遠に来ない『いつか』だ。だからバトルしたり冒険したりしてても大だい丈じよ夫うぶだ……って、ね。
　だからさ、」
　どこかで……見た事、あるような……
「だから、もう終わりなの。私達の世界は、もう終わりなのよ」
「おい。七尾。お前、何言ってんだ。おい」
　──どこで？
「さて、そんなわけで。……ひーちゃん、アンタ、何に、なりたい？」
「おい、七──」
　焦あせって一歩踏ふみ出すこちらの姿を、七尾はじっ……と見つめ、
「…………ぷっ」
　そして、面おも白しろそうにそっぽを向き、吹ふき出した。
「なーにマジになってんの。ひーちゃん」
　そっぽを向いたままにやっと笑い、わざとらしく口を押おさえて横目でこっちを見る。
「な、お、おい」
「はい。この話の教訓は『高校三年生になったら自覚を持とう』でしたー。たまには私も、真ま面じ目めぶったことも言うのよっ。ビビった？　ねえビビった？」
　ふふん、と鼻を鳴らし、両手を頭の後ろで組んでぎしっとパイプ椅子に凭もたれる。
「お、おい。お前な、おれは、本当にビビったっていうか、あの」
「バーカ。引っかかってんなよ」
　天てん井じようを見上げたまま、ぎしぎしっ、とわざとのように音を鳴らしつつ、また、口を開く。
「ねー。ひーちゃん」
「何だよ。もう」
　わざと乱暴にパイプ椅子に座り直し、怒った声で返事してみる。
「修学旅行が終わったら、三者面談……あ、いや、進路とか、決めるよね」
　三者面談。修学旅行の後の、三年生直前の行事。
　これからの進路を、先生や両親と一いつ緒しよに、決める行事だ。
「鳥と羽ばはさ、親おや父じの会社継つぐんだってさ。手近の大学でハクとコネ作るとか言ってた。
　羽は幌ほろは、なんか、料理人だかになりたいんだってさ。今の彼女と、結けつ婚こんすんのかなー？
　灯あか璃りは、なんだろ……今の職場はあと五年ぐらいで解体されるから、その後はそのまんま女性警官になるとか、言ってたような。ワケわかんないけど」
　もう……そんな時季、なんだ。
「真面目な顔すんな。おい」
　立ち上がった七尾が、ぴん、とデコピンをしてきた。
　そのまま、こちらの前に仁に王おう立ったまま、また、口を開く。
「あのさー。ひーちゃん」
「何だよ。もう」
　いい加減にしてくれ。
　七尾は、立ったまま笑った。
「いい話が、あるんだけど、さー」
「ん？」
「あ……いや」
　顔の前で、右手をぶんぶんと振ふる。
「いい話と、悪い話と、奇きみ妙ような話。三つあるんだわ。どれ聞きたい？」
　何言ってんだ、こいつは。
「……んじゃ、悪い話で」
[image: 画像]
「ん。……いいの？」
　こちらの返事に、不満そうに口をすぼめる。
「いいの？　悪い話で。いい話にしとかない？　ものすげーいい話かもよー」
「いや、まず、悪い話からで」
「いい話かもよー。男子高校生にとっては、夢のよーな話かもよー」
「いや、だからさ、それは後で」
「そうっスか」
　ふ、と息をついて、七尾は目を逸そらした。
「んじゃまあ、悪い話いくわ。覚かく悟ごして聞けや」
　目を逸らしたまま、七尾は呟つぶやいた。
「灯璃さ、最近、彼氏できたっぽいよ」


「……………………え？」
あとがき




　はじめましてこんにちは。「たま◇なま」も六巻目です。ありがとうございます。
　ところで最近気になっているのですがこの「あとがき」という物はなんなんでしょうね。『物語世界』とは直接関係のない作者個人の文章、つまりいわば『現実世界』の文章であると言い切ってしまえばそれまでなのですが、しかし同時にあくまでもこの本の中の数ページ、世界の一片であると考える事も可能なわけでして、そう考えてみると『物語世界』の中の確固とした一部、物語と地続きの存在であると解かい釈しやくする事も可能な訳です。結局の所、物もの凄すごく曖あい昧まいな立ち位置の文章ですねこれは。例えばここで作者自身が『この物語世界はどこかに存在します』と断言したとしたらそれは現実世界と物語世界のどっちに属する現象なんでしょうか？


　さてちょいと話は変わりますがこの『物語世界』（架か空くう世界）とは、更さらにそこに存在する『架空の人物』とは一体何者なんでしょうか。『架空の人物』が一体どこに存在するかというとそれは究極的には作者または読者様の脳のう味み噌その中という事になり、言いい換かえると『架空の人物』はヒトの脳の内部その場所以外には存在しないのです。この事実をもって『架空の人物とは現実には存在しないのである』と断言するというのもそれはそれで一つの意見として立派なものであるでしょう。ですがここで翻ひるがえって考えてみましょう。では『現実の人物』は果たしてどこに存在しているのでしょうか？　お前は何を言っているんだ『現実の人物』は、『現にそこに』いるじゃないか。というご意見はもっともです。ではもう少し考えてみましょう『現にそこに』の『そこ』とは一体どこでしょうか？　アホな事を言うなその手で触ふれて会話してみれば『その存在』は分かるじゃないかという方もいらっしゃるかもしれません。ですが私は食い下がります。その人物と『触れ合って』『会話して』、そしてその結果得られた『実存の情報』はどこへ行くのでしょうか？　言うまでもありません。脳です。耳や皮ひ膚ふの神経の先にある、ヒトの脳です。そう同じ所ですね。ヒトにとって他人というものはつまりそれぞれの脳味噌の中にしか存在しないのです。『架空の人物』が実存しないというのなら『現実の人物』が確かに実存するという根こん拠きよもまた同時に存在しないのです。いやいやちょっと待てよそれはおかしいだろという反論も道理です。そう『現実の人物』にはそれぞれ独立した意思があり『架空の人物』にはそれがない。そうです。恐おそらくその通りです。多分その通りです。その通りだったらいいですね。でも私は反論します。皆みな様さま方がた経験はありませんか。観察下の『架空の人物』が思いもよらぬ行動を取り始め驚きよ愕うがくした経験がありませんか。私にはあります。創作者の立場ですらそれはあります。『作中の人物が作者の手を離はなれ独自に動き出す』という現象は別に特別でも何でもない普ふ通つうの光景なのです。当然ですね。さて改めて考えてみましょう。あなたの脳の中に存在する『現実の人物』と『架空の人物』の両者、片方が確かに実存し片方は確かに実存しないと考えるその根拠は一体どこにあるのでしょうか？


　という話をしている「この私」は実は「冬樹忍」ではなく「氷見透」でした。などと言ってみても通用してしまうのがこの「あとがき」という空間です。本当に訳が分かりませんね「あとがき」とは。いやあたまに真ま面じ目めな話をすると疲つかれるな、うん。折せつ角かくだから最後のコレにもおれの名前を入れておこう。


　２００８年　８月　７日
冬樹　忍
氷見　透


　さて次は七巻です。そっちに行きます。待っていて下さい。
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
冬樹 忍 先生／魚 先生
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